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今日から騎士団長の愛娘!?　～虐げられていた悪役幼女ですが、最強パパはわたしにメロメロです～










第一章　パパと娘の初対面




　その日、リリーはなにかと騒がしい屋敷の人たちを横目に、周囲に浮遊する魔粒子たちを興味津々で見つめていた。

　魔粒子は雨粒くらいの大きさのまあるい発光体で、見た目はホタルにそっくり。ただし、彼らはホタルよりもずっとカラフル！

　その属性によって赤、青、黄、緑いずれかの色を持っていて、今は赤く光る火の魔粒子と青く光る水の魔粒子がリリーの目の前を飛んでいる。ふわふわと周囲を舞う火と水の魔粒子は、まるでダンスを踊っているみたい。

　火の魔粒子をちょいっと指でつついたら、ぽかぽかとしたぬくもりが伝わってきた。

（わぁっ、火の魔粒子あったかい！　ふふふっ、次はこっち！）

　今度は水の魔粒子に手を伸ばす。

（水の魔粒子はちょっと冷たくて、しとしとしてるっ！　楽しい～っ）

　すっかり魔粒子の感触の虜になり、リリーはひとり魔力遊びに没頭した。

　しばらくして、廊下の向こうから使用人たちがひそひそと話しながらこちらに歩いてきた。

「まさか、奥様と旦那様が揃そろって亡くなってしまわれるなんて……」

「馬車の転落事故で即死だったそうだ」

　耳を澄ましてみると、そんな会話が聞こえてきた。どうやらリリーの両親が亡くなったらしい。

　使用人たちは、支柱の陰にいるリリーの存在には気づいていないみたいで、なおもひそひそと話を続けている。

「これからこのお屋敷はどうなってしまうのかしら？」

「それなんだけど、やはり侯こう爵しゃく位とお屋敷は旦那様の弟君が継がれるようよ」

「弟君と言ったら規律厳守、手落ちがあれば部下ですら問答無用で切り捨てる冷酷非道の騎士団長じゃないか。そんな人の下じゃ、これまで通り楽はできないな」

「最悪ね。社交場に入り浸りの旦那様と奥様がほとんど寄りつかないから、このお屋敷は緩くって気に入っていたのに。そんな人にキュウキュウに締めつけられながら魔力持ちの気味悪いリリーお嬢様の世話に振り回されるなんて冗談じゃない！　いっそ、この機にシェフと結婚して、寿退職しちゃおうかしら」

　ちなみに『気味悪いリリーお嬢様』と発言したのは、ほとんどリリーの世話もせず、暇さえあればシェフや備品の管理担当者など、様々な男性使用人たちとリネン室で遊んでいる名ばかりの養育係だ。

　しかし、彼女の辞職宣言も、両親の死すらも、リリーにとってはどうでもいいことだった。

　リリーにとって彼女らは、色もぬくもりもないただの景色。触れもせず、笑いかけもせず、ただ横を通り過ぎていくだけの人たちだ。それよりも、ぽかぽかとしたぬくもりとカラフルな色を持つ魔粒子たちの方が、よほどに身近な存在だった。

　悲しいのも、寒いのも、ひもじいのだってもう慣れっこ。

　だけど、寂しいのだけは耐えがたい。

「ねぇえ？　ひとりぼっちは寂しいよ。もうちょっと一緒に遊んでくれる？」

　声を潜めて尋ねると、魔粒子のみんなはリリーにだけ聞こえる声で《いいよ！》と答え、ポポポッと発光を強くした。

（わぁっ、キラキラしてとっても綺き麗れい！　みんなこっちにおいで！）

　リリーはうれしくなって、宙に向かってちょいちょいと手招きする。

　呼び寄せた火の魔粒子と水の魔粒子を、お団子を作る要領で捏こねていく。

　こねこねこね。

「へへへっ。赤い魔力と青い魔力を混ぜたなら～♪　はいっ、紫の魔力のできあがり～♪」

　ご機嫌に口ずさんだ次の瞬間――。




　――ドッカーンッ！




　混ぜきったと思っていた魔力が分離して、爆風と共に弾ける。

「わわわっ！」

（いつも通りにいっぱいこねこねしたつもりだったけど、足りなかったみたい）

　リリーは爆風に押され、うしろにぼてんと尻もちをついた。

　繰り返すが、赤い魔力の源となっているのは火の魔粒子。青い魔力は水の魔粒子だ。

　この爆発によって、高温の水蒸気が霧散した。廊下は一瞬であっちっちの温熱ミストサウナに早変わり。

「ウッ！　熱いっ！」

「眼め鏡がねが曇って前が見えん！」

　使用人たちが慌てふためいて叫んでいた。

「馬鹿ね！　眼鏡じゃなくたって、見えやしないわよ！　それより、これはあの気味の悪い小娘の仕業ね!?　とっ捕まえてまた納戸に閉じ込めてやる!!」

　リリーにとって養育係の『気味の悪い小娘』呼ばわりは、この際どうでもよかった。それよりも、彼女が叫んだ『納戸』の一語に、三カ月前に納戸に閉じ込められた時のことを思い出し、ブルリと震え上がった。

（それだけは絶対嫌っ！）

　屋敷にいる今ですら、一日の食事が三度出なかったり、着替えの用意がなかったりする日もある。それでも屋敷にいれば、降り注ぐ明るい太陽が、リリーに光のエネルギーを与えてくれる。

（あそこは昼だって真っ暗で怖い。あんなところでまた過ごすなんて、嫌だよぅ～！）

「小娘！　隠れてないで出てらっしゃい!!」

（ぅううっっ）

　早く逃げなくちゃと思うのに、目の前で起こった爆発にビックリしてすっかり腰が抜けていた。

　――カッカッカッ！

　その時、玄関の方向から大股でこちらに歩み寄る足音が聞こえてきた。

「バイアス、廊下の窓を全部開けるんだ！」

（え？　男の人の声……？　でも、これって屋敷の人じゃない）

　初めて聞く声だった。そして耳に心地いい低音のバリトンボイスは、ざわめきの中にあってとてもよく通った。

「了解ッス」

　それに応える別の男性の声は、特徴的な語尾のせいもあって少し軽い響きに感じる。

（バイアスって名前、どこかで聞いたことがあるような……）

　ふと、名前に微かな既知感を覚えたが、思い出すには至らなかった。

　――ガタンッ。――バタンッ。

　ふたりの手で廊下の窓が次々と開け放たれて、廊下に充満していた温熱ミストが抜けていく。いくらもせずに、もわもわとかすんでいた視界が開けた。

（え!?　あれは……）

　窓を背に、こちらを鋭く睨にらみつける長身の男性のシルエット。

　逆光になっていて、顔の造作はわからない。だけど、引きしまった筋肉に覆われた均整の取れた体形と、ユーベルグルク王国騎士団所属を示す濃紺のマントを留めるプラチナのピン。それらを目にした瞬間、まるで脳天から雷に打たれたみたいにビリビリとした電流が全身を駆け抜けた。

　視線はその人ただひとりに釘づけになり、脳内を目まぐるしいほどの情報の嵐が駆け巡る。

「あ！　あっ、ぁああああああっっ!!　わたし、この人知ってる――っっ！」

　その人を凝視し、無意識のままのけぞるようにして叫んでいた。

　突き刺さるように皆の視線が一気にリリーに集まるが、気にする余裕はなかった。

　リリーは、初対面のはずのその人のことを誰よりもよく知っている。……いいや、知っているなんてものじゃない！　彼女は彼の経歴からスリーサイズ、好物からその弱点まで全方位で網羅している。

　……そう、リリーは俗にいう転生者。日本でＯＬをしながら趣味に生きていた記憶がこの瞬間によみがえったのだ。

　そして、彼こそリリーの前世の〝百ゆ合り〟がドはまりし、惚れ込んで、入れ込んで、グッズに大金つぎ込んで、一途に貢ぎまくったゲームの推し、アルベルト・ヴィッドランドだった。

　ユーベルグルク王国騎士団の氷の騎士団長アルベルト・ヴィッドランドは、国内外にその名をとどろかす最強の戦士で、彼が指揮した戦は無敗。冷酷無慈悲な戦法で相対する国や民族を一網打尽にしてしまう。卓越した剣技はもちろんのこと、類まれな統率力と知略を有する策略家でもある。

　前世の百合はそんなアルベルト攻略ルートにのみ死力を注ぎ、何十回となくプレイしてきたのだ。

（あぁ～、そうだよ）

　リリーにもバイアスという名前に聞き覚えがあるわけだ。ユーベルグルク王国騎士団の副官、バイアスといえばアルベルトが最も信頼する最側近で、乳兄弟なのだ。

　これまでリリーは、薄く靄もやでもかかっているように頭の中が晴れず、常にぼんやりしていた。そのせいでいつもぼーっと魔法遊びをして、周囲からは不気味な子のレッテルを貼られていたのだ。

　だけど今、前世の記憶を取り戻したことで、パズルのピースがピタリとはまったみたいに頭の中がスッキリしていた。

（ふふふっ、ここがあのゲームの世界だなんて、すごくうれしい！　神様、ありがと――って、あれ？　……待てよ？）

　内心でまだ見ぬ神様に感謝を叫びながら、途中ではたと気づく。

（推しの騎士団長の名前はアルベルト・ヴィッドランド。でもって、たしかわたしの家名もヴィッドランドじゃなかったっけ？）

　これに思い至った瞬間、こめかみをタラリと冷や汗が伝う。

　……そう。闇魔力に傾倒した極悪幼女リリー・ヴィッドランドは、シナリオが進行すると、義父であるアルベルトの手で殺されてしまうのだ――。

（ひぇえっ!?　そんなの絶対、やだっ！）

　死亡エンドなんて断固拒否だ。リリーは脳内で、あたふたと考えを巡らせる。

（ええっと、そもそもリリーってなにが原因でアルベルトに殺されちゃうんだっけ？　思い出せ……って、あれ？）

　前世の記憶に意識を集中させていたら、頭の中からぷしゅーっと煙が噴き出すみたいになって思考がパーンと弾けた。

（うわぁっ!?）

　この衝撃で、リリーはうしろに倒れた。

「危ないっ!!」

　後頭部が床に叩たたきつけられる寸前で、伸びてきた腕にグッと抱き留められる。

　悲しいかな。せっかく前世の記憶があっても脳ミソは子供サイズ。どうやら、考えすぎちゃうとダメみたい……。

　リリーは心配そうに覗のぞき込んでくる新緑みたいなグリーンの瞳を見ながら、抗う術すべなく意識を手放した。




＊　＊　＊




　もう何年も会っていなかった兄侯爵が、夫人と共に事故死したと連絡を受けたのは昨夕のことだった。俺たちの両親はすでになく、兄夫妻には後継者となる男児がいない。それゆえ、必然的に弟の俺が爵位と元実家であった屋敷を継ぐことになったのだが――。

　――キィイイイ、パタン。

「……勘弁してくれ！」

　朝一番で訪れた王立院で継承に関するもろもろの手続きを終え、扉を閉めた瞬間、思わず悪態が口を衝いて出てしまったのも不可抗力というもの。

　まさか侯爵位の継承のみならず、兄夫婦が残した大量の借金や滞納していた税金まで肩代わりさせられようとは、誰が想像できたというのだ!?

「俺に怒鳴らないでほしいッス」

　同行していた副官のバイアスがヒョイッと肩をすくめてみせる。

「お前に怒鳴ったわけではない」

　奴の声がどことなくおもしろがっているように聞こえ、不愉快な思いが募る。

「いやいや。俺と団長のふたりしかいないんッスから、それって必然的に俺に怒鳴ってるのと同じッス」

「……」

「だからって無視はよくないッスよ？　無視は！」

　俺はバイアスとの会話を放棄して、ひとり考えを巡らせる。

　それにしても、いったいどんな浪費をすれば先祖代々がためてきた貯蓄を使い果たし、さらに大量の借金までつくれるというのか……。

　想像するだけで目め眩まいがするが、借金と滞納分の税金は、これまでに蓄えた騎士団長の俸給で支払える。実際問題、兄の残した借金を理由に先祖代々継いできた侯爵位の継承放棄はできない。

　それよりも、俺にとってなにより頭が痛いのは、兄夫妻の忘れ形見、姪のリリーだった。

　王立院に出向く前から、俺はその存在も、彼女が〝魔力持ち〟だということも知っていた。ただし、俺と彼女の人生が交わることはないと高をくくっていたのだ。

　それというのも、リリーの母方の祖父母はいまだ健康で、慈善家としても名高く、孤児の幾人かを養子として引き取って養育までしており、当然孫のリリーを引き取るものだと思っていた。ところが、彼らは『あれは闇魔力にまで手を出した悪魔の子、あんな気味の悪い娘は引き取れない』の一点張り。引き取りを断固、拒否したという。

「あ、団長。もう馬車が来てるッス」

「うむ」

　王立院の玄関に横づけされた迎えの馬車に乗り込むと、俺はこめかみのあたりを揉もみながらまぶたを閉じる。

　馬車がゆっくりと走りだし、カタカタと伝わってくる振動に身を任せながら、祖父母に『悪魔の子』とまで言わしめた姪に思いを馳はせる。……いや、爵位継承をはじめもろもろの手続きを終えた今、彼女はすでに姪ではない。俺の義娘むすめだ。

　遠い異国には古いにしえの名残である魔力を尊び、現代に生まれついた魔力持ちを国主導で保護するところもあるが、ユーベルグルク王国にあって魔力持ちは忌み嫌われる傾向にある。しかし、それを加味してもリリーに対する祖父母の言動は、常識の範はん疇ちゅうを逸脱していた。

　リリーは日頃からそれだけ非常識な魔力の使い方をしているのだろう。

「……はぁ。実に頭が痛い」

　たしかリリーは、まだ五歳。その年にして『悪魔の子』と呼ばれる娘とは、いったいどれほど邪悪な存在なのか。

「なんか今日、めっちゃ空気が重いッスね。窓開けたら少しよくなるッスかね？　よいしょっ」

　あくせくと車窓を開けだすバイアスを一度チラリと見やり、再び目をつむって視界から排除する。

　義娘との今後を思い、ヴィッドランド侯爵邸へ向かう道中、俺のため息は尽きることがなかった。バイアスの言動も俺が大量のため息を吐き出す要因のひとつでもある。




　ヴィッドランド侯爵邸に到着した俺たちは、玄関に馬車を横づけして降りた。

　幼少期を過ごした実家でもある屋敷を特段の感慨もなく見上げる。主あるじを亡くした昨日の今日。屋敷内がいまだばたついているせいか、俺が事前に訪問を知らせていないせいか、馬車が到着しても家人が応対にやって来る気配はなかった。

　高位貴族の屋敷にあって、これは珍しいことだった。少なくとも、両親が生前に切り盛りしていた頃は、事前連絡などなくとも、訪問者があればすぐに家令が駆けつけて応対にあたっていた。

　……明日の葬儀の準備に人手を取られているのか？　それにしたって、曲がりなりにも侯爵家。これでは、あまりにお粗末だ。

　不快感に顔をしかめつつ、自ら玄関の両開きの扉に手をかける。




　――ドッカーンッ！




　その時、屋敷内で爆音があがる。

「爆発か!?　西回廊の方だ！」

　耳にした瞬間、俺は扉を開け放って音がした廊下に向かって駆けだしていた。

　……この蒸気はいったい何事だ!?

「団長、これ……たぶん魔力ッス」

「なっ!?　……そうか」

　並走するバイアスが、クンッと鼻をヒクつかせて告げる。バイアスはいつもふざけたような言動で掴つかみどころのない奴ではあるが、剣技に優れ、知略に長たけ、俺が誰よりも信頼を置く有能な男でもあった。

　彼自身は魔力持ちではないが、その豊富な知識から確信を得たらしかった。

　バイアスのこの発言によって、第三者からの攻撃を疑う必要はなくなった。魔力の爆発なら、これをなしたのは十中八九リリーだ。

　クソッ！　祖父母に悪魔の娘と言わしめただけあって、とんでもない娘だ!!

　その処遇に悩んでいたが、あまりにも悪さがすぎる。幼い身で修道院にやるのはかわいそうかと悩んでいたが、同情するのも馬鹿らしい。生涯幽閉しかなかろう!!

　そうしてくすぶる視界を割り、廊下を進んだ先――。

　慌てふためく使用人たちの奥で床に尻をつき、カタカタと震える幼い少女がいた。その姿はまるで、狩人に怯おびえる小動物のようだった。

　この少女は……？

　この時、蒸気が充満する室内にあって、不可解なほど俺の脳裏に彼女の姿は鮮明に映っていた。それはまるで、なにかに導かれているかのように。

「バイアス、廊下の窓を全部開けるんだ！」

「了解ッス」

　即座にバイアスに指示を出し、廊下の窓という窓から蒸気を逃がす。そうして徐々にクリアになっていく視界の中で、再び彼女に向きなおる。

　……あぁ、これが兄の忘れ形見。義娘のリリーか――！

　対たい峙じする少女が俺の義娘と認識するのにわずかな時間を要したのは、臆病に身を縮め、涙の滲にじんだ目でこちらを見上げるその姿と前評判があまりにもかけ離れていたからだ。俺の目に映る少女は『悪魔の子』ではあり得ない。

　この少女が闇魔力や誤った魔力の使い方に傾倒しているのだとしたら、それは周囲の大人が是正し、正しい道に導いてやるべき。それを放棄するのは無責任で、リリーは保護と養育が必要なか弱い存在ではないか。

　俺と亡き兄は特段、仲がよかったわけではない。……いや、そもそも仲のよし悪しを評価できるほどに、兄のことを知らない。

　それというのも、俺たち兄弟は幼少期に住まいを別にし、互いのことを知らず、干渉せず、ここまできていたからだ。

　長男の兄は、侯爵家の後継ぎとして、両親の期待を一身に受けながら屋敷内で家庭教師らの教育を受けて育った。一方、次男の俺は物心つくかつかぬかのうちに王立寄宿学校に居を移し、そのまま騎士団への入団を果たしている。王立寄宿学校は家督を継がぬ貴族子息に将来の選択肢を示す重要な場所でもあり、このような養育パターンは高位貴族の家庭にあってけっして珍しいことではない。

　しかし、そんな希薄な関係にあった兄の忘れ形見を目にして俺の中に芽生えたのは、とても不思議な感情だった――。

　俺と彼女の血がそう感じさせるのか、はたまた庇ひ護ご欲よくをそそるいたいけな眼差しが俺の中のなにかを刺激したからか。

　この瞬間、俺の中から修道院に生涯幽閉するという先の選択肢は霧散していた。

　なぜか、俺が守ってやりたいと思ってしまった。

「リ――」

「わたし、この人知ってる――っっ！」

　呼びかけようとしたまさにその時、突然リリーが俺に向かって叫んだ。

　呆あっ気けにとられ、一瞬動きが止まる。曲がりなりにも、俺は騎士団長だ。騎士団の祝賀行事の折には団長である俺の絵姿が出回る。

　……とはいえ、まさか彼女がそれを見ていようとは思わなかった。

　気を取りなおし、再び声をかけようと口を開きかけた直後、リリーはビクンと肩を跳ねさせ勢いよくうしろに倒れた。

「危ないっ!!」

　咄とっ嗟さに飛び込んでいって、彼女の後頭部が床に叩きつけられる直前で、なんとか受け止める。

　っ!?　なんて軽さだ!?

　初めて触れた幼子の、か細さに驚いたのは一瞬。俺を見つめるリリーのまぶたがゆっくりと下がっていき、フッと意識を失った。

「お、おい!?　急にどうした！」

　慌てて呼びかけるが、俺の腕の中でくたりとしたリリーは答えない。

「団長、そんなに焦らなくても魔力の放出後に気を失うのは、わりとよくあることッス」

　青くなった俺だったが、バイアスに横から声をかけられて平静を取り戻す。

　バイアスの言葉通り、リリーのさくらんぼ色をした唇からは規則正しい呼吸が漏れていた。

「なるほど、たしかに呼吸も落ち着いてる。これならば、大事はないか」

「じき目覚めると思うッス」

　納得した俺は、リリーの背中と膝裏を支えてそっと横抱きにする。

　俺の手のひらに人肌のぬくもりを伝えるリリーの体は小さくて、今にも宙に飛んでいってしまいそうに軽い。俺が手を緩めたら、腕の中の幼子が儚はかなく消えてしまうのではないかと、半ば本気で考える。

　使用人のひとりがリリーを運ぶのを代わろうと遠慮がちに申し出たが、俺は断って子供部屋に向かって歩きだした。

　……おかしい。

　ほかに手がないのならともかく、申し出を断ってまで俺が運んでやる必要などないはずだ。それなのに、リリーを人任せにする選択はあり得なかった。

　俺はこれまで、小さな子供になど興味もなかった。論理的な話が通じず、直情的な行動を取る彼らに対し、苦手意識すら抱いていた。

　だがどうだ？　リリーを前に、そういったマイナス感情はいっさい湧いてこない。むしろ、放っておけないような不思議な気持ちにさせられる。

「……かつてない感情で俺を惑わせる、この生き物はなんなんだ？」

「ヘッ!?　なにって、今日から団長の娘になったリリーちゃんッスよ！　頭、大丈夫ッスか!?」

　腕の中のリリーを見下ろしてポツリとこぼしたら、俺の一歩うしろをついてきていたバイアスが反応した。

「そんなことはわかっている！　俺が言いたいのはそうではなく……」

　ギョッと目をむくバイアスに慌てて説明しようとするが、俺自身よくわからない感情を言葉にするのは難しく言いよどむ。

　すると、バイアスが俺の真横に並び声を潜めた。

「ところで団長、ここの使用人たちのリリーちゃんへの態度。なんか嫌な感じッスね」

「あぁ、そうだな」

　俺がリリーを抱き上げてから、やっと使用人のひとりが交代を申し出てきたが、卒倒した彼女に駆け寄ろうとする者はいなかった。

　それ以前に、煙に包まれた廊下の隅で震える彼女に、誰ひとりとして避難を促そうとしなかった。

「使用人としても失格ッスけど、煙に巻かれた廊下で震えるリリーちゃんに手も貸そうとしないなんて、責任ある大人の態度じゃないッスよ」

「責任……？」

　バイアスの口にした一語が、胸の真ん中にストンと落ちてきた。

　……あぁ、そうか。この不可思議な感情は、すべて責任感からきているのだ。

　義理とはいえ父となったからには、この子を立派な大人に育て上げる責任が俺にはある！

　放っておけないと思うのも、俺が手ずから運んでやりたいと思うのも、父親としての責任感からと考えれば合点がいく。保護者なら、我が子を守ってやりたいと思うのは当然のことだ。

　バラバラだったパズルのピースが、俺の中でピタリとはまった。

「今後は俺が責任を持って、この子を立派に育て上げてみせる」

「はははっ。最初からそんなに気負わなくてもいいような気もするッス。けど、団長らしいッスね。どちらにせよ、リリーちゃんにはもっと伸び伸び過ごせる環境を早く整えてあげたいッス」

「ああ、そのつもりだ。リリーの新しい養育係に、ひとりあてがある。それからバイアス、これから使用人に聞き取りを行う。お前も同席しろ。不適格者は即刻解雇し、リリーの養育環境を整えるぞ！」

「了解ッス」

　たどり着いた子供部屋のベッドにリリーを丁寧に横たえて、首もとまで掛布を引き上げてやる。

「リリー、もう大丈夫だ。俺が君の父親になったからには、肩身の狭い思いはさせない」

　幼い寝顔に向かって語りかけ、額に落ちた亜あ麻ま色いろの髪をそっと耳にかけてやる。

　そのままおっかなびっくり頭をなでてみたら、リリーの口もとがふにゃりと綻ぶ。目にした瞬間、胸がほのかに熱を持つ。

　心がこれまでに感じたことのない温かで優しい感情で満たされていた。










第二章　パパの娘になりました




　段々と意識が浮上して、くっついていたまぶたがゆっくりと持ち上がる。

　閉ざされていた視界が開き、一番に飛び込んできたのはグリーンに輝くふたつの瞳。

（わぁっ、すっごく綺麗！）

　リリーは吸い寄せられるように、キラキラの宝石みたいなそれに向かって腕を伸ばした。ところが、触れる直前でその手をグッと握り込まれた。

（え？）

「目覚めたか」

　聞き覚えのある低い声で問いかけられてビクンと肩が跳ねる。

（この声って、たしか……！）

　その瞬間、脳内に気を失う直前の出来事がよみがえる。

　そう。どんな運命の悪戯いたずらか、悪役幼女に転生したリリーは、ゲームが進むとアルベルトに殺される運命なのだ。

（やだっ、死にたくない！　殺されちゃうなんて、そんなの絶対に嫌――っ!!）

　リリーは胸の中で断固拒否を叫んだ。心臓は壊れそうな勢いで鳴り、全身からは恐怖でドッと汗が噴き出していた。

「おい、どうした？」

　リリーの異変に気づいたアルベルトが、眉間にクッキリと皺しわを寄せて覗き込む。

「っ!!　こ、殺さないで……っ！」

　アルベルトの顔面凶器に縮み上がり、思わずリリーの心の声が漏れてしまう。

「なっ!?　殺すだと!?」

　前世の百合は、彼の強面こわもてと鋭い眼差しに惚れ込んでいた。しかし、今のリリーにとっては、どちらもただ怖いだけ。

　百合の記憶はよみがえったが、記憶はあくまでも記憶。この瞬間、彼女の心を占める感情は、今を生きるリリーのものだった。もっとも、百合の記憶だって断片的だし、突きつめて考えれば頭がぷしゅーっとしちゃう。

（ぁあ、バカ――！）

　余計なことを口走り、アルベルトをもっと怒らせてしまったんじゃないか。リリーの胸は、不安と後悔に押しつぶされそうだった。

「おいリリー、今のはいったい……あぁ。さては、まだ夢を見ているな？」

「え……？」

　リリーはアルベルトの予想外の反応――それも、あきらかに好意的な反応に戸惑い、キョトンとした。

　すると、固まってしまったリリーの頭を目がけて、アルベルトの手が伸びてくる。

「っ!?」

　反射的に首をすくめたリリーだったが、大きな手は彼女の頭部を優しく包み込み、指先で髪を梳すくようにそのまま何度か往復していた。

（これって、もしかしてなでられてる!?）

「大丈夫だ。俺がついているから、もう君の眠りに怖い夢は訪れない」

　こそばゆい刺激と続く台詞せりふに驚いて、リリーは目を真ん丸にした。

　義娘のリリーを疎ましがっていたはずのアルベルトが、こうして今、自分をなでていること。なだめるように、優しい声をかけてくること。なんで、どうして、そんな思いでいっぱいだった。

「……おい、大丈夫か？　もしかして、どこか具合でも悪いのか？」

　アルベルトは目を見開いたまま微動だにしないリリーを怪け訝げんそうに見下ろし、ペタンと額に手をあてた。

「ふむ。別段熱はなさそうだな」

　アルベルトは額に手のひらをのせたまま、ますます眉間の皺を深める。

　鼻先が触れそうな近さで見る顔面凶器の恐ろしさ、そして極度の緊張によって、リリーは喉がカラカラになっていた。

　唾をのもうとしたら、渇いた喉が張りついたようになってしまい、背中を丸めて咳せき込んでしまった。

「っ、……ケホッ。ケホッ！」

「大丈夫か!?」

　アルベルトが慌ててリリーの上半身を起こし、さすってくれる。しかし、今リリーがしてほしいのはそれではなかった。

（っ、違うよぉ。さすってもらうのは気持ちいいけど、今欲しいのはそれじゃない！　……水、水をちょうだいっ！）

　咳せきの苦しさで涙が滲んだ目をキュッとつむる。

「団長、とりあえず水を飲ませてやるッス」

　脇に控えていたバイアスが、すかさず水が入ったコップを差し出す。

「よし、リリーゆっくり飲むんだ」

　アルベルトはバイアスからコップを受け取ると、かいがいしくリリーの口もとにあてがう。リリーはアルベルトの介助を受け、コクンと喉を鳴らす。

　そのまま何度かコクン、コクンと繰り返してから、小さくうなずいて「もう十分」だと伝えると、アルベルトはスッとコップを引いた。

　無事に喉が潤ったリリーがホッとひと息ついたのも束の間、彼女の目の前に再びアルベルトの手が迫ってくる。ビクッとするリリーだったが、大きな手は濡れた彼女の口の端をそっとぬぐい、すぐに離れていった。

　萎縮して固まるリリーに、アルベルトがゆっくりと告げる。

「リリー、そのように怯えずとももう大丈夫だ。俺は君の叔お父じのアルベルトだ。亡き兄に代わって、ヴィッドランド侯爵家を継ぐことになった。そして、これからは君の義父パパだ」

「え？　……パパ？」

　ゲームのシナリオを忠実にたどる展開に、タラリと冷や汗がこめかみを伝う。

「ああ、そうだ。俺がリリーのパパだ」

　絶体絶命の事態に兢きょう々きょうとするリリーとは対照的に、アルベルトの口角はほんの少し緩んでいる。

（うそ？　パパの口もと、ちょっとやさしく見えるけど、なんでかな？）

　氷の騎士団長の異名を持つアルベルトは、ゲーム内では鉄仮面の強面がデフォルト。笑顔を見せることはおろか、口角を上げることだってなかったはずだ。

　リリーが前世の記憶との相違に小首をかしげていると、アルベルトがゆっくりと口を開く。

「俺がこの家の当主になったからには、もう君を今までのようにはさせない」

「え？」

「君が眠っている間に屋敷の者への聞き取りと、帳簿の確認を終えた。それにより、君の養育係をはじめとした一部の使用人による金銭の使い込みと備品の持ち出しが発覚した。該当者はすでに解雇し、当局に引き渡した」

　アルベルトは平然と口にするが、リリーが眠っていたのはほんの小一時間ほど。この短時間で、当局への引き渡しまで完了させるなど、彼にしかできない離れ業だ。

　氷の騎士団長の能力は、やはり伊達だてではない。

「それと、先代から仕えていた庭師のリーダーのグリッグスから、養育係らの君に対する所業も聞かせてもらった。今後は俺の方で新たな使用人を手配し、これまでのようにはさせない」

「……それ、ほんと？」

「ああ。これから君は、安心して暮らせるぞ」

　リリーの動揺は大きかった。

（パパは最終的に、手にあまったわたしを殺しちゃう。それなのに、こんなによくしてくれるのはどうして？）

　ゲームのシナリオが進むと、リリーが殺されてしまうのは確か。ただし、リリーはあくまでゲーム内の脇役。

　どんな経緯で、いつ殺されてしまうのかなど、具体的なエピソードは百合の記憶でもぼやけていて思い出せない。

　今現在、リリーが知り得る情報はふたつ。ひとつは闇魔力に傾倒した極悪幼女であったこと。そして、もうひとつはこの闇魔力を使った悪行がアルベルトの逆げき鱗りんに触れて殺されること――。

　その時、リリーがなにかに気づいた様子でビクンと肩を揺らした。

（そうか！　パパがわたしを嫌うのは、魔力で悪さをするから。それなら、いい子にしてれば殺されないよね……大変!!　さっきの魔力の爆発を、ちゃんと謝らなきゃ……！）

「パ、パパっ！　お屋敷の廊下、もわもわにしちゃってごめんなさい！　これからは、いい子にします！　……だから、よろしくお願いしますっ」

　ガバッと頭を下げ、勢い込んで告げるリリーを、アルベルトは虚を突かれたようにパチパチと目を瞬しばたたいて見つめていた。

（……ぅうううっ、ちびっちゃいそうなくらい怖い!!　だけど、殺されちゃうのは嫌だから、ここから目いっぱいいい子にして、パパに嫌われないようにしなきゃ!!）

「わかってくれたならいい。闇魔力は今後、使ってはいけない」

　アルベルトは怯えるリリーに告げ、頭を上げるように促す。

「うん。魔力遊びは、もうしませ……ん？」

　リリーはしおらしく答えながら、途中ではたと思い至った様子でコテンと首をかしげる。

「わたし、闇魔力なんて使ってたっけ……。そもそも、闇魔力ってなに？」

　今さらながらの疑問がポロリとこぼれた。聞きつけたアルベルトは、リリーに同情の滲む目を向けた。

「そうか、リリーは知らなかったんだな。闇魔力は混合魔力とも呼ばれる古の禁忌。今後は、魔力の混合を行ってはダメだ」

（ひぇえっ！　なんと、魔力って混ぜちゃダメなんだって……）

　どうやらリリーはそれと知らぬうちに混合魔力こと、闇魔力に手を出してしまっていたらしい。

「ごめんなさいっ！　魔力のまぜまぜが闇魔力だなんて知らなくて……でも、もうしないから、許して！」

「謝らなくていい。むやみに魔力を使ってはいけないと、わかってくれたなら十分だ。どんな巡り合わせか、俺たちは縁あって父おや子こになった。これから、仲よくやっていこう」

　大慌てでさらに頭を低くするリリーにアルベルトはクッと口角を上げて告げ、分厚くて大きな右手を差し出した。

「う、うん！」

　おっかなびっくり、リリーがちょこんと右手を重ねると、ギュッと握り込まれる。その温かさと力強さにトクンと鼓動が跳ね、胸が熱を持った。

　ビクビクとドキドキが入り交じった不思議な思いで、リリーはアルベルトの手にすっぽりと包み込まれた自分の右手を見つめていた。

「リリーちゃん、俺の名前はバイアス。副官ッス。よろしくッス」

　その時、横からバイアスが白い歯をこぼし、アルベルト同様にスッと右手を差し出してくる。

（わぁっ、素敵な笑顔！）

　リリーはアルベルトとつないでいた手をパッとほどいて、バイアスの手に重ねる。

「リリーです。よろしくお願いします、バイアスさん」

　アルベルトほどではないけれど、節のあるガッシリとした大きな手にギュッと握り込まれてリリーの頬が緩む。

　前世の百合は、バイアスのこともかなり気に入っていた。常日頃からアルベルトと行動を共にする副官のバイアスは爽やか系イケメンで、しかもとっても有能。ちょっと軽いところもあるけれど、それがまた親しみやすいと、攻略対象外でありながら彼の隠れファンは多かったのだ。

　ちなみに、バイアスと握手をしてもリリーの心臓は平常運転。体温にも変化はなかった。

（……やっぱり、パパはあぶないってことね！）

　バイアスの手をギューッと握り返しながら、改めて、これから始まるアルベルトとの生活に気を引きしめた。

　リリーがバイアスと握った手と手をふりんこふりんこしていたら、悪寒を感じて身震いする。

（あれ、夜だから？　ちょっと寒くなってきたかも。でも、バイアスさんの手、あったかーい）

　バイアスはふりんこふりんこの途中で、一瞬だけアルベルトの方をチラ見して、再びリリーに目線を戻すと何事もなかったかのように微笑んだ。おどろおどろしい気配を放つアルベルトを華麗にスルーしてみせるあたり、バイアスもまた相当な猛も者さである。

　とにもかくにも、こうしてリリーとアルベルトの同居生活は幕を開けたのだった。




＊　＊　＊




　リリーと同居を始めて三日目。

　……解せない。実に、解せない。

　俺は騎士団施設の最上階にある騎士団長室で、奥のデスクに腕組みしながら右に左に首をかしげていた。

　――カタンッ。

　その時、ノックもなしに扉が開き、カツカツと長靴の音を響かせて俺のところまでやって来る人物があった。

　そいつは俺の前で足を止めると、いつも通り軽い調子で分厚い書類束を差し出してくる。

「団長。これ、来期予算の書類ッス～」

「バイアス、いつも言っているがノックをしろ、ノックを」

「おっと、そうだったッス。うっかりしてたッス」

　のんきな声をあげるバイアスをジトリとひと睨みして、特大のため息をこぼす。

　バイアスはそんな俺の様子を気にするそぶりもなく、デスクの端に積み上がる処理済みの書類を取り上げると、パラパラとめくりながら目を通し始めていた。

「なぁバイアス、昨日の件だが……」

　ゴクリとひとつ喉を鳴らしてから切り出すも、なんとなく言いにくさがあって言葉尻を濁す。

「昨日の件？　……あぁ、葬儀証明書を持ってくるのを忘れたんなら、明日で全然大丈夫ッスよ」

　バイアスは書類から俺へと視線を移し、こんなとんちんかんな台詞を口にした。

　……ふむ。皆まで言わずとも察しろというのは、俺の身勝手か。

「いや、昨日の夕食だ。リリーは俺が差し出したパンにはひどくビクついていたのに、お前がよそってやったシチューや飲み物はニコニコと受け取っていただろう。もしかして俺は、リリーに怖がられているのではないか？　いや、俺の気にしすぎかもしれんが……」

　俺は束の間、昨夕のひと幕に思いを馳せた――。




　昨日は、教会で兄の葬儀が執り行われた。生前の兄夫婦は娘のリリーを顧みず、ほとんど育児放棄の状態だった。そのため、リリーも彼らに思い入れはないようで、葬儀の間、とくに泣いたり取り乱したりすることもなく、おとなしくしていた。俺自身、特別な感慨もなく葬儀は粛々と進行し、夕方前には一連の儀式が終了した。

　その後、列席していたバイアスが我が家に寄っていった。せっかくだからと夕食に誘い、リリーと俺、バイアスの三人で食卓を囲んだ。

　俺は男所帯の騎士団所属が長く、堅苦しいのを好まない。給仕を下がらせ、肩肘張らない食事を開始した。

『いやぁ。さすが侯爵家の夕食はうまいッスね～！』

『バイアス、唸うなっているところに水を差してすまんが、これを作ったシェフは騎士団食堂で働いていた料理人だ』

　侯爵家お抱えの怠惰なシェフは、金銭の不当な使い込みが発覚したため解雇していた。

　代わりに俺が白羽の矢を立てたのが、かつて騎士団食堂で勤務していた男だった。調理に対し妙なこだわりを持った男で、食材のうま味を最大限引き出すために下処理から盛りつけまで、とにかく手間を惜しまなかった。

　奴の料理は絶品で、騎士たちからは大好評だったが、いかに手早く大人数分を調理するかが最重要の騎士団食堂にあって、そのスタンスはほかの料理人たちから煙たがられていた。そして先日、ついに主任料理人と衝突し、退職したところだった。

　現在、男は我が屋敷の厨ちゅう房ぼうで水を得た魚のように辣らつ腕わんを振るっているというわけだ。

『マジッスか!?　だってこれ、騎士団食堂の大鍋料理とは別物みたいに繊細ッス！　いやぁ、騎士団食堂にこんなすご腕の料理人がいたとは驚きッス。ってか、団長って人を見る目は確かッスよね～』

　仮にも上長に向かって『人を見る目は確か』という表現はどうかと思ったが、そこはバイアスのいつもの軽口と流してやることにした。

　そんな食事の最中、ふとリリーが前菜のサラダばかりをつついているのに気づいた。リリーの食がかなり細いことは、同居して最初の食事ですでにわかっていた。これは主の不在をいいことに、使用人らがリリーの食事を蔑ないがしろにしていたためで、彼女は日頃からオートミールやスープといった簡素な食事しか与えられていなかったのだ。

　すでに当該の使用人は解雇しているが、リリーへの所業を思うと、ふつふつと怒りが再燃してきた。

『リリー、パンも食べろ』

　俺は卓の中央に置かれたパン籠から、サックリと焼き上がったクロワッサンを取り上げて、リリーに差し出す。

『は、はいっ』

　リリーはビクンと大仰なほど肩を跳ねさせ、俺に向かってササッと両手を伸ばす。……ん？　震えている？

　なぜか、パンを受け取るべく伸ばされたリリーの手は、小刻みに震えていた。

『あ、ありがと……っ、あっ！』

　リリーがパンを掴み損ね、落ちたパンは卓にぶつかって、そのまま床へと転がっていく。

『ご、ごめんなさい！　ごめんなさいっ!!』

　次の瞬間、リリーが大粒の涙を流しながら憐あわれなほど詫わびを繰り返す。彼女の突然の行動に驚き、俺は即座に反応できずに固まった。

『リリーちゃん、そんなに泣かなくていいんッスよ。ほら、パンはまだ山ほどあるんッスから』

　固まる俺の横で、バイアスがリリーのやわらかな亜麻色の髪をポンポンッとなでて慰める。

『バイアスさん……』

　リリーがすがるような目でバイアスを見上げるのが、無性に腹立たしく感じた。

　リリーは俺に対し、怯えたような態度を見せる。なのに、なぜバイアスにはそんな目を向けるのだ？

『それより、このシチューはほっぺたが落っこちるうまさッス。リリーちゃんも食べてみるといいッス。ほら』

『え？　……あ』

　バイアスが匙さじにすくったシチューを差し出せば、リリーはわずかな戸惑いを見せつつ、差し出されるままパクッ！と口にした。

『……ほんとだ、すごくおいしい』

　コクンと飲み下したリリーが、へにゃりとかわいらしく微笑んだ。目にした瞬間、胸にバイアスへの殺意が芽生えたことは誰にも言うまい。

『いっぱい食べるといいッス』

　バイアスはその後も、新しいパンにバターを塗って食べさせてやったり、飲み物を注いでやったり、甲か斐い甲が斐いしくリリーの世話を焼いた。リリーは照れた様子ながら、バイアスから差し出されるあれこれをうれしそうに口に運んでいた。

　その間、俺と彼女の目線が合うことは一度もなかった。それは単なる偶然ではない。リリーが意図的に俺の方に視線を向けるのを避けているように感じた。

　そうして食事が終わり、リリーが新しくつけた養育係のクレアに伴われて退室しかけ、扉の前でピタリと足を止めた。

『リリー、どうかしたか？』

　小さな背中に問えば、リリーがギシギシと軋きしむような動きで俺を振り返る。

『……パパ、まだ怒ってる？　さっきのは、わざとじゃなかったの。せっかくパパが取ってくれたのに、……ごめんなさい』

　リリーが消え入りそうな声で告げた再びの謝罪と悲痛にゆがんだ表情に、胸がツキリと痛む。

『俺は怒ってなどいない。リリーがわざと落としたのではないことも、ちゃんとわかっている』

　俺の言葉にリリーはホッと安あん堵どを滲ませた。

『さぁ。今日はもうクレアと寝室に下がって寝る準備をしなさい』

『はい、パパ。おやすみなさい』

『ああ、おやすみ』

　リリーはどこかぎこちなく答え、そそくさと食堂を後にした。




　――回想から意識が今へと戻る。

「……どうにもリリーが俺よりもお前に懐いているような気がしてな」

「それ、たぶん気のせいじゃないッスよ」

　あっさりと返されて、内心でやるせない思いに押しつぶされそうになる。

「やはりそう思うか？」

「あきらかにリリーちゃん、団長のこと怖がって……いや、怖がっているというよりは、嫌われないように必死って感じッス。察するに、新当主である団長の機嫌を損ねて、罰せられるのを怖がってるんじゃないッスかね。前は結構ひどい扱いを受けてたようですし……」

　帳簿の確認のほか、使用人への聞き取り調査にも同席し、リリーのかつての境遇を知るバイアスが重い口調で口にした。

「たったの五歳で人の顔色をうかがって怯えるなど……。リリーはあの屋敷で、どれほど虐げられた暮らしを送っていたのだ」

　リリーが初日にこぼした『殺さないで』という言葉も、俺の胸に重く影を落としていた。日々の怯えが彼女の夢まで侵略し、件くだんの台詞を言わせたのだろう。

　想像すればいじらしくて、痛ましくて、握りしめた拳には自ずと力がこもった。

「なぁバイアス、俺は娘のリリーを責任を持って育てると決めたが、あの子の本当の父親は兄だ。亡き兄に取って代わる気もない。……だが、本当の父親にはなれなくとも、俺はリリーを誰よりも幸せにしてやりたいと思うんだ」

「団長。それってもう、立派な父親ッスよ」

　バイアスが常になく穏やかな瞳で告げたひと言に、ドンッと背中を押されたような心地がした。俺の胸が前向きな思いで満たされていた。

「……そうか」

「あ、そうそう。新米パパの団長に、俺からひとつアドバイスッス」

　バイアスが子供の扱いに長けているのには理由があった。

　実は、バイアスには十五も年の離れた弟がいる。

　バイアスの母親は俺の乳母だった女性だ。彼女が末の息子を産んだのは四十近くになってからで、高齢での出産だったこともあり産後の体調が思わしくなかった。

　そんな彼女に代わって、バイアスはおむつ替えから夜泣きの世話までやってのけたのだ。バイアスのアドバイスなら、聞いておいて損はない。

「ふむ、聞こう」

　さぞ有益なアドバイスが聞けるだろうと、若干前のめりになって耳を傾ける。

「団長の眉間の皺ッスけど」

「……眉間の皺？」

　思いがけない話の切り出しに、納得いかず反復する俺の眉間には、さらに深くギュッと皺が寄る。

「そうそう、それッス！　団長のその皺、かなり威圧感あるッス。俺はもう慣れっこッスけど、往来ですれ違った女子供がよくビビッてるッス。たぶんリリーちゃんも、相当怖いんじゃないかと思うッス～」

　……そうか。そうだったのか。俺の皺が婦女子にそうも恐れられていようとは知らなかった。

　初めて知らされた事実に、目からウロコが落ちる。

　一方で、三十二年間共に過ごしてきた乳兄弟のバイアスにあっけらかんと告げられて、ものすごく今さら感を覚えた。

　そういう大事なことは、リリーとの同居が決まってすぐに言えばいいだろうに……！

「そういうことはもっと早く言わんか！」

　俺が眉間を指で伸ばしながら声を大きくすると、バイアスはジトリと俺を見返して唇を尖とがらせる。

「せっかくアドバイスしたのにその態度はどうかと思うッス。それに三十二年物の眉間の皺は、今じゃすっかり団長の標準装備ッスからね。そもそも今さら皺が取れるか……って、わぁあっ!!　あぶなっ!?」

　すんでのところでシュイッと体をくねらせ、俺の拳をかわしたバイアスが不満を滲ませる。

「なに、しれっと人の腹に拳をめり込まそうとしてるんッスか!?　暴力は反対ッス！　暴力は！」

「おっとすまんな。お前の腹にハエが止まっていてな」

「ハエなんかいるわけないッスから！　って、俺の話ちゃんと聞いてるッスか!?」

　普段飄ひょう々ひょうとしたバイアスが息巻く姿を見て、ほんの少し溜りゅう飲いんが下がった俺は、やかましいバイアスを無視して今日の業務に取りかかった。業務中どんなに憤まんやるかたない案件にぶちあたっても、意識して眉間を平らに保つように心がけて。










第三章　パパとの生活はドキドキの連続




　リリーはふわふわと風に乗り、屋敷の上空を漂っていた。

（……ここって、うちのお屋敷だよね？）

　空を飛んでいるのもさることながら、それ以上に眼下に広がる様相に不思議な違和感を覚えていた。

　たしかに、建物の形も庭の木々や東屋なんかの配置も、全部よく知っているリリーの屋敷なのだ。それなのに、なにかが違う気がした。

　その時、屋敷の中からひとりの少女が庭に飛び出してくる。

　空からは、その子の顔まではよく見えない。けれど、その子はリリーとよく似た背格好をして、これまたそっくりな亜麻色の髪をふわふわと肩で揺らしていた。

　すると、少女を目がけて木陰から飛び出してくる影があった。

（ん？　……わぁっ、黒いネコちゃんだ！）

　飛び出してきたのは漆黒の短毛が艶やかで美しい大きなネコ。黒いそのネコは、一直線に少女に走り寄る。

　きっと、少女のペットなのだろう。気づいた少女は、駆けてくる黒ネコに向かって両手を広げる。

　そうして今まさに、黒ネコが少女の胸に飛び込もうとしたその瞬間――。

　――パチンッ!!

　電気がショートするみたいな音と共に、眼下の景色が白い靄に包まれた。

（なんだろう？　もやもやになっちゃった……あ！　また見えてきた！）

　そして靄がスーッと消えた後――。

　なぜか少女は腕に、さっきの黒ネコではなく毛足の長い白ネコを抱いていた。

「なんでーっ!?」

　叫びながら、リリーは抗うことのできない強い力に引っ張られるように、眼下の景色から遠ざかっていった。




◇　◇　◇




　何事か叫びながら、リリーはカッと目を開いた。

（あれ？　ここ、わたしのベッド？　さっきまで、なにか夢を見てた気がするけど……。う～ん、思い出せないや）

　寝起きでちょっぴりボーッとしたまま周囲に視線を巡らせたら、窓から爽やかな朝の日差しが注いでいた。

「わぁっ！　とってもいいお天気！」

　お日様に誘われるように、ピョンッとベッドを飛び出した。

　さっそくネグリジェを脱ぎ、ポイッと放って、クローゼットに向かう。そうして中から綺麗に洗濯されたワンピースを取り出して、勢いよくかぶる。

「よしっ！　今日も一日、いい子でがんばるぞー！」

　エイエイオー！と気合を入れると、さっそくアルベルトに朝の挨拶をするべく、子供部屋から駆けだした。




　その日の夕方。

　リリーは居間のソファに腰掛けて、チラリ、チラリと壁掛け時計を気にしていた。ついでに耳は、玄関に全集中。

（そろそろかな？　うん、きっとそろそろ……）

　――カタン。

（パパが帰ってきた！）

　玄関の方から上がった小さな物音を聞きつけると、リリーはソファからピョンッと跳び下りて駆けだした。

　――テテテテテッ！

　玄関でアルベルトの帰宅を待ち構えていれば、駆けつけるまでもなくお出迎えができるのだけど、最初の日にほかならぬアルベルト自身にＮＧを出されてしまっていた。

　なので、次のお出迎えからリリーは、短い足で居間から玄関までダッシュしているというわけだ。

　たどり着いた玄関で、アルベルトはちょうど羽織っていた外がい套とうをはずしているところだった。

「おかえりなさい！」

「ああ。ただいま、リリー」

（よかった。間に合った！）

　リリーの狙いは、なにを隠そうあの外套。あれを部屋にかけてくる役がしたかった。

　彼女はこの一週間、いい子でいようとあくせくお手伝いに奮闘していた。

　だけどいかんせん、失敗の連続。手伝おうとする意気込みと、五歳の体力が噛かみ合わず、見事に空回りしていたのだ。

　このままじゃ、いい子になるどころか、ますます嫌われちゃう！と焦り、今日こそお手伝いを完遂すべく意気込んでいた。

「パパ、今日もお勤めご苦労さま！　……あ、外套はわたしにちょうだい！」

　フンッと鼻息を荒くして、最後の一歩を詰め、アルベルトの前に飛び出す。

　そうして両手を伸ばし、家令のジェームズが受け取るよりもひと足先にアルベルトの外套を奪うように取る。ちなみに、以前の家令は横領が発覚し、すでに失脚させられている。このジェームズは、新当主となったアルベルトが連れてきた人だ。

（ヴッ!?　重いっ!!）

　アルベルトがいつもサラリと羽織っていたためわからなかったが、長身の彼の外套はドッシリと重かった。

　リリーはその重量に驚きつつ、間違っても落としたりしないよう、両腕に深く抱えなおした。

（よいしょっ！　思ってたより重たいけど、なんとかなりそう）

「パパのお部屋にかけてくるね！」

　アルベルトの部屋は二階の奥だ。

「いや、リリー。外套は――」

「大丈夫、わたしに任せて！　……うんしょっ！」

　アルベルトが少し困ったように口を開きかけるが、リリーはくるんと背中を向けて階段ホールへ駆けだした。

　ところが、階段の一段目を上ろうとしたところで、踏み出した足がなにかを踏んずけた。

　えっ!?と思った時には、リリーはズルッとすべりスッテンコロリと転がっていた。

　子供というのは頭が重い。リリーも例に漏れず、後頭部を床に強打しかけ――。

「リリー!!」

　――ガバッ。

　タッチの差で駆けてきたアルベルトに抱きかかえられ、事なきを得た。

「大丈夫か!?」

「……パパ」

　反射的に閉じていたまぶたをゆっくりと開けば、リリーを覗き込むグリーンの瞳とぶつかった。その瞳のあまりの鮮やかさに息をのむ。

　だけど、両目の上……アルベルトの眉間にクッキリと刻まれた皺に気づき、意図せずリリーの口から「ヒッ！」と悲鳴が漏れた。

　出会ったばかりの頃より少し薄くなっているような気がするアルベルトの眉間の皺。だけどその皺が、今は過去最大級に深く刻まれていた。

（……怒ってる。すっごく怒ってるよっ!!）

　さらに、反射的にアルベルトから目線を下げたことで、リリーが踏みつけた物の正体がアルベルトの外套の裾だったことも知れる。

（わぁっ!?　しっかり持っていたつもりだったけど、垂れ下がっちゃってたんだっ）

「ごめんなさい！　……パパの外套を踏んずけちゃってごめんなさいっ！」

　リリーは青くなって、アルベルトの腕の中から弾かれたように起き上がり、涙目で謝る。

「そうではない！」

「え……？」

「外套などどうでもいい！　痛いところはないか？」

「う、うん。大丈夫」

　ものすごい勢いで問われ、リリーはタジタジで答えた。アルベルトに守ってもらったのだから、怪け我がなどあろうはずもなかった。

「そうか、よかった」

　アルベルトはホゥッと大きくひと息ついて、眉間の皺を薄くした。心持ち、口角も上がっているような気がした。

「それからリリー、何度も言っているが、俺の迎えにわざわざ玄関まで出てこなくてもいいんだぞ」

「ダメッ！　お見送りとお出迎えは、絶対したいの！」

　珍しく強い自己主張をしてみせるリリーに、アルベルトは意外そうな目を向ける。

　リリーはそれに、はにかんだような表情で口を開いた。

「だってパパは、みんなのためにがんばってくれてるから……っ」

「俺が、がんばっている……？」

　アルベルトは、リリーの言葉足らずな回答に首をひねった。

「うんっ！　毎日こんなにパパが忙しいのは、戦争にならないように、いろんな国の様子を調べたり、偉い人とお話ししたりしてるからだって教えてもらったの」

　現在、ユーベルグルク王国は平和を謳おう歌かしており、リリーにとって戦争は遠い世界の出来事だ。だが、リリーが生まれるのが十五年早かったら、国は隣国との戦争の真っただ中。リリーはアルベルトに殺されるうんぬんの前に、戦争で死んでいたかもしれないのだ。

　そして今の平和は、前任の騎士団長に代わって就任したアルベルトが、その腕で築き上げ、維持している。リリーはこれを、新任の養育係から聞かされて知った。

「だからね、毎日がんばってくれてるパパに『いってらっしゃい』と『おかえりなさい』を絶対に言いたいの！」

「リリー……！」

　耳にした瞬間、感極まったアルベルトが、リリーをムギュッと懐に抱きしめた。

（わっ、なにっ!?）

　苦しさにリリーの口から「グェッ」とカエルみたいな声が漏れるが、アルベルトの腕は一向に緩まない。

　いよいよ頭に酸素が回らなくなってきて、リリーはぼんやりとした意識の中で『あぁ、わたし、絞め殺されちゃう運命だったのね』と理解する。

「ん!?　す、すまん！」

　異変に気づいたアルベルトが、弾かれたようにリリーから手を離す。同時に、リリーの肺に一気に酸素が流れ込んでくる。

「大丈夫か、リリー!?」

　荒い呼吸を繰り返すリリーを、アルベルトがひどく焦った様子で覗き込んでいた。

　近隣諸国も恐れおののくユーベルグルク王国騎士団の氷の騎士団長が取り乱した姿など、そうそう見られるものではない。呼吸を取り戻したリリーは少し戸惑いつつ、新鮮な驚きをもって眺めていた。

（パパでもこんな顔をするんだ……って、今は違くて！　こんなふうに失敗ばかりじゃ、わたし、いつかパパに嫌われちゃうよ！）

　今回はなんとか絞め殺されずに済んだが、この一週間リリーは失敗の連続なのだ。

　気を取りなおしたリリーは、ガバッとアルベルトを仰ぎ見て、勢い込んで告げる。

「パ、パパ。わたしは平気！　……それより、お夕食にわたしが作るのをお手伝いしたミートボールがあるの！」

　リリーは小さな拳を握りしめ、挽回に燃えていた。

「ほう、そうか。それはぜひ、いただくとしよう」

「うんっ！」

　アルベルトはリリーをヒョイッと片腕に抱っこすると、反対の手で外套を掴み上げ、ここまで静かにふたりのやり取りを見つめていたジェームズに手渡す。

「……あ。ジェームズ、結局お任せしちゃってごめんね」

　それを目にしたリリーは小さく肩を縮め、ジェームズに謝った。

「どうかお気になさらず。リリーお嬢様の『お手伝いしよう』というそのお気持ちが、大変うれしゅうございます」

「うん、ジェームズ……」

　好こう々こう爺や然とした笑みを浮かべるジェームズに、リリーはにっこりと微笑んでうなずく。

　その直後、いまだリリーから『にっこり』されたことのないアルベルトが、嫉妬心もあらわにジェームズに絶対零度の冷気を放つ。ジェームズ万事休すか!?と思いきや、敏腕家令は特段怯むこともなく、慣れた様子で冷気を受け流した。

（なんだろ？　今、うしろがヒヤッとした気がしたけど……。気のせいかな？）

　リリーは首をかしげつつ、アルベルトの腕に抱かれて食堂に移動した。




　リリーとアルベルト、ふたりで囲む夕食の席。アルベルトは普段の食事では給仕を置かずに、自由に食事を楽しむ。

　そんな侯爵家の食堂のテーブルは大きくて、対面で座ると結構遠い。なので、ふたりは早々に隣同士に椅子を並べて食べるようになったのだが、その椅子同士がとにかく近い。

　リリーがポロッと料理をこぼせば、アルベルトが即座に拭き取り、口の端からタランと垂らせば、これまたアルベルトが即座にぬぐう。

（へへへっ。パパって優しいなぁ……って、ううん、ダメダメ！）

　粗相しないよう、リリーは毎食神経をすり減らしているというのに、手が小さく不器用なためポロリポロリとこぼしまくってしまう。

　三日前、スープ皿に肘をぶつけてアルベルトの膝にぶちまけた時には、人生の終わりを覚悟した。だけどアルベルトは『リリーは火傷やけどしなかったか？』と、逆に平謝りする彼女を心配していた。

　あの時はたまたまアルベルトの虫の居所がよかったからなのか、なんなのか。理由はわからないが、危機は免れた。しかし、こんな失敗ばかり繰り返していたら、シナリオ通り死亡エンドにまっしぐら。

（絶対パパに嫌われるわけにはいかないんだから、しっかりいい子にしなくちゃ!!）

「これが、リリーが作ってくれたミートボールか」

　アルベルトは卓上に置かれた蓋付きのココットを見つめ、おもむろに蓋の突起をつまむ。

「うんっ、そうよ！」

　このミートボールは渾こん身しんの力をこめた一品だから、きっとアルベルトも気に入ってくれるはずだ。

「どれ」

　――パカッ。

　アルベルトがゆっくりと蓋を持ち上げていくのを、リリーはスローモーションのように見つめた。

　蓋が開ききった瞬間、リリーの目からドバッと涙があふれ出て、滝みたいに頬を伝った。

（なんで？　どうして!?　あんなに一生懸命こねこねして肉団子にしたのに、なんで!?　肉団子、どこいっちゃったの!?）

　この国のミートボールは、肉団子をスープで煮込んだ料理だ。だが、ココット皿にはボロボロとした挽ひき肉の混ぜ物がのっかっていた。

　なにかの見間違いを疑い、リリーは慌てて自分の前に置かれたココットの蓋を開ける。

　――パカッ。

（あーっ!!）

　リリーのココットには、形のいい肉団子がひとつと、そしてアルベルトのと同じ挽き肉のボロボロがダブルでよそわれていた。

　一個だけ綺麗な形を保っているこの肉団子は、間違いない！　これは、気のいいシェフが、見本として最初に作ってくれた肉団子だ！

　となれば、必然的にこのボロボロがリリー作の元お団子……。

　しっかり捏ねてお団子にしていたが、幼女の手ではどうしても形成が緩くなってしまったらしい。煮込む途中で形が崩れ、ボロボロになってしまったようだ。

「……パパッ！　やっぱりダメ！　それはわたしが食べるから、シェフが作ってくれたこっちと交換してっ！」

「なぜだ？　俺はリリーが作ってくれたこっちを食べたい」

「だって、それボロボロで……あっ！」

　言うが早いか、アルベルトは匙でボロボロになった挽き肉をひとすくいして頬張った。

　アルベルトの行動にビックリして、リリーの涙がピタッと止まる。そのまま、リリーはパチパチと目を瞬いて、もぐもぐと噛みしめるアルベルトを見つめた。

「おっ、うまいな。スープがよく染み込んでいる」

　それは当然のこと。挽き肉のそぼろ状なのだ。染み込むまでもなく、スープとよくなじんでいるだろう。

「味、濃くない？」

「ああ。今日は日中、騎士団の剣けん戟げき訓練に顔を出して指導で汗をかいたからな。少し濃いめのが食べたい気分だった。それに、こうしてパンにつけて食べるとなおうまい」

　アルベルトの言葉に、怖さや怯えとは別の感情で、目頭がジンッと新たな熱を持った。リリーはササッと手の甲で目もとをぬぐい、アルベルトに少し照れた笑顔で告げる。

「パパ、ありがとう」

　リリーから、これまでの引きつったそれとは違うかわいらしい笑顔を向けられて、アルベルトがハッとしたように目を見張る。

　同時に、小さな手で一生懸命料理を作ってくれた彼女がいじらしくてたまらないといった様子で、匙を置いて手を伸ばしていた。

「なに、リリーのミートボールは最高にうまい。礼を言うのは俺の方だ」

　大きな手がポンッとリリーの頭に置かれ、優しく前後に往復する。

（……いつかパパが、わたしを嫌いになっちゃうのは悲しいな）

　リリーは一週間前よりもぎこちなさがなくなったナデナデに目を細くして、無意識のままアルベルトに頭を寄せた。

　リリーは目下、死亡エンド回避のためにいい子になろうとがんばっている。だけど、そのことを別にしても、アルベルトには好かれていたいと、そんなふうに思い始めていた――。










第四章　真っ白にゃんこ（？）が現れた




　リリーがアルベルトと暮らし始めて十日が経った。

　同じ日数、リリーとアルベルトは同じ食卓を囲み、朝夕と一緒にご飯を食べている。

「今日の朝ご飯もすっごくおいしかった！　ごちそうさまでした！」

「まぁ、リリーお嬢様。残さずに食べて、お利口さんですこと」

　脇で控えていた養育係のクレアが、からっぽになったリリーのお皿を見て満面の笑みを浮かべた。クレアは白髪が交じった髪を上品に結った初老の婦人で、なんとアルベルトが幼少の頃に養育係を務めていたというから驚きだ。

　結婚し、子育てにも一段落ついたクレアにアルベルトが頼み込み、やっと口説き落としてくれたらしいというのを、リリーはクレア本人から聞かされていた。

　そしてリリーはひと目会った瞬間から、優しくて穏やかなクレアが大好きになった。

「えへへっ」

（おいしいご飯を残さず食べるだけで褒められるなんて、なんだかちょっと不思議な感じ）

　とはいえ、最初の頃のリリーは胃も小さくて、全然量が食べられなかったのだ。

（ご飯はおいしいし、新しい養育係のクレアはとっても優しいし、なんでかパパまでわたしにすごくよくしてくれる。こんなのって、幸せすぎちゃう）

　リリーは満足そうな様子で、なにげなく視線を巡らせる。そうして隣に座るアルベルトを認めた瞬間、恐怖に縮み上がった。

（ヒッ!!　パパの眉間の皺がすごいことになってる！）

　ひと足先に朝食を終えたアルベルトは、コーヒー片手に新聞を読んでいたのだが、その形相はおよそ食後の一服にはふさわしくない般若のよう。眉間の皺に関していえば、いつもの五割増しだ。あまりの恐ろしさに、リリーは涙目になった。

「ん？」

　異変に気づいたアルベルトが新聞から顔を上げ、射殺しそうな鋭い眼差しをリリーに向ける。

（ヒィッ！）

　ビクンと体が跳ね、その衝撃でリリーの目からポロリと涙がこぼれた。

　……そうなのだ。リリーにとってもよくしてくれるアルベルトだが、悲しいかなその顔面はちっともよろしくない代物なのだ。

「どうした、リリー!?」

　涙を目にしたアルベルトは驚いた様子で新聞を投げ出し、リリーの両肩を掴んで覗き込む。

「な、なんでもない！」

「リリー？　なんでもないはずないだろう。かわいそうに、泣いているじゃないか。パパに理由を話してごらん」

　リリーは慌てて答えるが、アルベルトは引き下がらない。真っ直ぐにリリーを見つめ、彼女の言葉を待っていた。

「ほんとになんでもなくて……ただ、なんだかパパが怖いお顔をしてたから。それで、なにかなって……ごめんなさい！」

　リリーは困り果て、あわあわと口にした。

（ひぃーんっ。『怖い』なんて言って、嫌われちゃうかな……）

　――ぽふっ、ぽふっ。

（え？）

　うつむいて後悔に唇を噛みしめていたら、頭にそっと手のひらをのせられて、おそるおそる見上げる。

「新聞記事で気になるところがあり、集中してしまった。怖がらせて、すまなかった」

　アルベルトは必死に表情を普段の強面レベルに戻し、ちょっとぎこちない手つきでリリーの髪をなでながら詫びた。

「ううん！　いいの！　集中してたのに、ごめんね」

　アルベルトが怒っていないとわかり、リリーはホッとひと安心で、へにゃりと笑ってみせた。

（でも、これからは気をつけなくちゃ！　ヘンなことを言って、パパに嫌われちゃったら大変だもん）

　内心で決意を新たにしたリリーは、さっそく〝朝の任務〟に取りかかるべく、ピョンッと椅子から跳び下りる。

「リリー？」

「パパ、わたし、先に行ってお靴の用意をしてくるね！」

「おい、――」

　リリーは元気に宣言し、アルベルトが止めるよりひと足早く、くるんと背中を向けて走りだした。




　リリーは食堂を出ると、一目散に玄関に向かう。ユーベルグルク王国では家の中でも靴を履いて生活しているが、アルベルトは通勤前に玄関で専用のブーツに履き替えるのを習慣にしていた。

　そのブーツを靴棚から出し、さらに乾燥剤を取り出して、綺麗に並べておくのが〝朝の任務〟だ。これは、外套をかけてくる役を断念したリリーが、新たに見つけたお手伝いだった。

　玄関に着くと、リリーはさっそく靴棚の中からアルベルトのブーツを取り出す。

「よいしょっ！」

　アルベルトの長い足に合わせ、革のブーツだって結構な長さがある。リリーはブーツに手を突っ込んで、中に入れてある乾燥剤を引っ張り出そうとする。

「……うーん、もうちょっと奥。爪先の方に……よしっ、取れたっ！」

　短い腕でやっとこさ掴み出した乾燥剤をポイッと放ると、今度はもう片方のブーツに手を突っ込む。

「……うーん。こっちもあと、ちょっと……取れたーっ！」

　こちらも中の乾燥剤を引っ張り出し、ポイッと放る。

「よーし、できた！」

　二足をピッチリと玄関の真ん中に並べて置くと、リリーは靴ベラを握りしめてニコニコでアルベルトを待った。

　すると、いくらもせずに身支度を終えたアルベルトが廊下の向こうから玄関にやって来る。

「パパ、気をつけて行ってきてね！」

　リリーは靴ベラを手渡しながら、元気に声をかけた。

「……リリー、また放りっぱなしになっているぞ」

「え？」

　アルベルトが視線を向ける先を追う。

「あーっ！」

　まさか、ふたつの乾燥剤が無造作に投げ捨てられているではないか。リリーは、ピョーンと跳ねるようにして、大慌てで乾燥剤を回収した。

「やりっぱなしにして、ごめんなさい」

　乾燥剤をうしろに隠しながら、しょんぼりと肩を落として謝る。

　実は、リリーが乾燥剤を放りっぱなしにしたのは、これが初めてではない。というより、連日の常習犯だったりする。

　気をつけなくちゃと思っているのに、リリーの注意力はとっても散漫。取り出したことに満足して、回収するのを忘れちゃうのだ。

「なに、うっかりは誰にもある。靴の用意をありがとう」

　アルベルトは落ち込むリリーの肩をポンッと叩き、こんなふうに口にした。

「うん、今度から気をつけるね。いってらっしゃい！」

　リリーはクシャリと苦笑いで、アルベルトを見送る。

（次こそちゃんと片づけるぞ！）

　アルベルトの背中が扉の向こうに消えると、リリーは手の中の乾燥剤を握りしめ、心の中で叫んだ。
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　アルベルトを見送ったリリーは、午前中の時間をクレアと一緒に手遊びをして過ごした。

「あぁ、楽しかった～。でも、今日は途中でちょこっと間違えちゃった～」

　クレアは手遊び歌に数字や季節ごとのイベント、社会のルールなどを上手に織り込んで、遊びの中でもしっかりとリリーに学びを促していく。リリーはクレアの歌に合わせて手や指、時にはダイナミックに全身を動かして遊びながら、着実に社会性を身につけていた。

「あらあら。これだけ動けたら上出来です。ここだけの話、リリーお嬢様はアルベルト様が五歳の時よりも、リズム感に優れておいでですわ」

「ほんとに!?」

　クレアがコソッとささやくと、リリーはパァッと表情を明るくした。

「えぇ、本当ですわ。ただし、この件はどうか私とリリーお嬢様だけの秘密でお願いいたします」

　クレアはリリーに対しそれ以上を語らなかったが、内心ではリリーの能力の高さに舌を巻いていた。育児放棄に近い状態にあったリリーは、貴族子女なら二、三歳頃から行われるのが一般的な幼児教育をほとんど受けていなかった。

　しかし、リリーはそんなスタートの遅れなど物ともせず、乾いた大地が水を吸うようにどんどん新しい知識を吸収し、この短期間で目覚ましいほどの急成長を遂げていた。これまで幾人かの養育に携わってきたクレアだったが、こんなに利発な子は初めてだった。

「うんっ、わかった！」

　リリーは人さし指をちょこんと唇にあてると、『内緒ね』のポーズを作ってうなずいた。
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　それからリリーは、クレアと一緒にお昼ご飯を食べて、ちょこっとだけお昼寝した。その後は、少し外の空気が吸いたくなって、散歩をしに庭に出た。

「お嬢様、本当におひとりで大丈夫ですか？」

「うんっ！　お庭だけだから、ひとりで平気！」

「さようですか。なにかあれば、お声がけくださいね」

「はーい！」

　リリーはひとり、ご機嫌で歩きだす。

「るんるんるるーん♪」

　整えられた庭を進んでいたら、ふと、木と木の間に七色のちっちゃな橋がかかっているのを見つけた。

「あれ、なあに!?」

　目にした瞬間、リリーはウキウキで七色の橋に向かって一直線に駆けだした。

「あ！　グリッグス！」

　リリーが木々の間を縫って少し開けた場所に出ると、庭師のグリッグスがホースで水まきをしていた。

「おやおや、これはお嬢様。お散歩ですか？」

　リリーに呼びかけられたグリッグスが、高く掲げていたホースを下げながら振り返った。すると、一瞬で七色の橋が消える。

　目にしたリリーは、信じられない思いでグリッグスを見仰いだ。

「う、うん。水まきご苦労さま。ねぇグリッグス、さっきのすごく綺麗だった！　お空にお絵かきできちゃうなんて、グリッグスも魔力を持ってたのね！」

　リリーのかわいらしい勘違いに、グリッグスは目尻に小さく皺を寄せ、頬を緩めた。

「はははっ。そうだったらよかったのですが、残念ながら私に魔力はありません。これは、水と太陽の光が見せてくれる『虹』という自然現象です」

「……にじ？」

「こうすると、虹がもっとはっきり見えますよ。ほら」

　グリッグスは太陽に背中を向けて、ホースの出口をつぶしながら水を高くまき上げる。

「わぁ！」

　さっきよりもクッキリとした大きな七色のアーチが現れて、リリーは感嘆の声をあげた。

「初めて見たけど、虹ってとっても綺麗なんだね！　なんだか夢みたい！」

「ええ、本当に。……お嬢様、先ほどは自然現象と申しましたが、やはり虹には人智を超えたなにかが作用しているのかもしれませんね。だからこんなにも美しく、人々を感動させるのかもしれません」

　リリーの言葉に目を細め、グリッグスはこんなふうに口にした。

「うん！　きっとそうだね！」

　グリッグスは、そのまましばらくリリーに虹を見せてくれた。

「では、私はもう少し奥の方に水をまきに行きますので、これで失礼します」

「うん！　ありがとうね、グリッグス！」

　グリッグスにお礼を告げ、リリーはスキップし始めた。

（へへへっ、虹ってこんなに綺麗なんだ～。今度、パパにも見せてあげたいな）

「お嬢様」

　外の通りに面する生け垣に差しかかったところで、向こう側から猫なで声で呼びかけられた。

（聞き覚えのある声だけど、誰だっけ？）

　生け垣沿いに視線を移動させていくと、十日前までリリーの養育係を務めていたイライザが立っていた。目にした瞬間、眉がへにゃりと垂れ、るんるんだった心がしょぼんとしぼむ。

　手招きされたので、仕方なく重い足取りでイライザのもとに向かう。

「イライザ、どうかしたの？」

　イライザが立っている場所は、生け垣に小さなアーチ状のくりぬきができており、かつては使用人たちが屋敷と外のショートカットに使っていた。

　中でもイライザは、この秘密の出入り口を最も活用していたひとり。職務を投げ出しては、よくここを通って外に遊びに行っていたものだ。

「お久しぶりでございます、お嬢様！　お会いしたかったですわ！」

　当然リリーは、これっぽっちも会いたくなんてなかった。

「わたしになにか用事？」

　リリーは口もとを引きつらせながら、なんとか尋ねた。

「実は、今日はお嬢様に少々お願いがございまして！」

　――ぷっちん。

　あまりに図々しい台詞を耳にした瞬間、リリーの脳内でなにかが切れる音がした。

（え？　今、頭の中でした音って、なんだろう……？）

　不思議に思っていたら、リリーの胸にいつもの自分じゃないような、真っ黒けっけな感情が湧いてきた。そうして、ぶわっと膨らんだ感情は、見る間にリリーをのみ込んだ。

　直後に一陣の風が吹く。風は、イライザが肩にかけていたストールを巻き上げた。イライザは慌ててリリーから視線を逸らし、両手でさらわれる直前のストールを掴んだ。

「……これまでさんざん『気味の悪い小娘』呼ばわりして邪魔にしてきたのに、今さらわたしにお願い？　……は？　なにそれ？　恥ずかしげもなく、よく言えたもんだよね」

　絶対零度の冷気を放ちながら、真っ黒けっけなオーラを漂わせたリリーが、ブツブツと口内でつぶやく。その姿は、さながらアルベルトのミニチュア版。……義理ではあるが、アルベルトの特性が着実に娘のリリーに引き継がれているのが立証された瞬間だった。

　イライザがストールを手にリリーに向きなおるのと同時に、リリーの周囲にとぐろを巻いていた真っ黒けっけと冷気が鎮まる。

（あれぇ……？　なに、今の？　頭の中で『ぷっちん』って音がした後、なんか一瞬だけ記憶がなかったかも。……うーん、ヘンなの）

　リリーは、不思議そうに首をひねった。

「お、お嬢様!?　どうかなさいました？　どうやらお顔の色が優れないようですが、もしかして熱でも？」

　真っ黒けっけなオーラと冷気がなくなっても、リリーがまき散らしたただならぬ空気感は健在だ。イライザは動揺しまくりで、リリーのおでこに向かって手を伸ばす。

「へ、平気！」

　リリーは直前でビクンとのけぞって、イライザの手をかわした。

　なんとか触られずに済んだけど、彼女の手が近づいただけでリリーの全身が粟あわ立だっていた。

「ええっと、それで？　さっきのお願いってなあに？」

　イライザは気を取りなおし、真剣そのものの表情で語りだす。

「私、今は自治会の仕事をしているのですが、そこで大きなトラブルが発生してしまったんです。このままでは、周辺住民が大変なことに……。そこで、お嬢様のお力をお借りできないかと」

　自治会の仕事といえば、雑用が多く大変なのでなかなか働き手が見つからないと、前に大人たちが話していた。

（そっか。前はサボってばっかりだったけど、今はそんな大変なところで、ちゃんとがんばってるんだ）

　リリーはイライザの話に耳を傾けながら、彼女が今は心を入れ替え、新しい職場で真面目に働いていることをうれしく思った。

「これは魔力を持ったお嬢様にしかできないこと。お嬢様には至急、地下の貯水槽から水を抜いていただきたいのです！」

　イライザが両手を胸もとで組み、鬼気迫る表情で告げた。

「水を抜くの？」

「はい！　この周辺では、地下水をいったん自治会が管理する貯水槽に受けてそれを各屋敷に給水しています。その貯水槽に今朝方不備が見つかって、一度、水をすべて抜いて点検する必要が出てまいりました」

「今、グリッグスが庭の水まきをしてたけど、お水ならいつも通りに出てたよ？」

「そ、それは、こちらのお屋敷では水道を何カ所も設置しておりますもの！　今回の不備は地下水の貯水槽の方ですから、水道の出は普段と変わりなくて当然です！　とにかく、貯水槽を管理する自治会も困り果てており、ここはぜひお嬢様に助けていただくしかないのです」

　なぜかイライザは、早口でまくし立てるように告げた。

　さらに、イライザは事の深刻さを強調する。

「当然ですが、抜水し点検が終わるまで地下水を使っている家庭は水が使えなくなります。とくに、ポンプですべての水を抜く作業には莫ばく大だいな時間を要します。住民らを助けるため、どうかお願いいたします！」

　イライザの必死な様相からは、事の深刻さがひしひしと伝わってきた。なにより、この一件で困るのは住民のみんなだ。

　みんなのための『お願い』を、放ってはおけない。

「わかった！　わたしが水を抜いてあげる！」

「さすがですわ！　やはり、お嬢様にお願いして大正解でしたわ！」

　イライザは、やたらキラキラしい目でリリーを称賛した。彼女に褒められても、リリーはなんでか素直に喜べなかった。

「では、さっそくお願いいたします！」

　ところが、イライザの求めに応じ水の魔粒子に呼びかけようとしたところで、リリーは突然、はたと思い出した。

「あーっっ！　わたし、また放りっぱなしにしてきちゃった!!　イライザ、ちょっとだけ待ってて！」

　ガバッと見下ろしたリリーの足には、お子様用の編み上げブーツ。

　靴をシューズからこのブーツに履き替えて出てきたはいいけれど、ひもを結ぶのに必死になるあまり、リリーはまたしてもポイッとした乾燥剤の回収を忘れていたのだ。

「ちょっ!?　お嬢様……！」

「大変なことを思い出したの！　これだけは、すぐやらなくっちゃ……！　お片づけしたら、すぐ戻るから！」

　イライザの制止もなんのその、玄関に放りっぱなしの乾燥剤目がけて猛ダッシュした。

（まだ誰にも見つかっていませんように――！）

　えっほ、えっほと息を切らして玄関にたどり着く。

　――キィイイイッ。

　引手を掴み、祈る思いで扉を開ける。

「あ、クレア」

「あら、お嬢様。お早いですこと。お散歩はもうよろしいのですか？」

　玄関先に立つクレアの手に握られた乾燥剤が、今まさに靴棚に戻されたのを目にし、リリーはガーンッと打ちひしがれた。

「ううん。途中だったんだけど……、それ、放りっぱなしにしてたのを思い出して戻ってきたの」

「あらあら。わざわざ戻らなくとも、このくらい私が片づけておきましたのに」

「……ううん。わたし、いつもそれを片づけるの忘れちゃってダメなの。靴棚に戻そうって思うのに、放りっぱなしにしちゃうんだ」

「お嬢様だけではありませんよ。私もうっかり物忘れしてしまうことが多くって、いつも反省しきりですもの。皆、そういうものでございますよ」

　クレアは、いつも完璧に身の回りを整えてしっかりしている。そんな彼女が口にした言葉は、少し予想外だった。

「えー？　クレアもそうなの!?」

「そうですとも。ですので、大事な頼まれごとなどは日頃からメモを取って、忘れぬよう対策しておりますわ」

　最近文字を覚えたばかりのリリーは、キラリと目を光らせた。覚えたての文字が使えるのは純粋にうれしいし、さらにメモを取る自分の姿を想像したら、一気にお姉さんになったような気がして、二重にうずうずした。

「メモかぁ！　それ、いいね！」

　リリーは大人のような口ぶりで、クレアのアイデアに賛同をしてみせた。ちょっとだけ背伸びした得意げな様子がなんともかわいらしく、思わずクレアの頬が緩んだ。

「クレア。申し訳ありませんが、手が離せないので手伝っていただけませんか」

　その時、廊下の奥からジェームズがクレアを呼んだ。

「はーい。かまいませんよ、なにを手伝いましょう？」

「裏口に自治会長が自治会費の集金に来ていますから、支払いをお願いします」

（え？　自治会長が来てるの？）

「今、伺いますね。……お嬢様、そういうことですので私は少しはずさせていただきますね」

「待って！　わたしも行く！」

　貯水槽を管理しているのは自治会だ。そこの会長が来ているのなら、ちょうどいい。

（ポンプで水を抜かなくて大丈夫って、教えておいてあげよう！）

　リリーはクレアと一緒に裏口に向かった。

　ふたりが行くと、首から回収袋をぶら下げた自治会長が、ズイッと明細表を差し出した。

「今月の自治会費は、こちらになります」

「ええっと、お待ちくださいね」

　クレアは明細表を見ると、家計費の入った財布を開けて、紙幣を数え始める。

「あら、嫌だ。少し足りないようで、すぐに奥から持ってまいりますわね」

　クレアはちょっと恥ずかしそうに告げ、足早に屋敷の奥に戻っていった。

「ねぇ、自治会長さん！　貯水槽の水だけど、ポンプで抜かなくて大丈夫よ！　これから、わたしが抜いてあげるから！」

「ん？　お嬢ちゃん、貯水槽の水を抜くとはなんのことだい？」

「え。今朝から貯水槽の調子が悪くって、水を抜いて検査しなくちゃって聞いたよ？」

「はて？　わしが午後、自治会館に顔を出した時には、そんな申し送りはなかったぞ」

　リリーの言葉に、自治会長は首をかしげた。

「え、そうなの!?」

「ああ。もしかしたら、新任の職員がちょっとした不備を見つけ、話を大きくしてしまったのかもしれんな。こいつがまたドジな奴なんですわ。わしに話がきていないということは、午前中のうちに奴の上官が解決したんだろう」

「そっかぁ！　新人さんが早とちりしちゃったのね！　よかった！」

　リリーは『ドジな～』の件を華麗にスルーし、大きなトラブルにならなくて済んだことに喜びをあらわにした。

「すみません。お待たせいたしました」

　そうこうしているうち、クレアが戻ってきて、自治会長に代金を手渡す。

「はい、ちょうどちょうだいしました。それじゃあな、お嬢ちゃん」

「うん！　バイバイ！」

　自治会長は、クレアから受け取った代金を回収袋にしまうと、足早に裏口を出ていった。

「お嬢様。私、財布を置いてまいりますね」

「あ、わたしはお庭に行ってくる！　おやつまでには戻ってくるね！」

（もう上官さんが解決してるよって、早くイライザに教えてあげなくちゃ！）

　周辺住民が困ると言って、あんなに必死に頼み込んできたのだ。解決したと知ったら、とても安心するだろう。

　リリーは再びダッシュで庭に戻った。

（……あれ？　いない）

　生け垣の前にイライザの姿はなかった。

「あ、もしかしてご近所の誰かから聞かされたのかな。それならそうと、言ってくれればいいのにね」

　とはいえ、イライザの身勝手な振る舞いは、今に始まったことではない。

（ま、仕方ないか）

　そう納得したリリーは、うーんとひとつ伸びをして、午後のお散歩を再開させた。




　翌日は雨だった。

　玄関先でアルベルトをお見送りしたリリーは、大急ぎで自分の部屋に駆け上がる。

（今日はパパの靴から取り出した乾燥剤、ちゃんと靴棚に戻したぞ～！　えっへん！）

　――キィイイ。

　部屋に着くと、一直線に窓に向かう。

　高台に位置する屋敷の二階の部屋の窓からは、馬で騎士団施設に向かうアルベルトの姿がよく見えた。アルベルトは外套をしっかりかぶり、水しぶきを跳ねさせながら、騎馬で進んでいた。

「水の魔粒子さん、騎士団施設に向かうパパの周りを避けて降ってほしいの」

　リリーが窓を開け放ち、所狭しとひしめき合う水の魔粒子のみんなに頼んだら、スイッと寄ってきた子が、ちょっと不満げに頬を膨らませた。

《えー？　それじゃ、オイラたちどこに行けばいいの？》

「そうね……あ！　厩うまやの給水器にお願い！　従者のおじちゃんが、何頭もいるから毎朝のくみ足しがひと苦労だって言ってたの。水が満タンになってたら、きっと喜ぶよ」

《チッ。お嬢ちゃんの頼みじゃ仕方ねえぜ》

　リリーが少し考えてから、ひらめいた様子で行き先を示すと、水の魔粒子はぶっきらぼうに答えた。

「ありがとう、水の魔粒子さん！　それじゃあ、お願いね！」

　水の魔粒子はひとつうなずいて、ほかの子たちを引き連れて厩に向かって飛び出した。

　同時に、アルベルトの周囲の雨足が弱まったのが見て取れた。

「水の魔粒子さんたち、ありがとう!!」

　リリーの声に応えるように、一度キラリと光ってから、水の魔粒子は雨空に溶け込んだ。

　アルベルトの姿が完全に見えなくなってから、リリーは窓を閉めた。窓辺から離れて室内に戻ろうと足を踏み出しかけると、ふと、視界の端を真っ白な毛玉みたいな物がかすめた。

（……ん？）

　慌てて窓に張りついて外を見下ろしたら、屋敷の中庭で白い毛むくじゃらが丸まっていた。

「あれ、ネコ？」

　樹木の下で体を丸めた長毛の毛むくじゃらは、ネコのようにも見えるが、いかんせんサイズがデカイ。きっと一メートル以上はある。もふもふした尻尾も入れれば、体長は二メートルを超えそうだ。

　ピクリともしないそのネコがどうにも気になって、リリーは首をかしげつつ早足で中庭に向かった。

　樹木の葉が雨避けとなって、幸いにもそのネコは濡れていなかった。しかし、体が弱っているからか美しい純白に艶はなく、長い毛足の体毛は全体的にペタンとしてボリュームがなかった。

「ネコちゃん？　大丈夫？」

《……》

　駆け寄って声をかけるが、ネコは反応しない。

　ひょっとして怪我でもしているのだろうかと、リリーは急に心配になった。

「ネコちゃん、どっか痛い？」

　状態を見ようと手を伸ばしながら、再び声をかける。

　リリーの手が首のうしろに触れる直前、ネコはパチッと目を開いて――。

《ネコネコ連呼しおってからに。わしゃぁ、ネコちゃうわい》

「あ、ネコちゃんがしゃべった」

《あほう。わしはネコではないと言うておろうが。小娘、何度言わせる気じゃ》

　ネコ……いや、ネコもどきは、そう言って不満げにペチコンッと地面に尻尾を打ちつけた。

「えー。それじゃ、なんて呼べばいいの？　名前を教えて？　それからわたしも小娘じゃなくて、リリーだよ」

《ふんっ、わしはベルベリヴァウンゼンじゃ》

「？　ええっと、べるべるばぁー……うん、《ベル》ね！　わかったわ!!」

　幼児の舌にはハードルが高すぎる難解な名前にリリーは早々に白旗を上げ、愛称で呼びかける。ベルはジトリと一いち瞥べつしたが、特段文句は言ってこなかった。

「ねぇベル、なんだかつらそうね。なにかわたしにしてあげられることってある？」

《……そのまま》

「え？」

《そのままなでてくれ》

　乞われるまま、伸ばした手を首のうしろにあてる。

「こ、こう？」

　おっかなびっくりなでてみたら、想像をはるかに超える感触がして、リリーの目が真ん丸になった。

（う、うっ、うわぁあ――っ！　なにこれ！　なにこれ!?）

　ベルの毛は極上の羽毛より、もっともーっとやわらか。びっしりと生え揃った毛はもふもふで、触れればふわっと包み込むような感触で沈み込む。

（この世のものとは思えな……って、そっか！　わたしとおしゃべりできるんだから、ベルは普通の動物じゃないし、そもそもこの世の生き物でもない！）

　魔力持ちのリリーは、これまで人以外の魔粒子たちとおしゃべりをしてきた。だけど彼らの姿はあくまでイメージで、こんなふうにハッキリとした姿形を持った生き物と話をするのはこれが初めてだ。

「……もしかして、魔粒子って生き物の姿になることもあるのかな？」

　リリーがポツリとつぶやいたひと言に、ベルは憤慨した様子で首を横に振る。

《馬鹿を言え。わしが魔粒子なわけがあるか。聖獣じゃ》

（聖獣？）

　初めて聞く単語にリリーは首をかしげるが、彼女が尋ねるより先にベルが話題を変えてしまう。

《ところで、そなたこの屋敷の娘か？　よく手入れが行き届いたよい屋敷に住んでおるの》

（聖獣ってなんだろう？　……ま、いっか）

「そうよ。ここはわたしのおうち。でもね、このお屋敷がピカピカになったのはパパが来てからなの」

　……そう。十日ほど前まで、屋敷は荒れ放題でひどいありさまだった。

　それをこの短期間で見事によみがえらせたのは、アルベルトが新しく雇った使用人のみんな。そのほとんどは、アルベルトが単身で住んでいた屋敷からそっくり連れてきた人たちだった。

「パパの周りって、みんなすごいんだ！　とっても優秀で、わたしにも優しい人たちばっかりなの！」

　リリーは聞かれてもいないのに、アルベルトが一新した使用人たちについて誇らしげに続けた。

（でも、パパの周りのみんながすごいのは、偶然じゃないような気がするな……）

　もしかするとそれは、アルベルト自身が優秀で、そして本当は優しいから。だから、周囲にも自然とそんな人たちが集まってくるのではないか。リリーはこの十日ほどでアルベルト自身について当初のただ怖いだけから、ちょこっとずつ考えを改め始めていた。

《ほう、そうじゃったか。ともあれ、これならば高貴な聖獣たるわしが住むにも不足なしじゃな。……お、そうじゃそうじゃ。一点、大事な確認を忘れておった。この屋敷では、なにか飼っておるか？》

「ペットって意味？　うちはなんにも飼って……あれ？」

　リリーは『飼っていない』と答えようとして、はたと思い出した。

（そういえばゲームでお屋敷のシーンになった時、リリーの足もとによく黒いネコみたいなのが描かれてたような……。あれって、リリーのペットじゃなかったのかな）

　どうにも気になって、黒ネコのことに意識を集中させていたら、いつぞやのように頭の中からぷしゅーっと煙が噴き出してくる。

　思考がパーンと弾ける前に、リリーは慌てて黒ネコを意識の外へとほっぽり出した。

（わぁあ、危ないっ！　考えすぎちゃうとわたしの頭、パンクしちゃうんだった）

　今回はギリギリでブラックアウトを回避できたが、気をつけなければならない。

《おい、どうしたんじゃ？　まさか、なにか飼っておるのか!?　わしはニャーだのワンだのと鳴く毛むくじゃらの生き物は好かんのじゃが》

　リリーは一瞬、自分も毛むくじゃらだよね？と思ったが、面倒なのでお口にチャックした。

「ううん。なんにも飼ってないよ」

　黒ネコのことは少し気になりつつも、実際この世界に転生したリリーはペットなんて飼っていない。かつての使用人に動物の世話を進んでするような殊勝な人間もいなかったし、屋敷周辺にネコが住み着いていたりもしない。

　きっと前世の百合は、画面越しにぬいぐるみかなにかが転がっているのを見て、生きたネコと勘違いしたのだろう。結局、リリーは黒ネコのことをこんなふうに納得した。

《そうか！　それならそうと早く言わんか。無駄に気を揉んだではないか。……よし。これでここに腰を据えられるわい》

「え？　ここに腰を据え……って、わたしがベルを飼うの？」

《当然じゃろう。そなたが定期的に魔力を補充せねば、わしはこの世界で野垂れ死にじゃ！》

（……魔力を補充？）

　コテンと首をかしげつつ、ふと、手の中のベルの毛がモフッとボリュームアップして艶やかになっているのに気づく。

「もしかして、ベルの毛がピカピカになったのって、わたしがなでたからだったりする？」

　いっぱいなでられてベルはすっかり満足したようで、リリーの手から離れるとグーッと大きく伸びをした。

《おお、そうじゃ。そなたの光魔力は、この世界にあってわしの唯一のエネルギー源じゃ》

「……光魔力？」

《なんじゃ。自覚しておらんのか？　そなたはこの世界にあってただひとりの光魔力の使い手じゃろうに》

　聞かされて、ゴクリと唾をのみ込む。

　この時、『むやみに魔力を使ってはいけない』というアルベルトの言葉がリリーの脳裏をよぎった。アルベルトは、みだりに魔力を使うのをよしとしない。混合魔力の闇魔力はその筆頭だが、ほかの魔力にしてもそう。

　だから、リリーはさっきの雨よけもアルベルトの前では行わず、わざわざ自室に戻ってやったのだ。

「うそ。たしか、光魔力も混合魔力の一種って聞いたよ!?」

　最初の日、バイアスは魔力の知識がまったくないリリーにかいつまんで説明をした。その中で、そんなことを言っていた。

《んー、まぁもんのすごーく大きくくくればそうとも言えるが》

（どうしよう……）

　リリーが見捨てれば、ベルは死んでしまう。だが、魔力を分け与えているのがアルベルトに知られたら、リリーが殺されてしまうかもしれない。

（殺されちゃうのは絶対に嫌。でも、ただ……本当にただ、ベルの頭をなでているだけなら、わたしが魔力を与えているって思われない……？）

　カラカラに渇いた喉に再びゴクリと唾をのみ下し、口を開く。

「ベル、あなたを飼ってほしいってパパにお願いしてあげるから、絶対守ってほしいことがあるの」

《なんじゃ～？》

　ベルの中では『リリーが飼う』はすでに決定事項となっているようで、すっかり艶を取り戻した毛皮の首あたりを前足でカリカリとかきながら気のない返事をした。

「わたし、なんとしてもパパに嫌われるわけにはいかないの！　それでね、パパはわたしが混合魔力を使うのを嫌がるの」

《ほぉ？》

「だからベルには、パパたちの前ではネコのふりをしてほしいの！」

《なっ!?　わしにネコの真ま似ねごとをしろと申すか！》

　ベルは空色の目をカッと見開いてリリーを仰ぎ見た。

「できないなら、わたし、あなたを飼えない！」

《なっ!?　……うむむむ。高貴なわしにネコのふりなど、果たしてできるじゃろうか》

　なんと言われようが、リリーだって命がけだ。とはいえ、ベルの見た目はまんまネコ――ちょっとばかしデカイけど。あまり問題はないように思えた。

「わたし以外の前でそんなふうにおしゃべりさえしなければ、きっと大丈夫じゃないかな」

《ん？　わしの言葉は、そなた以外には意味を持って聞こえんはずじゃぞ》

「え!?　そうなの!?　じゃあ、ベルの声ってみんなにはどんなふうに聞こえてるの？」

《……はて？　そう言われてみれば、自分では聞いたことがないからな》

　なんと！　ベル自身、自分の声がほかの人にどう聞こえているか知らないようだった。

　――カサッ。

　その時、樹木の向こう側からこちらにやって来る足音が聞こえた。

「あらあら、リリーお嬢様。こちらにいらしたのですか。お捜ししましたよ」

　ハッとして振り返ると、クレアがいた。どうやらリリーを捜してわざわざやって来てくれたようだった。

「ごめんね、クレア！　窓からこの子のことが見えて……」

「まぁまぁっ!?　なんて大きなネコ！」

《おい、ばあさん。わしはネコではないぞ》

　その時、ベルが不満げな声をあげ、クレアはそれに驚いたようにビクンッと肩を跳ねさせた。

「ク、クレア？　そんなに驚いてどうかした？」

「い、いえ。このネコがあまりにもしゃがれた声で、妙な鳴き方をするものですから少々驚いてしまって……」

「……ねぇクレア、それってどんな感じの鳴き声？」

「どんなって……そうですわね。《ゥオロミャーゴ》というような……」

（へーっ！　そうなんだ！）

　ベルの鳴き声は、みんなにはそんなふうに聞こえているらしい。

（それならちょっとヘンだけどギリギリセーフ！　ネコで十分押し通せるよ！）

　リリーは内心でガッツポーズした。

「って、嫌ですわ！　お嬢様だってお聞きになっておられますのに、私に鳴きまねなど……！　もう、恥ずかしいったら」

「ご、ごめん、クレア。この子があんまりヘンな鳴き声だから、もしかしてわたしの耳がヘン？って思っちゃったの」

「まぁ、そうですわね。その気持ちはわからないでもありませんわ。それにしたってこの声……もしかして、人間になにか悪さをされてこんな声になってしまったのでしょうか。かわいそうに……」

　意外にも、ベルのしゃがれ声がクレアの同情心を煽あおっていた。なにげにこれは、ベルを飼うのに、けっこうな追い風となりそうだ。

「ねぇクレア、わたし、この子を飼いたいの。ちゃんと自分でお世話もする。パパは許してくれるかな？」

「ええ。きっとダメとはおっしゃらないと思いますよ。お屋敷で飼っていただけるよう、私からも一緒にお願いをしましょう」

「わぁ、やったー！　パパはクレアに頼まれたら、絶対ダメだなんて言わないね！」

　実は、この屋敷の実権を裏で握っているのは、クレアだったりする。アルベルトといえど、かつての養育係にはなかなか強く出られないのだ。

《ほぅ、そうなのか。ばあさん、なかなかやるではないか》

　そんなこんなで、今日からベルがリリーのペット――アルベルトには事後承諾――になった。
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　その日、帰宅した俺を待っていたのはリリーとクレア――。

「おかえりなさいパパ！」

「おかえりなさいませ、アルベルト様」

《ゥオロミャーゴ（ほう、そなたがこの屋敷の主か。はっ、ほんの若造ではないか）》

　そして、真っ白なぶ厚い毛皮をまとったふてぶてしいネコ。

　……不可解だ。実に不可解だ。

　どっかりと玄関先で丸まったネコがあげたしゃがれた鳴き声。それがなぜか、小馬鹿にしているように聞こえたのは、果たして俺の被害妄想なのか……。

「ただいまリリー、クレア。ふたりで揃って出迎えとは珍しいな。まぁ、珍しいといえば、その見慣れぬ風体のネコもだな。それはどうしたのだ？」

　気を取りなおした俺は、ひとまずふてぶてしいネコから不安げに俺を見つめるリリーに目線を合わせ、彼女の頭をポンッとなでながら尋ねた。

　するとリリーは、胸の前でキュッと両手を組み合わせ、潤んだ瞳で俺を見上げた。

　グッ！　そのかわいらしさに、息が詰まった。

　俺と共に暮らすようになり、リリーのこけていた頬は幾分丸みを帯び、ほんのりピンクに色づく。パッチリとした二重に覆われた湖面のようなブルーの瞳には、亜麻色の長い睫まつ毛げが影を落とし、ぽってりとしたさくらんぼ色の唇は艶めいてみずみずしい。

　親の贔ひい屓き目めと言われようがなんだろうが、とにかく俺の娘のリリーは、よその子らとは桁違いにかわいいのだ。

「この子は今朝、うちの庭に迷い込んでいたの。パパの許可を取る前にお屋敷に入れちゃってごめんなさい。だけどこの子、帰るおうちがないみたいで……パパ、お願い！　この子を……ベルをうちで飼わせて！」

　そのリリーが、上目遣いに俺を見て、小首をかしげながら口にした『お願い』の破壊力たるやすさまじい。しかもリリーは、すでにベルという名前までつけているらしい。それを今さら飼うなとは、言えるはずがなかった。

　なにより、こんなに愛くるしいおねだりを無下にできるわけがない！

「アルベルト様、私からもお願いいたします。動物の飼育は、きっとリリーお嬢様の情操教育にも役立ちます。もちろん、お世話については私もしっかりとさせていただきます」

　クレアも、すかさず横からリリーに口添えしてきた。

　リリーとクレアの円満な関係が見受けられ、胸にホッと安堵が浮かぶ。

「そうか。迷いネコを保護してやったのか。リリーは優しい子だな」

「え？　それじゃあ……」

　リリーの目が期待感にキラキラと輝く。

「ああ、そのネコ……ベルといったか。ベルは今日から我が家の一員だ」

　俺はネコの飼育を許可した。

「やったぁ！　パパ、ありがとう！」

　パァっと花が咲き誇るように満面の笑みを浮かべたリリーが、テテテッと駆けてきたかと思ったら、両手でバフンッと俺の脛すねに抱きついた。ギューッと抱きしめて、スリスリとしてみせる彼女がなんとも言えず愛らしい。

　俺は以前、父親になった責任感からリリーのことが気になって仕方ないのだと、そう思っていた。しかし、共に過ごす時間を重ねる中で、俺とリリーの間には義務感だけではない絆きずなができ始めているのではないか。

　だから遠慮や怯えのないリリーの行動が、こんなにも俺の心を浮き立たせるのだろう。

「なぁリリー」

　俺はわずかに腰を屈め、片腕ですくうようにしてリリーを抱き上げる。

「わっ!?」

　リリーは突然高くなった視界に驚いた様子で、俺の肩をバフッと掴んだ。

「もし、今日みたいに俺に頼みたいことやしてほしいことがあったら、遠慮なく言ってこい」

「え？」

　同じになった目線の高さで告げると、リリーはキョトンとした顔をした。

「俺たちは父子だ。遠慮はいらん」

「う、うんっ！」

　リリーは大きく見開いたブルーの目をパチパチと二、三度瞬かせた後、にっこりと笑ってうなずいた。

　目にした瞬間、俺の胸が喜びに沸く。これまでジェームズやクレアが、リリーににっこりされているのを目にするたび、ひそかに嫉妬の炎を燃やしていたのだ。

　鼻先が触れ合いそうな近さで見るリリーの笑顔、そして腕にかかる重みと肩に感じるぬくもりが愛おしかった。

《ゥオロミャーゴ（ふんっ。安っぽい三文劇のような台詞を、恥ずかしげもなく吐きおって）》

　リリーとの父子の抱擁を満喫する俺は、足もとからあがったしゃがれた鳴き声を右から左に聞き流した。

「さぁ、リリー。いつまでも玄関先にいるのもなんだ。夕飯を食べながら、今日あったことをパパに教えておくれ」

「うん」

「クレアも、たまには一緒にどうだ？」

「では、お言葉に甘えさせていただきます」

　リリーを片腕に抱いたまま、クレアを伴って食堂に移動する。

《ゥオロミャッッ（あぎゃっ!?　こ、この不届き者めが！　わしの尻尾の先っちょを踏んでおるぞっ!!）》

　食堂に向かって踏み出した足先がなにかをかすめたような感触もしたが、ゴミくずでも踏んだのだろうと特段気にもしなかった。同様に、再びあがったしゃがれ声も、リリーを取り落としたりしないよう意識を集中させていた俺の耳を素通りした。










第五章　パパのお嫁さん候補が登場!?




　リリーと暮らし始めて二週間。この日は夜に、日頃から親交の深いハウエル侯爵夫妻を我が家に招き、晩ばん餐さん会かいを開く予定になっていた。

　今日は事前に仕事も休みを取っていたが、晩餐会の準備は使用人らが滞りなく進めてくれており、俺自身はとくにすることもなかった。

　そのため、俺は身支度を始める夕方まで、居間のソファで新聞を広げながら、ゆったりとした時間を過ごすことにした。

　……はぁ。それにしても、今夜のことを考えると頭が痛い。

　仕事上の縁で知り合ったハウエル侯爵は、豪胆な人柄で、俺とよく気が合った。仕事上の縁が途切れてからも、ハウエル侯爵とはよき友人としてずっと付き合いを続けていた。

　そんな気の置けない友人との晩餐会を前にして、こんなに気が重いのには訳があった。

　ハウエル侯爵は、今夜の晩餐会に夫人ばかりか娘のヴィオラを伴うという。おそらく、彼は俺とヴィオラを引き合わせたいのだ。

　……たしかに、これまでも事あるごとにヴィオラを話題にしていたからな。まぁ、一度でも会えば、ハウエル侯爵も満足するだろう。

　ん？　その時、俺の脛にコツンとなにかがあたる。

　目線を落とすと、ソファの隣に座ったリリーが絵本を読みながら、床につかない足をぷらんぷらんと揺らしていた。

　どうやら絵本に集中するあまり、俺の脛に足がコツンコツンとぶつかっていることに、気づいていないらしい。

　俺と腕が触れ合う近さに座り、すっかりくつろいだ様子のリリーに、うれしい思いが浮かぶ。

　初めの頃、彼女は俺に対してずいぶんとビクついた態度を見せていた。とくに、俺と隣り合って座る食事時は緊張の度合いが強くなるようだった。

　しかしそれも、この二週間でだいぶ和らいできたように感じる。今では、時折笑みを浮かべながら、その日あったことを聞かせてくれるようになっている。

　俺はまだリリーにとって完全な父親にはなれていないだろう。だが、こんなふうに少しずつ距離を縮めていって、いつか本当の父子のようになれたらいい。

　気づいた時には、無意識にやわらかな亜麻色の髪に手が伸びていた。

　手のひらをポンッと頭部にのせると、リリーが驚いたように俺を見上げる。

「パパったらどうしたの？」

「理由はないが、たまに無性になでたくなる」

「えー？　なにそれー」

　俺の答えに、リリーがコロコロと笑う。

　俺がふわふわとした髪を梳くようになでると、リリーは少しくすぐったそうに目を細め、頭をコテンと寄せた。

　その様子が人なれした子ネコのようで、とてもかわいかった。そのまましばらくやわらかな感触を楽しむようにリリーの頭をなでてから、名残惜しくそっと手を離す。

　すると、今まで居間の端でおとなしく丸まっていたベルが、まるでこちらのタイミングを見計らっていたみたいにグーッと大きく伸びをして、歩み寄ってきた。

《ゥオロミャーゴ（やれやれ、やーっと終わったか。わしゃあ、飽きてしまったぞ）》

　ベルは通りざまに俺の足に尻尾をペチンとぶつけ、リリーの前でどっかり座ると、しゃがれた声で鳴いた。

　なんともふてぶてしいネコである。

「ん？　それじゃあ、お散歩にでも行く？」

《ゥオロミャーゴ（賛成じゃ。……まーったく、青二才が長々とベタつきよってからに）』

　リリーが訴えを察した様子で提案すると、ベルはしゃがれた声をあげながら、なぜか俺を流し見てフンッと小馬鹿にしたように笑った――ように見えた。

　……リリーの手前、乱暴なことはしたくない。だが、いつかこのふてぶてしいネコに目に物見せてやる。

　仲よさそうにじゃれ合うふたりを横目に見ながら、内心でひそかにこんなことを思っていた。

「パパ、ベルと裏のお庭をお散歩してくるね！」

「ああ、行っておいで」

　リリーとベルが連れ立って居間を出ていき、俺は再び新聞を手にする。続きの文字を目で追いつつ、なんとなくリリーがいなくなった左側がスースーするような気がした。

　見習い騎士時代の狭狭しい男所帯を別にすれば、誰かとこんなに近くに身を寄せ合って日々を過ごした経験はなかった。そして見習いの時分、俺は常に人の気配を感じながら過ごす窮屈な集団生活に辟へき易えきしていたのだ。

　しかし、傍らにリリーのぬくもりを感じながら、ひとつ屋根の下で暮らす毎日は心地いい。細々と彼女の世話を焼きながら過ごす日常は、俺にとって予想外に充実して楽しいものだった。

　……不思議なものだな。一緒に暮らし始めてまだ二週間。それなのに、俺の心の真ん中にはリリーがこんなにしっかり居ついている。

　さっきまで隣にあった幼児特有の少し高い体温とふわふわの髪、そして愛らしい笑顔を思いながら深くソファに座りなおして足を組む。そうして今度こそ、新聞の内容に意識を集中させた。
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　ベルと一緒に玄関を飛び出したリリーは、鼻歌交じりで庭をスキップで進む。

《ずいぶんとご機嫌じゃな》

「そりゃ～、ご機嫌にもなるよ！」

《ん？　じゃが、そなたは晩餐会には出られんのじゃろ？》

　晩餐会の開催にあたり、当然リリーはワクワクで参加の意思を示した。たが、『子供はねんね』のひと言でピシャリと跳ねのけられてしまっていた。

「まぁ、それは残念なんだけどね。でも、今日はパパがお休みだもん！　これから晩餐会が始まるまで、一緒にいられるのはやっぱりうれしいよ！」

　リリーはスキップしながら、ふとベルの尻尾がしょんぼりとしているような気がして、尋ねてみる。

「ベルはなんだか元気がないね？」

《そういうわけではない。ただ、こちらに来たばかりのせいか、どうも調子が出んのじゃ》

「へー、そっか」

　どうやらベルは、いまだ本調子ではないらしい。

「あ！　それなら、わたしがなでてあげよっか？　わたしもね、朝からパパになでてもらって一気にハッピーになれちゃったの！」

　アルベルトと暮らし始めてすぐの頃は、彼の手が頭にのっかると、驚いて心臓がビクンとしていた。だけど最近は、手がのっかって驚くことはあっても、心臓はビクンとはしない。

　むしろ、ほんわか心が綻ぶような、そんな心地がする。

　この二週間で、リリーはアルベルトの大きくて厚い手のひらでなでられるのがひそかなお気に入りになっていた。

《ふむ、そういうものかのう》

「もう。ベルだって、なでられるの大好きじゃない！　ほーら！」

　いまひとつ反応が薄いベルにバフッと抱きつき、しゃがみ込んで毛が一番やわらかな首回りをワシャワシャとなでる。

（わぁ～っ！　ふわふわっ！）

《むむむ、たしかにそなたの手でなでられるのは、なんともいえず心地いい。……いやはや、こりゃたまらんわい》

　ベルはうっとりと目を細め、《もっと》とねだるようにリリーに体をすり寄せた。

　だけど、心地いいのはベルだけではない。

（はひゃ～。これ、クセになっちゃうっ！）

　ベルのもこもこの毛は、なでているリリーもものすごく気持ちいいのだ。

　さらにリリーは、しょぼんとしていたベルの尻尾がご機嫌にパッタンパッタンと揺れているのに気づき、がぜんうれしくなった。

「ふふふっ。元気出た？」

《うむ。おかげさまでいい気分じゃ》

　首から背中にかけてそのまま何度も手を往復させて、極上の質感をたっぷりと堪能してから立ち上がった。

「よかった！　それじゃあいったんこれでおしまい」

《うむ、ありがとうさん》

　ベルはボリュームと艶を増した前足をペロペロして、すっかり満足げだった。

　ちなみに聖獣も毛繕いするというのを、リリーはベルと暮らし始めてから初めて知った。

《ん？　なんじゃ、ジーッと見つめおってからに》

「いやね、すっかりうちのペットとしてなじんでるなと思って」

《そうじゃろう、そうじゃろう。ネコの真似ごとくらいお茶の子さいさいじゃ。わしの辞書に不可能の文字はないんじゃ》

　……真似ごと。果たしてそうだろうかと、リリーは内心で首をかしげたけれど、あえて声には出さなかった。

　とにかく、当初気を揉んでいたのが嘘うそみたいに、ベルは誰にも疑われることなくリリーの家の飼いネコとして溶け込んでいた。

「ところで、ベルはどうしてこの世界にやって来たの。本来の居場所は、ここじゃないんでしょう？」

《ふむ、わしの本来の居場所は聖獣の世界じゃ。あちらで長年の宿敵と少しやり合ってしまってのぅ。わしがちょっと足蹴にしたら、間が悪いことに奴がスッ転んで怪我をしおった》

　ベルはすごく不服そうに続ける。

《その一件が聖獣王の逆鱗に触れ、人間界に落とされてしまったんじゃ。まったく、大した怪我でもないくせに、あやつが大騒ぎしよるから悪いのじゃ》

「要するに、喧けん嘩かして王様に追い出されちゃったってこと？」

　わりとしょうもない理由に、逆に驚く。

《まぁ、端的に言えばそうじゃな》

「ちゃんともとの世界に帰れるの？」

《そのうちに、わしの部下が迎えに来るじゃろう。とはいえ、人間界ではわしの聖力は高純度すぎて発現ができん。迎えの者もわしの聖力をたどることができんから、来るまで少し時間がかかるかもしれんな》

　ベルは聖獣の世界ではとっても強いけれど、人間界ではてんで役に立たないというわけだ。

「そっかぁ。お迎え、早く来てくれるといいね。……あ、でも、その時はベルとお別れになっちゃうんだ」

　ベルがもとの世界に帰れるとわかり、リリーはホッとした様子を見せた。しかし、ベルとの別れに思いが至ると、一転表情を曇らせた。

《なに、今生の別れというわけでもあるまい。わしとそなたは互いに引き合っておるからな。界を異にしても、また折々に顔を合わせることになるじゃろう》

「またベルと会えるのね！　よかったぁ～！　けど、『ベルとわたしが引き合って』って、なあに……？」

　リリーはわからないというように、コテンと首をひねった。

《今回、そなたがわしを見つけたのは偶然ではない。波動がよく似たそなたの魔力とわしの聖力が、互いに引き寄せ合った結果じゃ。わしらの出会いは必然であり、今後も互いの力は呼び合う。ゆえに、わしらはきっとまた会うことになる》

「そうだったんだぁ！　わたしたち、引き合っちゃうほどそっくりってすごいね！」

《ふむ。こんなに似るのは、それこそ奇跡のような確率じゃな。まぁ、そなたのそばにおればエネルギー補給には事欠かんし、なにより心地がいい。むしろ迎えについては、来ない方がのんびりできていいくらいじゃわい》

　ベルが軽い調子で続けるのを耳にして、リリーは困ったように眉をハの字に下げた。

　もちろん、リリーとてベルが長くいてくれるのはうれしいが、必死にベルを捜しているであろう部下たちのことを考えると、心苦しい思いにもなる。それに現実問題、ベルがずっとここにとどまるわけにもいかないだろう。

（……うーんと、ベルの部下のみなさん。お迎えは急がなくて大丈夫よ、ゆっくりでいいからね）

　リリーはいろいろ考えたあげく、心の中でまだ見ぬベルの部下たちに向けて、こんなふうにささやいた。




　リリーがベルと庭の端に建つ備品倉庫の前を通りかかった時、家令のジェームズが頭を抱えているのが見えた。

「あれ、ジェームズだ。どうしたんだろう？」

　気になったリリーは、さっそくジェームズのもとへと足を向けた。

「ジェームズ、どうかしたの？」

「これは、リリーお嬢様」

　近くに行ってみると、ジェームズの前には立派な松明が十本置かれていた。そのうち半分は細い炎が揺れていて、残る半分は火がついていなかった。

「松明の調子が悪いの？」

「ええ、そうなんです。これらは今晩の晩餐会で庭の各所を照らすのに使う予定だったのですが、どうも火のつきが悪い。ついたりつかなかったり、やっとついたと思ってもすぐに消えてしまったりで、これでは使い物になりません」

　ジェームズが、肩を落として答えた。

　ベルはリリーたちからちょっと離れたところに丸まって、興味なさそうに大きな欠伸あくびをしていた。

「えー？　全部そんなふうなの？」

「はい。どうやら担当者の管理がずさんだったようで……あ、またですね」

　言っているそばから、ジジジッとヘンな音を立てながら細い火がひとつ消えた。

「あ！　そういえば、前の備品の管理担当者だったユーグって、わたしの養育係だったイライザと一緒に、いっつも仕事をサボってた」

「さようでしたか。ですが、この一件は私の落ち度です」

「え!?　ジェームズの落ち度だなんて、そんなことないよ！」

「いえ、私が事前にきちんと点火して確認しておくべきでした。事情を説明し、ランタンで代用していただくよう旦那様に報告してまいります」

　言うが早いか、ジェームズは踵きびすを返し、屋敷の方へと駆けていった。

「絶対にジェームズは悪くないよ……。だって、前の人の管理がこんなにいい加減だなんて思わないもん」

　現在、この屋敷に備品管理を専任している担当者はおらず、家令のジェームズの指示で、使用人みんなで協力して屋敷全体の管理を行っている。当然、ジェームズの下で働く使用人に、こんな不備をする者はひとりもいない。

「ねぇベル。パパはジェームズのこと怒るかな？」

《さてな。じゃが、奴の二つ名は冷酷無慈悲な氷の騎士団長だったか。はてさて、どうなるかのう》

　リリーは真剣に聞いているのに、ベルの答えはまるでおもしろがっているかのようだ。

「もう、ベルったら。こっちは、なんとかしてあげたいって必死に考えて……あ、そうだ！」

　ピンとひらめいたリリーは、周囲を浮遊していた火の魔粒子を手招いた。

「火の魔粒子さん、ちょっとこれを見てほしいの」

《あら、お嬢ちゃん。どうしたの？》

　リリーの呼びかけに応じ、姉御肌で気風のいい火の魔粒子が飛んできてくれる。

「これなんだけど、うまく火がつかないんだ」

《あらら、中の芯棒が壊れちゃってるみたいね。なにかに使う予定だったの？》

　ひと目見て、火の魔粒子は答えた。

「今晩の晩餐会で庭を照らすのに使う予定だったんだ。でも、壊れてるんじゃもう使えないね」

《ふふふっ、いいわ。私がつくようにしてあげる。お嬢ちゃんには特別よ》

「え？　いいの!?　じゃあ、お願い！」

　火の魔粒子はポポポッと発光を強くして、十本の松明を順番にちょんちょんと触れていく。すると、十本の松明が勢いよく燃え始めたではないか。

「わーっ！　すごーい！　火の魔粒子さん、ありがとう！」

《ふふふっ。どういたしまして。またなにかあれば呼んでちょうだい》

　火の魔粒子はふわふわと飛び去っていった。

　――カツン、カツン。

「おい、ジェームズ。ちゃんとついているではないか」

　火の魔粒子と入れ替わりにやって来たアルベルトは、勢いよく燃える松明を見ていぶかしげに首をひねった。

「いえ、そんなはずは……」

　アルベルトの後から来たジェームズは、狐きつねにつままれたような顔をしていた。

「旦那様ー！　どちらにいらっしゃいますか!?」

　その時、屋敷の方から使用人がアルベルトを呼んだ。その声はとても急いだ様子だった。

「庭だ。すぐに行く！　……ジェームズ、多少火のつきが悪くとも、これだけ燃えていれば問題はないだろう。予定通り、これらを所定の場所に設置しておいてくれ」

「承知しました」

　アルベルトはジェームズに言い残し、足早に屋敷へ戻っていく。

　去り際に、アルベルトは一瞬だけリリーに視線を向けた。

（ん？）

　怒ったふうには見えなかったが、その目は『困った奴だ』とでも言いたげだった。

（まさか、魔力を使ったのがバレちゃった!?　……いや、そんなわけないか。魔力を使ったなんてバレたら、怒られてるはずだもん）

「リリーお嬢様、ありがとうございました」

　ジェームズに声をかけられたリリーが、ギクッとして首をすくめた。

「え？　なんのこと？　あ、わたしも松明を設置するのを手伝うよ！」

　リリーは咄嗟にすっとぼけてみたけれど、どうやらジェームズには彼女が魔力を使ったことはお見通し。

　まぁ、それも道理だろう。ジェームズは実際に、つかない松明を前に四苦八苦していたのだから。

「トーチ台に置いてくればいいんでしょ？　わたし、裏庭に行ってくるね！」

「いえ、お嬢様！　それは私がいたしますから……」

「いいのいいの、お手伝いがしたいの！」

　リリーは手前の松明を抱え、一目散に駆けだした。ベルもすかさず、彼女の後をついてきた。




「リリーお嬢様のおかげで助かりました。大変、ありがとうございました。よかったら、おひとつどうぞ」

「わーっ！　綺麗な飴あめ玉！」

　松明設置のお手伝いを終えると、ジェームズが労いの言葉と一緒に、リリーの手にキラキラ光る飴玉をのせた。

「孫の好物でして。普段からポケットに常備しております」

「へー、そうなんだ！」

《ん？　飴玉か？　おい、爺さん。わしにもくれ》

　これまで興味なさげにしていたベルが、目ざとく駆け寄ってきてジェームズにねだる。ジェームズは、ポケットからもうひとつ取り出すと包みを解き、ベルの口にポイッと放ってやった。

《ほぅ、こりゃうまい！》

　ベルはほくほく顔で尻尾をパタパタ振っていた。

「ねぇジェームズ、今日のことだけど……ううん！　やっぱり、なんでもない！　これ、甘くておいしい！」

　本当は『パパには内緒に……』と続けようとしていたけど、リリーはそれをのみ込んだ。優しい眼差しを向ける彼には、わざわざ口止めしなくてもいいような気がしたからだ。

「それはようございました」

　おいしい飴玉を舐なめながら、ジェームズとベルと並んで屋敷に続く歩行路を歩く。途中、リリーが設置した松明が絶好調で燃えているのが見えた。

（へへへっ、いい感じ！　これならパパの晩餐会も大成功間違いなしだね）

　さらに今日一日でジェームズともグッと打ち解けられた感じがして、リリーはとってもうれしい気分だった。




「えー!?　晩餐会、中止になっちゃったの!?」

　屋敷に戻ったリリーは、アルベルトから晩餐会の中止を聞かされて仰天した。

「ああ、今しがた侯爵の使者が伝えてきた。なんでも、急に夫人の具合が悪くなってしまったらしい」

「そうだったんだ」

　せっかく火がつくようになったのに、なんとも残念なことである。

「ということでリリー、今晩はご馳走だ。晩餐会用に、シェフが腕によりをかけていたからな。一緒に食おう」

「え、パパと一緒にご馳走が食べられちゃうの!?　やったー！」

　アルベルトのひと言で、リリーはガッカリから一転、大喜びになった。

「旦那様、設置した松明はどういたしましょうか」

「ああ。あれはそのまま置いておいてくれ。近々にまた、夫妻が我が家を訪れることもあるかもしれん」

（わぁっ！　それなら松明も役に立つね。よかったー！）

　リリーはご機嫌で、この後の時間をアルベルトと一緒に過ごした。

　そうして待ちに待った晩ご飯。リリーは晩餐会用の豪華メニューを堪能し、大満足で一日を終えた。




　翌々日。

「パパ、いってらっしゃい！」

　リリーは、出勤するアルベルトに靴ベラを手渡しながら見送りするのが、すっかり習慣になっていた。もちろん、見送り前には〝朝の任務〟だって絶賛継続中。最近は、メモのおかげで乾燥剤をポイッとしたまま忘れてしまうなんてこともなくなった。

「ああ、いってくる」

　アルベルトは、リリーから受け取った靴ベラを使ってブーツを履き終えると、労うようにポンポンッと頭をなでる。これも最近では、すっかりお決まりのパターンだ。

（へへへっ）

　リリーはアルベルトの大きな手に自分から頭をすり寄せるようにして、ナデナデを堪能する。

　リリーを見下ろすアルベルトの目つきは相変わらず鋭いし、眉間には縦皺が痕になって残っている。だけど一緒に暮らして半月が過ぎ、リリーはその眼差しの温かさも、眉間の皺がすでにアルベルトの顔の一部になっていることも知っている。

　おそらく、嫌われていないんじゃないか。リリーはそんなふうに感じていた。

「それから、すまんが今日は遅くなる。俺を待たず、先に夕食を済ませてくれ」

　リリーの頭から手を離すと、アルベルトはこんなふうに続けた。

　基本的にアルベルトは、残業をしない。……いや、正確にはリリーと夕食を取るために定時で帰宅している。代わりに、書類仕事など家でできる仕事を持ち帰り、リリーが眠った後にこなしていた。

　しかし、家ではできない類いの仕事も当然あって――。

「もしかして、今日は剣の訓練？」

　アルベルトは後進の育成に熱心で、部下任せにせず合同訓練では自ら剣を取って指導にあたる。一日がかりのこの訓練の日は、彼の帰宅は深夜になった。

「……いや、今日は別件だ。訓練の日ほどは遅くならん」

　なんだかアルベルトの歯切れが悪い。

「ふーん？」

「実は、侯爵から中止になってしまった晩餐会の代わりに、簡単な夕食でも一緒にどうかと誘われてな」

「え？　もう、うちで晩餐会はしないの？」

　今も庭に設置されたままの松明が、使われないまましまわれてしまうのは、リリーとしては少し残念だ。

「いや、晩餐会は夫人が本調子になってから改めて開催する予定だ。今日は、侯爵からどうしても紹介だけしておきたいと言われて断れなくてな。まぁ顔だけ出したら、あまり遅くならないうちに失礼するつもりだ」

（紹介？　なんのことだろう）

　それにアルベルトは、なんだか気が重そうだった。

「そっか、わかった。わたしは先にクレアたちとお夕飯を食べるね。いってらっしゃい！」

　気になりつつも、リリーは聞き分けよく返事して、アルベルトを見送った。

「ああ、いってくる」

　パタンと玄関の扉が閉まり、その姿が見えなくなっても、リリーは気になって仕方なかった。

「……なんでパパは、親しいお友達と会うのに、あんなに気が乗らないふうなんだろう？」

　無意識のまま、ポツリとつぶやいた。

《ありゃあ、女じゃな》

「えっ!?」

　足もとからあがった声にギョッとして視線を向ける。

　すると、いつの間にかベルが廊下の先にいて、リリーを見ながらパッタンパッタンと尻尾を床に打ちつけているではないか。ベルの目はニンマリと弧を描き、なんだかおもしろがっているみたいだ。

「ねぇベル、今の『女』ってやつ、どういう意味？」

《どうもこうも、そのままだ。奴は騎士団長という地位にあり、三十二歳の男盛り。しかもコブ付きとはいえ、身分は王家の覚えもめでたい侯爵だ。そりゃあ普通に考えて、周囲が放っておかんじゃろう。紹介というのも、十中八九侯爵の娘のことじゃろうよ》

　リリーはストンと納得した。ただし、それはベルの言葉によってではなく、思い出したからだった。

　リリーは娘のポジションに浸かりきって忘れていたが、そもそもアルベルトは、ゲーム世界の攻略対象だったのだ。アルベルトルートで物語が進行していれば、正ヒロインのヴィオラが彼に接近してくるのはわかりきっていたことだ。

　これからアルベルトには、食事にデート、お茶会にと、ヒロインとの恋愛イベントが目白押し。必然的にリリーと過ごす時間は少なくなってしまうだろう。

「なんだか寂しいね……。って、そうじゃないよ！」

　リリーはハッとして、のんきな考えを振り払う。……事は、寂しいとか寂しくないとかそれ以前。

　アルベルトが正ヒロインのヴィオラとの婚約ルートを突き進めば、リリーは漏れなくこの世からおさらばさせられる。魔力持ちのヴィオラは自身の魔力を清く正しく使いこなし、闇魔力に手を染めた極悪幼女リリーの排除にもひと役買う流れになっていたのだから――。

《なんじゃ、突然声を大きくして？　それに、ずいぶんと気にしているようじゃな？》

「気にもするよ。このままのルートでパパとヴィオラが婚約したら、わたしはこの世にいなくなるはずなんだもの」

《なに？　途中意味がよくわからんかったが、そなたがこの世からいなくなるのは困るぞ！　そなたの魔力がなければ、わしも行き倒れになってしまうではないか！》

「……ベル、ちょっとだけ待ってて！」

　具体的に、どんなイベントがあったのか。

　リリーは騒々しいベルを黙らせ、ぷしゅーっと煙が出ないよう、ゆっくりと百合の記憶を掘り起こす。

（あ！　そういえば、リリーが起こしたボヤをヴィオラが消して、パパの好感度をアップさせるイベントがあったはず！）

　アルベルトとヴィオラが初顔合わせした晩餐会の日の夜。ふたりが庭のボヤ騒ぎに気づくのだ。

（……ええっと。たしか、燃えていたのは、庭に何カ所かあるベンチとかそういうの。炎が燃え広がる前になんとかしなくちゃと、ヴィオラはこの日、初めて大きな魔力を使う――）

「って、パパとヴィオラの初顔合わせの晩餐会!?　それって、一昨日おとといのはずじゃない？　……あれぇ、おかしいな」

　一昨日の晩餐会は中止になり、ヴィオラはうちに来なかった。代わりに今日、アルベルトが侯爵の屋敷に行くことになっている。

「うーん。もしかして、イベントがなくなっちゃったのかな？」

　右に左に首をひねりながら、ともあれ、もしボヤが起こるなら放っておけないし、かと言って、ルート通りアルベルトたちに一致団結して火を消させ、婚約ルートを突っ走らせるわけにもいかない。

《これこれ、いつまでひとりでブツブツ言っておる。いい加減、わしにもわかるように説明せんか》

「ねぇベル！　説明したら、協力してくれる？」

《ん？　そりゃあ、まぁかまわんが》

「約束よ！　ええっとね――」

　リリーはベルから言げん質ちを取るや、転生からそれに伴う前世の記憶、今後予想されるルートなど、事細かに説明していく。

《な、なんじゃそれは!?　前世の記憶？　このままいくと殺される？　なにやら目が回りそうな話じゃが……》

　ベルはショパショパと幾度か目を瞬かせてから、胡う乱ろんげにリリーを見上げた。

「でも、これが事実なの」

《まぁ、話はわかった。それにしたって、死亡エンドを回避するために協力せよとは、いくらなんでもわしの負担が大きく割に合わんのではないか？》

「でもさ、ベルはわたしから魔力をもらわないとダメなんでしょう？」

　リリーが毎朝起きがけにしてやっているように、ワシャワシャと首のうしろをなでてやれば、ベルは気持ちよさそうに目を細くした。

《……それはまぁ、そうじゃな》

　ベルはしばらくリリーのナデナデを堪能した後、仕方ないといった感じでうなずいた。

《よし、よかろう。そなたに協力してやろう》

「ありがとう！　そうと決まれば、まずはボヤに備えてお庭の見回りに行かなくちゃ。今夜はパパとヴィオラが初めて会う日だから、一応ね！」

《やれやれ、聖獣使いの荒いことじゃ》

　ベルの腰は重い感じだったけど、リリーは心強い協力者をゲットしてガッツポーズした。




　西日が目にまぶしい夕暮れ時。

　腹痛を装って夕食を断ったリリーはベルとふたり、茂みの陰に身を潜め、周囲に怪しい気配がないか目を光らせていた。しかし、待てど暮らせど、庭の様子に変化はない。

　やがて太陽は完全に沈み、主役は満天の星になった。

《暇だのう》

「……うん、パパたち遅いね」

　日が沈み気温が少し下がったけれど、ベルと身を寄せ合っていれば肌寒さはまるで感じなかった。

「ねぇ、ベルの世界でもこんなふうに空にはお星様が光ってる？」

　綺麗な星たちを眺めながら、なんの気なしに聞いてみた。

《もちろん光っておるぞ。わしの世界とこの世界は合わせ鏡のようなもの。進化の違いで景色や様相に差はあるが、神に与えられた大地は同じなんじゃ》

「え？　聖獣の世界と人間の世界ってそんなふうになってるの!?　それじゃあ、山の場所も海の場所も全部同じってこと？」

　思いもよらない内容をあっさりと告げられて、かなり驚く。

《山や海といった地形から、天候や自然現象の発生についても同じじゃ。合わせ鏡ゆえ、左右は逆じゃがな》

「合わせ鏡の世界って、なんだかおもしろいね！　こっちの笑い声がベルの世界に届いたりはしないの？」

《世界は隔たれているからな。意図を持って道をつながん限り、互いの世界が干渉し合うことはない……いや、一概にそうとも言いきれんか》

「え？」

　ベルは、はたと思い至ったように声のトーンを低くした。

《何百年かのサイクルで予期せぬ事件が起こる星回りがある。しかも、それは大概よい結果にはならん。さっきの例えだと、聖獣の世界でわしが青くなって王に謝罪をしている最中に、さもわしが笑いだしたかのように人間界から笑い声が響いてくるイメージじゃ》

「うわぁ。それ嫌だね～」

　向こう側とこちら側の事象が勝手に干渉しちゃうって、すごくやっかい。

《まぁ、そんなのはそうそう起こるものでは……ムッ！　なにやら焦げくさいぞ！》

　突然、ベルがビクンと体を起こして叫び、クンクンと鼻をヒクつかせる。

「えっ!?」

《あっちじゃ！》

　ベルは庭の東側に向かって一直線に走りだす。

「あ、待って！」

　リリーは慌ててベルの後に続く。




　ベルは、庭の東端にポツンと建つ木造の東屋の前で足を止めた。

　忘れ去られていたような建物で、そこには壁や戸口がなく、四本の柱と雨よけの屋根があるだけだ。その中にある木製のベンチから火が出ているのが見えた。

「あっ！　ベンチが燃えてる！」

《……ムムッ。ベンチの上になにかのっかっておる！　あれが出火の原因じゃな！》

　駆け寄って覗き込むと、火もとになっているのが松明だと知れる。

「え!?　どうしてここに松明があるの!?」

（……ううん！　今はそんなことより、早く火を消さなくちゃ！）

　不幸中の幸い。火はまだ東屋には移っていない。

（燃え広がる前に、なんとかしないと！）

「火の魔粒子さん、ここは燃えちゃいけないところなの。だから今は、鎮まって！」

　リリーはベンチの付近に集まっていた火の魔粒子に叫んだ。

《あら。つけてって言ったり、消してって言ったり忙しいわね》

「ごめんね。だけどこのままじゃ、うちが火事になっちゃうから」

《わかっているわ。たしかにこの場所はよくないわね》

　どうやら火の魔粒子にとっても、この場所で燃えることは不本意だったようだ。

「うん。それじゃあ、お願い！」

　火の魔粒子はリリーの言葉にうなずいて応え、ベンチで漂っていた仲間たちを引き連れて夜空高くに飛び上がる。

《私たちは窯に行くわ。お嬢ちゃんのおうちが火事になる前に、止めてくれてよかったわ。またね、お嬢ちゃん》

　火の魔粒子はこんなふうに言い残し、宣言通り厨房の方にスーッと飛び去っていった。

「ありがとう！」

　みんながいなくなれば、あっという間に火が消える。当然、煙は一瞬では消えてくれないけれど、立ちのぼる量は徐々に減っていった。

「もう大丈夫そうね」

　プスプスと煙をくすぶらせるベンチと、真っ黒く焦げて原形を失いかけた松明を見つめてホッと漏らした。

《……わずかじゃが、人のにおいが残っておるな》

「えっ？　それって――」

　詳しく聞き返そうとした、その時。

「こっちだ！　段々と煙は弱まっているようだが、油断はできんぞ！」

　複数人が駆けてくる足音と、アルベルトの鋭い声が響いた。

（うそっ、パパたちが帰ってきちゃった！　どうしよう！）

　ドクンと心臓が大きく跳ねる。早鐘みたいに鼓動が鳴って、血は駆け足で巡っているはずなのに、なぜか指先からはスーッと血の気が引いていく。

　直後に、歩行路からアルベルトと初めて見る若い女性、御者の男性と家令のジェームズの四人が姿を現す。

「リリー!?」

　アルベルトは東屋にリリーを認め、驚いたように目を見張った。リリーはなす術なく、ビクンッと肩を跳ねさせて固まった。

　もちろん、松明でベンチに火をつけたのはリリーではない。だけど状況は、まさに彼女が火遊びをした犯人であるかのよう。

　くしくも、目の前にはゲームのシナリオ通りの展開がそっくりそのまま再現されてしまっていた。

「……なぜ、ここにいる？」

　アルベルトのとがめるような低い声。そして、星明かりの下でもわかる鋭い眼差しと、眉間に深くクッキリと寄った皺。

「ち、違うの。パパ、わたし……」

　急いで弁解しなくてはと思うのに、こういう時に限ってうまく舌が回らない。

　アルベルトだけでなく、四対の目がリリーを注視していた。みんなの視線が突き刺さるようだった。

　その時、アルベルトのすぐうしろから女性――おそらく正ヒロインのヴィオラだろう――がリリーに向かって、ダッと飛び出してきた。

　リリーはヴィオラに飛びかかってこられると思い、反射的に目をつむって身を縮めた。

「素晴らしいわ、リリーちゃん！」

「……え？」

　予想外の反応に、すぐに理解が追いつかない。

　ほっそりとしたたおやかな手にギュッと右手を握られて、おっかなびっくり目を開く。

　すると、それ自体が輝いているみたいな鮮やかな金髪と、興奮にキラキラと光るスミレ色の瞳が視界に飛び込む。整った愛らしい顔立ちは間違えようなどない、ゲームのヒロインでアルベルトの婚約者候補でもあるヴィオラだった。

「来る途中で、ここで燃えていた魔粒子がまとまって飛び去っていくのを見たわ。火の魔粒子を追い払うなんてすごすぎる。こんなこと、魔力持ちでもなかなかできることじゃないわ！　なんて素晴らしいの！」

　さらにヴィオラは勢い込んで告げる。

　その勢いに押され、リリーはパチパチと目を瞬かせる。間違いなく、目の前の女性はヴィオラ。だが、彼女が口にするのはリリーへの糾弾ではなく、なぜか称賛。

　リリーの脳内はこんがらがった。

「ヴィオラ、君が興奮するのもわかる。だが、リリーが驚いている」

「まぁっ！　ごめんなさい、リリーちゃん。初対面で不ぶ躾しつけに手を握ったりして、はしたない真似をしました。改めまして、私はヴィオラ・ハウエルと申します」

　アルベルトにそっとたしなめられて、ヴィオラはハッとしたように握りしめていた手を解くと、丁寧なお辞儀と共に優美に挨拶を口にした。

　予想だにしない展開の連続に、リリーはますます混乱する。

「えぇっと。ヴィオラさんは……ううん、みんなはわたしが火をつけたとは思っていないの？」

「なにを言っているんだ！　どうして俺たちがリリーを疑うんだ!?」

　リリーが混乱のまま、本音をポロリとこぼしたら、即座にアルベルトが否定する。その横では、ヴィオラがキョトンとした顔をしていた。

「それよりリリー！　こんな遅い時間にどうして庭なんかに出ていたんだ？　敷地内とはいえ、暗くて足もとも危ないだろう」

「ご、ごめんなさい」

　勢いに押されるように謝罪を口にしてみたものの、相変わらずリリーの脳内には疑問符がいっぱいだ。

「ふふふ。アルベルト様ったら、すっかり心配症のパパになられて」

（……心配？）

　ヴィオラが告げたひと言が、頭の中に反響していた。

（もしかして、パパはわたしの放火を疑って怒っていたんじゃなくて、心配していた？）

「こらヴィオラ、からかうんじゃない」

　アルベルトは少し気まずそうに早口でヴィオラをたしなめ、スイッと目線を泳がせた。

「まぁ、ふふふ」

　ヴィオラはそれに、口もとに笑みをこぼしていた。

　その様子を見るともなしに眺めながら、なんとなくふたりの雰囲気がゲームの中のギラギラした恋愛モードより、もっとのんびりとした雰囲気に感じられた。

「それで？　リリーはどうしてこんな時間に庭にいたんだ？　べつに怒っているわけではない。ただ、なにがあってここにいたのか、ちゃんと理由を知っておきたい」

　アルベルトは先の質問をうやむやのままにはしておいてくれないらしい。

　カラカラに渇いた喉に、ゴクリとひとつ唾をのむ。なんと答えたらいいか見当もつかないまま、唇を開く。

「ベ、ベルが……」

「ベルがどうした？」

　突然名前を出されたベルが、《え？　わし？》というようにギョッとした様子でリリーを見上げる。

「ベルのおトイレに付き合ったの！」

　ほとんど無意識のまま、気づけば勝手にこんな台詞が口を衝いて出ていた。

《ふっ、ふざけるでない！　そもそもわしは用足しなどせんぞー!!》

　口にした瞬間、ベルが雄叫んだ。

（ごめん、ベル！）

「こいつはひとりで用を足しにも行けんのか？　まさか、これまでも毎回リリーが付き合っていたのか」

　アルベルトがあきれた目でベルを見下ろす。

「ううん！　いつもはちゃんとひとりで行くの！　なんか今日は、たまたま心細かったみたいで」

《ほざけっ！　いつももなにも、わしは便所には行かーんっ!!》

「まったく、困った奴だな」

　ベルは不満げにグルグルと喉を鳴らして唸るが、アルベルトはやれやれと一瞥してリリーに視線を戻した。

「とにかく、今度からは付き合わんでいい。甘やかしすぎだ。ネコがひとりで用足しに行けんなど、聞いたこともない」

「う、うん！　次からはひとりで行ってもらうようにするね」

　ベルにはとんだ濡れ衣だったが、おかげでリリーが火もとにいた言い訳は立った。

「そうしてくれ」

《……》

　ベルは無言の抗議というやつだろう、ふて腐れたようにペッチンペッチンと地面に尻尾を叩きつけていた。

（……ぅううっ。ほんとに、ごめん。お詫びに後で、いっぱいなでてあげるから！）

　心の中で必死に詫びるリリーをベルはジトリと湿った目で見上げ、特大のため息をこぼす。その態度から、納得はしていないがあきらめた、なんとなくそんな雰囲気をリリーは感じた。

　そして、この頃になると、わずかに残っていた煙も完全に消えていた。

　アルベルトはいったんリリーとの会話を終え、焦げたベンチに歩み寄る。真っ黒になった松明に手をかざし、熱が引いていることを確認してから、慎重に取り上げた。

「……燃えやすくなるよう芯棒に細工がされている」

　松明を検分したアルベルトが、低く告げる。その横顔は、これまで見たことがないくらい厳しかった。

「え!?　そんな細工がされてるの？」

「リリー、念のため今後はひとりでの散歩は禁止だ。夜はもちろん、昼でも必ず誰かと一緒にするんだ」

　触れたらスパッと切れちゃいそうな目線を向けられて、咄嗟に『ヒィッ』と叫びそうになった。それを、すんでのところでのみ込んで、なんとか返事をする。

「う、うん！　わかった」

　自分に怒っているんじゃないと頭でわかっていても、アルベルトの絶対零度の眼差しはいかんせん破壊力が抜群だ。

　最近は耐性がついてきたつもりだったけど、体が勝手にブルリと震えた。

「ん？　どうした、震えているじゃないか。おいで」

　アルベルトはリリーをヒョイッと抱き上げると、自分の外套ですっぽりと包み込む。

（わぁっ、あったかい！）

　寒さで震えていたわけではないのだが、アルベルトの胸の中はぽかぽかで気持ちよかった。あまりの心地よさに、リリーは震えていた理由もコロッと忘れ、アルベルトの胸にすりすりと頬を寄せた。

「とりあえず、詳しい検証は明日以降だ。今日はいったん、屋敷に戻る。すまんが、現場の保持だけしておいてくれ」

「承知しました」

　アルベルトはジェームズと御者に言い置き、リリーを抱いたままヴィオラを伴って屋敷へと歩きだした。ベルも、リリーたちに続いた。




　屋敷に戻ったリリーたちは、応接間のテーブルを囲んでお茶を飲んでいた。

「夜分の訪問は失礼だと思ったんだけれど、リリーちゃんが同じ魔力持ちだとアルベルト様にお聞きして、どうしても一度お会いしたくって。今日は無理を言って連れてきてもらったの」

　ヴィオラはティーカップを手に、ニコニコと饒じょう舌ぜつに語る。

「庭から煙が上がっているのを見た時は驚いたわ。だけど、火もとの方から火の魔粒子たちがこぞってお屋敷裏の方に向かっていくのを見た時は、もっとビックリしちゃったわ。だって彼らはあきらかになにかの指示で動いている感じで、すぐにリリーちゃんだってピンときた」

「ヴィオラさんも魔粒子が見えるのね？」

「ええ。だけど私は薄っすらと彼らの姿を見るのが精いっぱい。リリーちゃんのように彼らに訴えかけたりはできないわ。……本当に、私の魔力は中途半端でダメね」

　言葉の最後は、どこか響きが悲しげ。まるで、ヴィオラが自分を卑下しているみたいだった。

「どうしてダメなの？　ヴィオラさんがダメなんてことないよ」

「え？」

「だって、ヴィオラさんが火の魔粒子のみんなが火もとからいなくなったことを先にパパたちに伝えてたから、大ごとにならずに済んだんだもん。ヴィオラさんから聞いてなかったら、きっとパパは鐘を鳴らしてた。そうだよね、パパ？」

「そうだな。リリーの言うように、もしヴィオラから聞かされていなかったら、念のため庭の鐘を鳴らしていただろう」

　リリーが水を向けると、アルベルトは即座に答えた。

　昔は戦争が多く、奇襲や屋敷の襲撃なども頻回にあった。その時代の名残で、屋敷の庭には異変があった時にそれをみんなに知らせるための鐘がある。

　状況がわからない中、アルベルトならみんなの安全を確保するために、まず最初に避難を促そうとしただろう。そして静かな夜の時間にこれを鳴らせば、広い敷地内はもちろん、近隣一帯にまで漏れなく音が響き渡ってしまっていたに違いない。

「ほら！　近所の人たちやお屋敷のみんなが不安にならなくてよかった。ヴィオラさんのおかげよ！」

「リリーちゃん……」

「ねぇヴィオラさん、魔力持ちって肩身が狭かったりすると思うの。でもね、みんなは知らないから怖がるだけで、魔力って悪い力じゃないよ。あなたの魔力は、あなただけの誇るべき力だよ！」

　ふと頭の中に降りてきた言葉をリリーが伝えたら、ヴィオラは大きく目を見張る。

（……え？）

　その瞳に、薄っすらと涙の膜が滲むのを目にし、リリーは驚き、そして戸惑う。

　実は、リリーが口にしたのは、ゲーム内の台詞だった。それは魔力持ちの自分に自信が持てないでいるヴィオラに、アルベルト・ヴィッドランドが口にした台詞だったのだが、五歳のリリーの発言としては達観しすぎている。

　これには、直接告げられたヴィオラのみならず、横で聞いていたアルベルトも驚きが隠せない様子だった。

「どうしたの、ヴィオラさん!?　もしかしてわたし、なにかヘンなこと言っちゃった？」

「いいえ、ヘンだなんてとんでもない。私、こんなにうれしい言葉をもらったのは初めてよ。……でもね、本音を言うと少し驚いているわ。だって、私の三分の一にも満たない年齢なのに、リリーちゃんが信じられないくらいしっかりして、頼もしいんだもの」

「ち、違うの！　あれはね、ほんとはわたしも人から聞いた言葉だったの」

　ヴィオラから熱い瞳を向けられて、リリーは慌てて弁解した。

「まぁ！　そうでしたの」

　ヴィオラは納得したようにうなずいて、一拍の間を置いてから再びゆっくりと口を開いた。

「……でもね、リリーちゃん。たとえ、誰かの発言がもとになっていたとしても、実際に私の魔力を認めて、心をこんなに明るくしてくれたのは、ほかでもないリリーちゃんの言葉だわ」

「……そういうもの？」

「ええ！　リリーちゃんのおかげで、私は自分に自信が持てた気がするの。あなたが言うように、せっかく持って生まれた魔力だもの、これからは私なりに有効な使い道を考えてみるわ。それでもし、困ったり行きづまったりした時は相談させてもらっていいかしら？」

「もちろんっ！　わたしたちはもうお友達でしょう!?　いつでも待ってる！」

　リリーはヴィオラのことがすっかり大好きになっていた。

「まぁ、うれしい！　改めて、これからよろしくね。リリーちゃん」

　リリーの言葉で長年の憂いが吹っ切れたようで、ヴィオラの表情も晴れやかだった。

「うんっ！　よろしく、ヴィオラさん！」

　ふたりは、これが初対面とは思えないほど打ち解けた様子で、にこやかに微笑み合った。

　その時、隣から視線を感じたリリーがハッとして顔を向けたら、アルベルトが眉間に皺を寄せ、鋭い眼光でこちらを見つめていた。

　瞬間的に、リリーの全身からスーッと血の気が引いていく。

　緊急事態とはいえ魔力を使った上に、ヴィオラに対しおよそ魔力持ちの自分が言うにふさわしくない台詞を伝えてしまったのだ。青くなるのも無理はない。

「パ、パパ！　魔力を使っちゃって、それから偉そうなことを言っちゃって、ごめ――」

「リリー、俺は君に謝らなければならんな」

　アルベルトがリリーの言葉を遮って口にした。

「パパ？」

「俺は以前、君に『むやみに魔力を使ってはいけない』と言ったが、それは乱暴だった。もちろん、魔力が日常の中で乱用すべきものではないという考えに変わりはないし、君に危険を冒してほしくない。だが、必要な時は魔力を有効に使い、生かせばいいんだ。端はなから君の魔力を否定するような物言いをしてすまなかった」

　思いもよらないアルベルトからの謝罪に、リリーは目を真ん丸にした。

「待って？　パパに謝ってもらうのはおかしいよ。だってあの時、わたしが魔力遊びでお屋敷をもわもわにしちゃったのは事実だもの」

「だが、俺が言葉足らずだったのもまた事実だ。魔力を正しく使うことは君自身のためにも、そして、ほかの人たちのためにもなる。今日はよくやったな、リリー」

　アルベルトはリリーの頭をポンッとひとなでし、言葉の最後をこんなふうに締めくくった。

　こんな言われ方をしたのは初めてで、気恥ずかしさもあって、リリーはちょっと早口で告げる。

「うん！　でも、魔力を使うのは必要な時だけにするね！」

　そう。今回はたまたまいい結果に転んだからいいけれど、『日常の中で乱用すべきものではない』と、今もアルベルトが言っていた。

（やっぱり、なんでもかんでも魔力に頼っちゃうのは危険。なにより、ちゃんといい子にしないと死亡エンドになっちゃう！）

　リリーは改めて、気を引きしめなおした。

「……まぁ、それがいいだろう」

　アルベルトは長めに間を置いて、こんなふうに答えた。その目には少し、迷いが浮かんでいるように見えた。










第六章　わたしのパパが一番素敵




　ボヤの騒ぎから数日が経ったある日のこと。

　騎士団に出勤するアルベルトを見送ったリリーが廊下でベルをなでていたら、居間の方からジェームズの困ったような声が聞こえてきた。

「おや、これはアルベルト様の……」

「どうしたの？」

　ひょっこりと居間に顔を覗かせて尋ねると、ジェームズがテーブルの上から革製の書類フォルダーを取り上げて言う。

「どうやらアルベルト様が書類をお忘れになってしまったようです」

「あ！　それ、いつもパパが大事な書類を入れるのに使ってるやつ！」

　見覚えのある書類フォルダーは、アルベルトが持ち帰り仕事の中でもとくに重要度の高い書類を入れるのに使っているものだった。

「急ぎで必要な書類だといけません。リリーお嬢様、私はこれから騎士団までお届けに行ってまいりますので、留守中なにか御用があればほかの使用人におっしゃってください」

　どうやら、ジェームズが直じき々じきに届けに行くらしい。ジェームズはリリーに告げると、すぐに御者が待機する厩に向かって歩きだす。

「あ、待ってジェームズ！　わたしも一緒に行きたい！」

　リリーも慌てて、テテテッとジェームズの後を追う。

「リリーお嬢様も一緒にでございますか？」

「馬車ではちゃんと静かにしてるし、騎士団ではジェームズと手をつないで勝手な行動はしないって約束する。わたしも一緒にパパのところにお届けがしたいの……ダメ？」

　リリーが胸の前で両手を組み涙のたまった目で見上げると、普段あまり表情を動かさないジェームズがたじろいだように目を泳がせた。

「い、いえ。ダメなどと、そんなことは。では、リリーお嬢様も一緒にまいりましょう」

　心なしかジェームズの顔は紅潮し、その声も上擦っているような気がした。

「うん、やったぁ！」

（騎士団でのパパって、どんななんだろう!?）

　家での姿しか知らないリリーは、騎士団長として働くアルベルトに興味津々だった。

　ウキウキで厩に向かっていたら、話を聞きつけたクレアが、慌てた様子でやって来た。

「まぁまぁ。リリーお嬢様も騎士団に行かれるのですね？」

「うん、パパの書類をお届けに行くの」

「でしたら、私もご一緒させていただきますわ」

「えー！　クレアも!?」

　こうして養育係のクレアも加わって、リリーたち三人は馬車に乗り込んだ。

「あれ？　ベルは行かないの？」

《わしゃあ、若造にも若造の職場にも興味はない》

　庭先で丸まったまま一向に乗ってくる様子のないベルに問うと、気のない返事をされた。

「あらら。じゃあ、いってくるね！」

　リリーが車窓から手を振ると、ベルは手を振る代わりだろうか。ふーりふーりと尻尾を振りながら、ふわぁ～っと大きな欠伸をしていた。




　馬車に揺られながらクレアとたわいのないおしゃべりに興じていたら、あっという間に騎士団施設に到着した。

　ジェームズが守衛に訪問理由を伝えると、すぐに入場の許可が出て正門をくぐる。リリーはジェームズの助けを借りて馬車を降り、初めて入った騎士団施設の中をキョロキョロと見渡す。

「わぁ！　広ーい！」

「騎士団施設は、騎士たちが通常業務にあたる中央棟に騎士宿舎や武器保管庫といった複数の建屋のほか、屋外、屋内共に訓練場をいくつも備え、とても広大でございます。毎年、新任の騎士のうち幾人かが必ず迷子になるそうですから、リリーお嬢様もお気をつけください」

　ジェームズの説明も納得だ。これだけ広ければ、大人だって迷ってしまう。

「わかった、気をつける！」

「では、リリーお嬢様は私と手をつないでおきましょうか」

「うんっ」

「守衛に聞きましたら、アルベルト様は現在、第二訓練場で剣戟の指導にあたっているそうです。そちらにまいりましょう」

　クレアに差し出された手を取って、ジェームズを先頭にして歩きだす。

　歩行路に沿って進んでいたら、カーン、カーンという金属音が聞こえてきた。音のする方に目を向けると、広い訓練場の中で若手の騎士たちが剣をぶつけ合っているのが柵越しに見えた。

　ぶつかる刃と刃の音に、勇ましいかけ声。汗をほとばしらせながら、若い騎士たちは真剣そのものの様子で剣戟の訓練に取り組んでいた。

「わぁ、迫力満点ね！」

「こちらの第一訓練場は一番広く、合同訓練のほか、普段から若手騎士らが自主訓練等でよく使用しております。現在訓練しているのも、正式に任命される前の若い見習い騎士たちのようですね」

「うそ！　こんなに激しく打ち合ってるのに、みんな見習いなの!?」

「ええ。着用している揃いの訓練服にいまだ騎士団の紋章が入っていませんから、間違いないかと。それに、本物の騎士が剣を打ち合う気迫と迫力は、この比ではありません」

「え!?　そうなんだ!?」

　ジェームズの言葉にパチパチと目を瞬く。

（これ以上って、いったいどんななの!?）

「これから向かう第二訓練場は、主に高官の方たちが訓練に使用する小規模訓練場です。もしかすると、アルベルト様もそちらで剣を振るっておられるかもしれませんね」

「パパが剣を!?　わぁっ、早く見たーいっ！」

　気がはやり、ついつい踏み出す足にも力が入る。

「まぁまぁ、お嬢様。そんなに急いでは、私、息が上がってしまって……はぁ、ふぅ」

　クレアの手を引いてズンズンと進んでいたら、クレアが息を切れ切れにしながら訴えた。

　クレアはいつも身の回りをキチッと整えていて、とっても若々しい。だからつい忘れがちになるけれど、彼女の実年齢はもうおばあちゃん。

「あ！　ごめんね、クレア」

　リリーがハッとして足を止めると、クレアは荒くなった呼吸を整えながら優しげに目を細めた。

「いえいえ。それより、お嬢様はずいぶんアルベルト様と打ち解けられたご様子で。……うれしゅうございますわ」

「え？」

　感じ入ったようにクレアが口にした台詞に、リリーがコテンと首をかしげる。

「お嬢様は当初、アルベルト様を怖がっているようにお見受けしておりましたので、実は少し心配していたのです。アルベルト様はあの通り、終始険しくも見える表情を崩しません。昔から、初対面の女性や子供には怖がられ泣かれてしまうこともしばしばでした。ですが、私はアルベルト様の幼少期に養育係を務めておりましたので、彼あの方かたの優しいところも情に厚いところもよく知っており、老婆心ながらおふたりが心通じ合えていない状況を憂いていたのです」

「クレア……」

「ところが最近のおふたりの睦まじい様子を拝見し、すべて私の杞き憂ゆうであったのだとわかりました。ですのでお嬢様、これからは遠慮なくどんどんアルベルト様にワガママを言って、目いっぱい甘えてくださいませ！　アルベルト様には、お嬢様のかわいいワガママやおねだりがうれしくて仕方ないはずですわ！」

　斜め上をいくクレアの発言にリリーは目を丸くした。

「えーっ!?　ワガママやおねだりがうれしいなんて、そんなことってあるの？」

「ありますとも。かわいい娘にされるそれは、特別なんですよ。ねぇ、ジェームズ？」

「はははっ、たしかにそうですね。私の娘はとうに成人して自分の家庭を築いておりますが、やはり特別な存在ですね。さすがに、今はもうワガママやおねだりをされることはありませんが、それでも頼られればうれしいです。アルベルト様もきっと、思いは同じでしょう」

　クレアに水を向けられたジェームズは、柔和にうなずいて答えてくれた。

「そっかぁ。でもね、パパってわたしがしてほしいことや欲しい物、先回りで全部全部叶えてくれちゃうの。だから、パパにワガママやおねだりって、あんまりできないんだ。もしかしてパパって、本当は先読みの魔力でも持ってるのかな？」

「まぁ、ふふふっ。だとしたらそれは、リリーお嬢様限定の先読みの魔力ですわね」

　首をひねりながら疑問を口にしたリリーに、クレアは朗らかな笑い声をあげた。

　そうこうしているうちに、目の前に第二訓練場が見えてきた。第二訓練場は、雨の日でも訓練ができるように開閉式の屋根を備えたドーム状の造りになっていた。

「えー、これじゃあ中が見れないね」

　晴天の今日は屋根が開けられていたけれど、高い外壁が邪魔をして、場内の様子はうかがえない。

「壁が高いですからね。入り口まで行けば……あら？　ずいぶんと人が集まっておりますね」

　しかも、唯一中の様子が見られる入場口の前には、なぜか黒山の人だかりができていた。

（なんだろう？）

「わたし、ちょっと見てくるね！」

「あっ、お嬢様……!?」

　言うが早いか、リリーはクレアとつないでいた手をパッとほどき、お子様特権でみんなの足と足の間を縫って前へと進む。リリーはそのまま人垣の最前列に躍り出た。

　すると、場内ではアルベルトとバイアスが一対一で剣を構えていた。

「あ！　パ……っ」

　リリーは声をあげかけて、すぐにふたりから漂う痺れるような緊張感に気づいてのみ込む。ふたりを中心に、場内を肌を刺すようなピリピリと張りつめた空気が支配していた。

　入り口にひしめく人たちも、全員が固唾をのんでふたりを見つめていた。リリーも口をキュッと引き結んで見守った。

　その時、ずっと見合っていたバイアスが動いた。

　一気に間合いを詰め「ハッ！」というかけ声と共に、アルベルトに剣を振り下ろす。

（っ!!　パパが切られちゃう……っ！）

　あまりの速さと勢いに、リリーの心臓がキュウゥッと縮む。

　ところが、この後の展開はリリーの予想を大きく裏切る。

　アルベルトは打ち入れられた刃を軽く受けて横にそらすと、わずかに空いたバイアスの脇腹目がけて切り込む。

　バイアスはすんでのところでかわし、そのままふたりは幾度か剣をぶつけ合う。

　素人目にも、アルベルトが圧倒的な優勢に見えた。

　――キンッ、カキンッ!!

　目が追いつかないくらい、ふたりの剣さばきは速かった。

　なにより、刃と刃がぶつかってあがる音が、先ほど目にした見習い騎士らとは別物のように重い。リリーは手に汗握り、呼吸をするのも忘れて見入った。

（……不思議）

　体格だけでいえば、アルベルトの方がバイアスより上背もあって大柄だ。それなのに、アルベルトの方がずっと動きが軽いように感じた。

　太刀の動きの速さに少しだけ目が慣れてくると、剣戟についてなんにも知識のないリリーには、アルベルトの流れるような動作が、まるで舞でも踊っているみたいに見えた。

　――カーンッ！

　交えた剣をギリギリと押し合っていたアルベルトが、力でバイアスの剣を弾く。バイアスがうしろに一歩たたらを踏んだその隙に、アルベルトがバイアスの首を目がけて剣を突き入れる。

「きゃっ!!」

　リリーは直視に耐えきれず、反射的に目をつむる。鬼気迫るアルベルトの様子に、まさか本当にバイアスを打ち抜いてしまったんじゃないかと恐怖した。

　周囲の皆が息をのむのを気配で感じた。その後は、さっきまで剣と剣がぶつかり合っていたのが嘘のように、場内がシンッと静まり返った。

（……なに？　いったい、どうなったの!?）

　リリーはゴクリと喉を鳴らし、全身をこわばらせて立ちすくんだ。

　――カラン、カラーンッ。

　剣が地面にぶつかって響いた音にハッとして、ゆっくりと目を開く。

「ヒッ！」

　目にした瞬間、思わず悲鳴が漏れた。

　だけどひと呼吸置くと、段々と正しい理解が追いついてくる。

（……あ！　剣が寸止めされてる!!）

　剣を地面に落とし、両手を上げたバイアスの首……いや、正確には首にほんの薄皮一枚分だけ隙間を残し剣先が突きつけられていた。

（うそでしょう!?）

　あのスピードで突き入れた剣を、喉を突き刺すすれすれで止めるとは――！

「……なんていう神業」

　それはリリーの声だったのか、それとも周囲の誰かの声だったのか。とにかく、アルベルトが披露した尋常ではない剣技を前にして皆が圧倒されていた。

「降参ッス」

「勝負あったな」

　バイアスが両手を上げた体勢のまま静かに告げ、それにアルベルトが低く答えた。

　その瞬間に、ふたりの間にピンと張りつめていた緊張感が立ち消える。

　――ワァアアーッ！

　同時に周囲がドッと沸き、拍手喝かっ采さいとアルベルトの勝利、そしてふたりの健闘をたたえる声がそこかしこからあがる。

　リリーも初めて目にした気迫あふれる剣戟と、なにより脳裏に鮮烈に刻まれたアルベルトの雄姿に胸のドキドキが鳴りやまない。

「むむむ、今回はイケると思ったんッスけどね」

　肩をヒョイとすくめながら落ちた剣を拾うバイアスに、アルベルトが剣を鞘さやに収めながら言い放つ。

「俺に勝とうとは、十年早い」

「そうやって油断こいてると、そのうち痛い目を見るッスよ」

「ハッ！　望むところだ」

　先ほどまでの緊迫した切り合いが嘘みたいに、ふたりは軽口を言い合っていた。

　興奮と歓喜でいまだ胸がいっぱいのリリーは、まばゆいばかりのアルベルトの姿をジッと見つめたまま、なかなか動きだすことができなかった。

（あ、パパのところに……）

　リリーがやっと一歩を踏み出しかけたその時。すぐ横を女性騎士の集団が通り過ぎていく。

「あっ!?」

　その中のひとりと肩がぶつかって、リリーがよろめく。体勢をなんとか立てなおそうとしたけれど、叶わずにポテンッと尻もちをついてしまった。

（……今の、なに？）

　リリーは咄嗟のことに、目をパチパチとさせた。

「キャーッ!!　騎士団長、お見事です！」

「素晴らしい剣技にほれぼれいたしましたわ、お疲れさまでございます」

「どうぞ、こちら汗を拭くのにお使いください！」

「訓練後の疲労回復に効果的な飲み物です。よかったら飲んでください！」

　ハッと気づいた時には、先ほどの女性騎士たちがアルベルトを囲んでいた。

（ぇ、えぇえっ？　なにそれぇ！　わたしのこと押しのけておいて、それってひどくない？）

　地面に尻もちをついた衝撃と、今まさに駆け寄ろうとしていたアルベルトを先に取られてしまった悲しさで、リリーの目にじんわりと涙が滲む。

「ぅうっ」

　悔しさに唇を噛みしめながら、うつむいて目もとをぬぐう。

「ぅえぇっ……。わたしだってパパにお疲れさまって、すごかったって言いたかった。……パパは、わたしのパパなのに……っ、あっ!?」

　リリーがえぐえぐと嗚お咽えつ交じりにこぼしていたら、ヒョイッとウエストをすくうように持ち上げられた。

　そのまま逞しい腕に抱っこされ、鮮やかなグリーンの瞳とぶつかる。

「パパ……!!」

　ビックリして、一気に涙が引っ込んだ。ついさっきまで女性騎士たちに囲まれていたアルベルトが、いつの間にか目の前にいることに驚きが隠せない。

「……え？　あの子、今騎士団長のことを『パパ』って……」

「あ！　きっと、あの子が騎士団長が引き取ったっていう姪めい御ごさんよ！」

　みんなは、アルベルトが抱っこするリリーの正体にピンときたようだった。

　全員の目がリリーとアルベルト、ふたりに集中していた。

「リリー、娘の君からもらう『お疲れさま』と『すごかった』がなによりもうれしいよ。パパにとって一番の褒め言葉だ」

「……聞いてたの、パパ？」

　泣きべそで漏らしていた独り言を聞かれていた気恥ずかしさに頬が染まる。

「あぁ、剣戟中から君の視線には気づいていた。俺がもたもたせず、剣戟後すぐに来てやっていれば……すまなかった」

　ここでアルベルトが、女性騎士らの一団に絶対零度の眼差しを向ける。女性騎士たちは、憐れなほど震え上がっていた。

　それを見るに、リリーは女性騎士たちがちょっぴりふびんになった。彼女たちは興奮して突っ走ってしまっただけで、リリーとぶつかった騎士にしても悪気があったわけではない。

　なにより、入り口を塞ぐように立っていたリリーにも非はあるのだ。

「ううん、平気！　ちょっと驚いちゃっただけ！」

　ぎこちない笑顔を作って答えながら、リリーは急に心配になってくる。

「パパ、わたし、訓練中に来ちゃってごめんなさい」

　先ほどアルベルトは『剣戟中から君の視線には気づいていた』と言っていた。集中力が物を言う真剣勝負。その最中にひょっこりと現れて、集中するアルベルトの邪魔をしてしまったんじゃないか心配だった。

「なに。どんな時だってリリーの応援は一番の力になる」

「パパ……っ」

　剣戟訓練の直後だからだろうか、抱っこするアルベルトの腕とその瞳の温度がいつもよりちょっと高い。それにあてられて、なんだか無性にドキドキした。

　するとここで、アルベルトが頭を優しくなでながらリリーの耳もとに唇を寄せる。

「さぁリリー、パパに勝利のキスをしておくれ」

「えっ!?　……う、うん！」

　乞われるまま、同じ高さになったアルベルトの額にチュッと触れるだけのキスをする。たったこれだけのことだけど、一生分を振り絞るみたいな勇気がいった。

（ひぇ～ん、恥ずかしいっ）

　リリーのほっぺたは、リンゴみたいに真っ赤になっていた。

「ありがとう、リリー」

　アルベルトがお返しとばかりに、リリーの額に優しくキスを落とす。

（わっ！）

　アルベルトの唇が触れた部分が、ぽかぽかと熱を持つ。

　こそばゆくて、そわそわして、だけどそれ以上にいっぱいの幸せが胸を満たす。

「へへっ。パパもありがとう」

　リリーとアルベルトは、周囲の視線も、女性騎士たちの黄色い悲鳴もなんのその。しばし抱っこのまま見つめ合っていた。

「まぁまぁ。リリーお嬢様ったら、先に行ってしまわれて。心配いたしましたよ」

「クレア！　ジェームズ！」

　振り返るとふたりが人垣を割って、リリーたちのすぐ近くまで来ていた。

（そういえば、クレアの手を振りほどいて駆けだしちゃったんだった）

「ごめんね、ふたりとも！　わたし、またひとりで先に走っていっちゃって」

「いえいえ。しっかり手をつないでおかなかった私もうっかりしておりましたので。お嬢様に何事もなく、よかったですわ」

　アルベルトはふたりの姿を見て、首をひねりながら尋ねる。

「なるほど、リリーはふたりと一緒だったのか。ところで、今日は何用でここに来たのだ？」

「やだ、パパったら！　忘れ物に気づいていないの？」

「忘れ物？」

　アルベルトはリリーの言葉にもまだピンとこないようだった。

「私どもはアルベルト様がお忘れになった……ええっと、こちらの書類フォルダーをお届けに来たのですが」

「ん？　それは今日は使わなくなったから屋敷に置いてきたのだ」

　ジェームズが差し出す書類フォルダーを一瞥し、アルベルトはあっさりと口にした。

「ぇええっっ!?」

「あらまぁ！」

「なんと！　そうだったのですね!?　てっきりお忘れになったのだと……。いやはや、早とちりをしてしまい、申し訳ございません」

「なに、勘違いは誰にでもある」

　平謝りするジェームズにアルベルトは、気にするなというようにその肩をポンと叩いた。

「会議が中止になったから、この後時間がある。せっかく来たんだ、少し騎士団を見学してから帰るといい。案内しよう。……バイアス、すまんが後の訓練を頼んだ」

「了解ッス」

「わぁっ、うれしい！　パパ、またたまに忘れ物をしてね？　わたしたちが届けてあげる！」

　リリーがキュッと肩に抱きついてこんなふうに言ったら、アルベルトは一瞬虚を突かれたように目を丸くし、次いでフッと表情を緩ませた。

「それはいいな、スケジュールに空きがある時に検討しよう」

（……今、ほんの一瞬だったけど、パパが『フッ』と笑ったような気がする！）

　アルベルトに熱い眼差しを向けていた女性騎士たちも、『まさか!?』といった感じで、ざわついていた。

　偶然かな？と思いつつも、リリーはますますうれしくなった。

「パパ！　今日はとってもいい日よ！」

「ん？　そうか、それはよかった」

　アルベルトがリリーを抱っこしたまま訓練場を後にする。ジェームズとクレアもそれに続く。

「ねぇパパ。ここに来る途中ね、馬車の中でクレアたちにいろいろ聞いたの」

「ほう、いったいなにを聞いたんだ？」

「パパが小さい頃、どんなふうだったかを全部聞いたわ！」

「っ、おいクレア。いったいリリーになにを聞かせたんだ？」

　少し焦ったアルベルトの声にクスクスと笑みがこぼれる。

「……嘘だろう？　騎士団長が甘い。俺は夢でも見てるのか？」

「いや、たぶん夢じゃねえ。俺の目にも砂を吐きそうに甘い騎士団長の姿が映ってる」

「我が目が信じられん。冷酷無慈悲な氷の騎士団長がとろけそうだ……ってか、このギャップがいっそう怖えし！」

　普段とは百八十度も違うアルベルトの姿に、訓練場に残された面々は震え上がった。

「いえ！　むしろ、騎士団長のこのギャップがまた……！」

「ええ、逆に燃えるというものです！」

　ちなみに、一部の女性騎士はよくわからない炎をボーボーと燃やしていた。

（ふふふっ、ヘンなの）




　リリーにとって騎士団の見学は、驚きと感動の連続だった。

　そもそも、騎士団長から直々に説明を受けながら施設を巡るなど、娘特権がなければ実現し得ない大盤振る舞い。

「ねぇパパ、ほんとは騎士団の中って見学できないんでしょ？　わたしたちが入る時に、守衛さんに断られてる人がいたよ？」

「たしかに一般への開放はしていない。だが、リリーは俺の娘だから特別だ」

「そっか！　へへへっ」

　アルベルトがなにげなく口にした『特別』に、リリーは笑みを弾けさせた。

「さぁ、次は中央棟を案内しよう」

　最新鋭の設備を備える施設内は、リリーにとってはどこもかしこも新鮮で、アルベルトが淡々と語る騎士団の裏話にはギョッとしたり、おもしろくて噴き出しそうになったりした。

「おっと。すまんが、そろそろ時間だ。次の予定に向かわねばならん」

　楽しい時間はあっと言う間に過ぎて、アルベルトがトンッとリリーを地面に下ろす。

「パパ、午後のお仕事もがんばってね」

　リリーは聞き分けよくうなずいて、アルベルトに手を振った。

「気をつけて帰れよ」

「うん！」

　アルベルトとは正門の手前で別れ、ジェームズたちと馬車停めに向かった。

　帰りの馬車に乗り込んだリリーだったが、なかなか高揚は治まらなかった。

「リリーお嬢様は騎士団の見学がよほど楽しかったようですね」

「うん、すっごく楽しかった！」

「まぁっ。たしかに、普段とんと目にしない最新の設備ばかりでしたものね」

「そうだね……」

　アルベルトの案内で回った騎士団施設は、たしかに立派だった。だけど、リリーの心になにより鮮烈に印象を残したのはそれじゃない。

　リリーの胸をこんなにも騒がせるのは――。

（強くて優しくて、ほかの誰よりわたしのパパが一番素敵……ふぁあっ）

「あらあら、お疲れになったのですね。お嬢様、お屋敷に着いたら起こしますから、少しお休みになってください」

「……うん」

　流れるように剣を振るう勇ましい姿。

　リリーのことを優しく見つめるグリーンの瞳。

　そしてドキドキしながらアルベルトのおでこにしたキスと、そのお返しにもらったキスのぬくもり。

　これらを思い出しながら、リリーはカタカタと心地いい馬車の揺れに身を委ね、とても幸せな気分で夢の世界に旅立った。










第七章　悪魔の子、一転、救世主!?




　リリーに騎士団を案内した翌日は、公休だった。俺はたまの休日を、新聞を片手に居間でゆったりと過ごしていた。

　――ドンッ、ドンッ！

「アルベルト騎士団長はおられるかね!?」

　突然、玄関の方からけたたましくノッカーを叩く音と男の声があがった。

　……この声は、隣のクラビット伯爵か？　ずいぶんと激げっ昂こうしているようだが、いったい何事だ？

　新聞をテーブルに置くとソファから立ち上がり、早足で玄関に向かう。

「今日という今日は、もう我慢ならんぞ！　おたくの悪魔の娘がとんでもない悪さをしてくれた！」

　玄関先では、クラビット伯爵が仁王立ちになって対応に出たジェームズに食ってかかっていた。

　ジェームズを下がらせて、クラビット伯爵に向き合う。

「クラビット伯爵、続きは俺が直接聞かせてもらおう。いったい、なにがあったのだ？」

「なにがあっただと!?　今朝方、池の鯉こいに餌をやりに行ったら、池の水がスッカラカンに消えていたんだ！　鯉は死に、水草もすっかり乾ききっていた。こんな悪さをするのは、おたくの悪魔の娘しかおらん！」

　クラビット伯爵は端からリリーの仕業と決めつけ、声を荒らげた。

「待ってくれ。リリーがそんなことをするはずがない。そもそも、リリーがやったという証拠はあるのか？」

　初日に俺が言い含めてから、リリーは魔力遊びをしていない。なにより魔力うんぬんを別にしても、心根優しく素直な彼女が隣家の池の水を抜くような悪事を働くわけがないと、俺は確信していた。

「ハッ、親馬鹿も大概にしろ！　あんたは最近あの娘の養父となったから知らんのだ。娘はどこにいる!?　池の水を消した証拠はないが、どうせあの娘のことだ。今も碌ろくでもない悪さをして遊んでいるに違いない！　それこそが証拠だ！」

　なんという横暴な決めつけをするのか。ギリギリと歯噛みしつつ、こうまで言われて、むざむざ引き下がることはできない。

　クラビット伯爵が実際にリリーを見ても今と同じことが言えるか見物だな。

「リリーは養育係と一緒に裏庭でペットの散歩中だ。そうまで言うなら、自分の目で見てみたらいい。こっちだ」

　俺は低く告げると、リリーたちがいる屋敷裏手の庭へと続く歩行路をクラビット伯爵を先導して歩きだした。

「フン！　ぜひとも見せてもらおうじゃないか。こんな悪さ、おたくの娘以外にしやせんわ」

　クラビット伯爵は鼻息荒く吐き捨て、俺の後に続く。

　この時、俺の胸にはリリーを侮辱された憤りとは別に、不可解な思いが浮かんでいた。

「ところでクラビット伯爵、さっき池の水が消えていたと言っていたが」

「ああ、そうだ！　しかも、被害はうちだけじゃない！　うちの向かいとはす向かいの家でも同じように池や噴水の水がなくなっていたんだ！」

　歩きながら切り出すと、伯爵は俺の言葉途中でかぶせるように声高に主張した。

「同様の被害が三軒もだと……？」

　三軒の池の水がなくなるなど、普通ではない。本当にこれは、子供の悪戯で済むレベルの話なのか？

　俺は瞬時に近辺の地形と給水状況について思考を巡らせる。

　この付近は貴族邸宅が立ち並ぶ住宅地で、現在は完全な水道網が敷かれている。

　ただし、古い時代は地下からくみ上げて生活用水を賄っており、今も屋敷によっては水まきや、それこそ池や噴水といった庭の水回りに地下水を活用しているところも多い。要するにこの付近一帯の土地は、地中深くにいまだ水を蓄えているということだ。

「まったく。親なら甘やかすばかりでなく、しっかり――」

「もっと詳しく教えてくれ！　池の水は抜かれてなくなったのではないのか？」

　俺はクラビット伯爵の言葉尻を割って問いただす。

「な、なんだ急に？　抜かれた形跡がないのに、今朝見たら綺麗さっぱり水がなくなっていた。だからわしは、おたくの娘が魔力で悪さをしたに違いないと言っておるんだ！」

　ひどく嫌な予感がした。

「池の水はどうやって賄っていた？」

「ん？　地下水を循環させておったぞ。もっとも、悪戯されてからは循環機能もやられてしまったのか、水が出てこなくなってしまったがな」

「水が出なくなっただと!?　ほかの二軒もか!?」

「おそらくそうだと思うが……。おい、それがなんだというんだ？」

　……なんということだ。

　だとすると、本当に消えたのは池の水ではなく、ここら一帯の地中深くに蓄えられていた地下水なのではないか!?

　脳裏をよぎった最悪の可能性に、身の内にゾワリとした寒気が走る。

　……いや、早まるな。まだ、なにも確証はないのだ。

　なんとか自分に言い聞かせるも、裏庭に向かう足取りは自然と速くなっていた。

「お、おい？　待て！」

　俺のうしろでクラビット伯爵が息せき切っていたが、気にする余裕はなかった。

　リリーはどこだ？

　裏庭にたどり着き、リリーの姿を探して視線を巡らせたら、しゃがみ込んで地面に人さし指をちょんと立てたリリーの姿を捉える。なぜか脇には、怯えた様子の薄茶色のフェレットがいた。

　……いったい、なにをしているんだ？

「リ――」

　――バキバキバキバキッッ!!

　俺が声をかけようとしたまさにその瞬間、けたたましい爆音と共に地面が裂ける。

　なんと、リリーの指が触れた部分から盛大な地割れが起こっていた。

「きゃああ!?」

「リリー――!!」

　今にも地中の裂け目にのみ込まれそうなリリーを目にし、考えるよりも先に駆けだしていた。

　伸ばした腕にリリーの体を抱きしめた直後、無情にも足もとの地面が崩落する。

「っ、パパっ!!」

「クッ!!」

　土を踏みしめる感触を失った俺は、リリーを抱くのと逆の手で咄嗟に断崖を掴むが、ふたり分の重みを支えきれずにボロリと崩れてしまう。

　それ以上はなす術がなく、せめてリリーを守るようにきつく胸に抱き、地中深くに続く裂け目に吸い込まれていった――。




＊　＊　＊




　時間は少しさかのぼる。

　朝食を食べ終えた後、リリーはベルとクレアと一緒に裏庭にやって来ていた。

　前はよく、ベルとふたりだけでお散歩していたけれど、五日前のボヤ騒ぎ以後は必ず使用人の誰かと一緒に来るようになった。

　わざわざ燃えやすいように細工した松明を持ち込んで、火をつけられたとあっては、アルベルトや使用人たちが警戒を強めるのも当然だ。

　調査の結果、犯行に使われた松明は、屋敷の庭十カ所のトーチ台に置いていたうちの一本だとわかったが、内部の犯行か、外部からの犯行かは不明のままだ。しかし、アルベルトは外部からの犯行を確信している。それは、使用人たちを信用しているからというのもあるし、秘密の出入り口の存在があきらかになったのも大きい。

　実はこの出入り口、アルベルトが屋敷で過ごしていた子供時代にはなかったもの。アーチ状にポッカリくりぬけた生け垣を前にして、アルベルトは愕がく然ぜんとしながら『迂闊だった』とこぼしていた。もちろん、彼の指示でこの出入り口は早急に塞がれた。

（それにしたって、いったい誰がこんなことしたんだろう？）

　声を大にしては言えないが、ゲームのシナリオ通りに事が進んでいたら、これをしたのは闇魔力に傾倒した極悪幼女のリリーのはずなのだ。

（……うーん。謎だ）

「今日はいいお天気でございますね」

　クレアに話しかけられて、束の間の考えごとから意識を今に戻す。

「うんっ、ぽかぽかで気持ちいい～！　パパも来ればよかったのにね」

「きっと、新聞を読み終えたらいらっしゃいますよ……あ、いたた」

　突然、横を歩いていたクレアが足を止め、右膝に手をあてて小さく声をあげた。

「クレア、どうしたの？」

　リリーも足を止めて、クレアに尋ねる。

「いえ、最近は膝の調子が思わしくなくて。たいしたことはありませんので、気になさらないでください。さぁ、まいりましょう」

　クレアはそう言って微笑み、リリーの背中をそっと促した。

「ううん、痛い時は無理しちゃダメ！　クレアはそこのベンチで座って休んでて？」

　言うが早いか、リリーはクレアの手を引いて奥の木陰に設置されたベンチに向かう。

「すみません。気を使わせてしまって」

　クレアはベンチに腰を下ろすと、ホッとしたような表情を浮かべた。やはり、言葉とは裏腹にかなり膝の調子が悪かったのだろう。

「ううん！　わたし、ベルと遊んでくるから、クレアはここでゆっくりしててね！」

「ですがお嬢様、最近は物騒な事件があったばかりですから、あまり目の届かないところには……」

「少しくらい平気だよ！　ちょっとだけベルと向こうで遊んだら、またすぐ戻ってくるからね！」

　心配そうな顔をするクレアに笑顔で言い残し、リリーはベルとふたりで駆けだした。

「クレア、大丈夫かな？　昨日、騎士団でずいぶん長く歩いたもんね」

《なに、そなたが今のように気遣い、無理をさせなければじきによくなるじゃろ》

「うん、そうだね！」

　リリーとベルは、美しく整えられた草木を眺めながら、広い裏庭を進んでいった。

　――カサカサッ。

　その時、背後の植木が不自然に葉を揺らす。

　不思議に思ったリリーが振り返ると、真っ黒い影が木の幹と幹の間をサーッと縫うようにして駆けていくのが見えた。

「今のなに？」

　いぶかしんでそう口にしたものの、動物にしては不可解なくらいまったく足音がしなかった。では、鳥かといえば羽音もいっさい立たなかった。

　黒い影は、まるで地面の上をすべるようにいなくなったのだ。

「ねぇベル、今なんか黒い影が通り過ぎていかなかった？」

　リリーが視線を戻しながら尋ねたら、ベルは集中した様子で目の前を飛ぶ蝶々に前足でネコパンチを繰り出していた。

《ん？　なにか言ったか？》

「……ううん、なんでもない。今のはたぶんわたしの気のせいだと思う」

　最初の日、ベルは《わしにネコのふりなど、果たしてできるじゃろうか》と言った。しかし十日間一緒に暮らし、リリーは確信していた。その生態は、まんまネコと言って差し支えないと。

「ねぇベル、向こうの端まで競走しない？」

　リリーは気を取りなおし、ベルにかけっこの勝負を持ちかけた。

《よしきた！》

「じゃあ、あの太い木の下がゴールよ。よーい、どん！」

　スタートを告げた瞬間、ベルがトンッと地面を蹴って、一気にリリーの前に躍り出る。

「あー、ベルってば速いよぉ～！」

《これは競走じゃからな。真剣勝負じゃ》

「え～！」

　ベルは幼女相手にもいっさい手加減なしだ。リリーは必死でベルのうしろを追いかけた。

　がんばって足を動かすが、ベルとの距離は広がるばかり。

（……ぅええ、ダメだぁ。もう息が限界だよ）

　息が切れ、ついにリリーは足を止めた。前方を見ると、ベルはすでにゴールにたどり着き、得意げな様子でくるんと体を丸めていた。

　――ガサガサ。

　その時、横の茂みが不自然に揺れた。

（なんだろう？）

　直後、二匹のフェレットが茂みから飛び出してくる。

「わぁっ、これパパの図鑑で見たフェレットだよね!?　かわいい！」

　リリーがすぐにフェレットだとわかったのは、アルベルトに買ってもらった動物図鑑で見たばかりだったから。かわいらしい姿に、リリーの目は釘づけになった。

　二匹が追いかけっこで遊ぶ様子を、リリーはニコニコと見つめていた。

　ところが、すぐに様子がおかしいことに気づく。どうやら、ひと回り体が大きいグレーのフェレットが、目の上にまろ眉みたいな模様が入った薄茶色のフェレットを一方的に威い嚇かくして追いかけ回しているようだった。

　さらに、よくよく見てみると薄茶色のフェレットは、首から出血していた。

（あれ、グレーの子に噛まれちゃったんだ！）

　こうなれば、見過ごすことなどできない。

「グレーのフェレットさん、いじめちゃダメだよ！」

　リリーが薄茶色のフェレットをかばうように前に出ると、グレーのフェレットはいったん追いかけるのをやめた。だけど、低い唸り声をあげながら執しつ拗ように薄茶色のフェレットを狙っていた。

（どうしよう!?　このままじゃ、薄茶色の子がやられちゃう！）

　そうこうしているうちに、グレーのフェレットがジリジリと距離を詰め始めた。

（……そうだ！）

　リリーはピンとひらめいた。

（今だけちょこっと地面に亀裂を入れて、二匹の間を分断しちゃおう！　そうしたらグレーの子も、追ってこられないはず！）

「土の魔粒子さん！」

　いい案を思いついたとばかりに、リリーはさっそくしゃがみ込み、土の魔粒子を呼ぶ。

《なんだい嬢ちゃん》

「わたしたちと、あのグレーのフェレットさんとの間にちょっとだけ裂け目を作ってほしいの」

《いや、嬢ちゃん。今、地面に裂け目を入れるのはよくない》

　いつもリリーの言葉に気さくに応じてくれるダンディーな土の魔粒子が、この日はなぜか表情を険しくした。

「えー？」

（なんで……あ。もしかすると土の魔粒子さんは、わたしがパパから魔力の使用を止められているのを知っていて、心配してくれているのかも）

　土の魔粒子の助言を、リリーはこんなふうに納得した。

　その時だ。グレーのフェレットが一度体勢を低くしたかと思うと、薄茶色のフェレット目がけてピョーンと跳躍する。

「わぁ、大変！　土の魔粒子さん、今はとにかくお願い！　えいっ！」

　リリーは土の魔粒子の先の忠告を無視し、咄嗟に『お願い』のひと言を口にした。物心ついた時からリリーと魔粒子のみんなの間では、『お願い』の一語が実行に移ってもらうための合図。

　普段なら、まずこんな強引な頼み方はしない。だけど、今は緊急事態だ！

　直後に、リリーが『えいっ』と人さし指を立てた部分から、盛大に地面が割れていく。

　――バキバキバキバキッッ!!

「きゃああ!?」

（なに？　いったい、なにが起こってるの!?）

　リリーは『ちょっとだけ裂け目を作って』とお願いした。それが、どうしてこんなことになっているのかと混乱した。

　割れた部分から容赦なく地面が崩れ、ガラガラと音を立てて地中深くにのみ込まれていく。しかも崩落は、見る間に周囲へとその範囲を広げていく。

　リリーの足もとも崩れ始めていた。

　ベルが庭の向こうから必死な様子でなにかを叫んでいたけれど、リリーはほとんど思考停止の状態になってしまっており、その言葉は意味あるものとして認識できなかった。

　同様に、リリーの足も突然の事態に固まってしまい、逃げなくちゃとわかっているのにちっとも動いてくれなかった。

「リリー――!!」

（え？　……パパ？）

　ベルの必死の呼びかけはどこか遠くに聞こえていたのに、なぜかアルベルトの声はリリーの脳裏に鮮明に響き渡った。

　ついに足もとの地面が割れ、地中の裂け目にのみ込まれる瞬間、リリーは駆けてきたアルベルトの腕に抱きしめられた。

「っ、パパっ!!」

「クッ!!」

　アルベルトの腕越しに、ほど近い場所で同じように身動きが取れないでいた薄茶色のフェレットの首を、グレーのフェレットがくわえて飛んでいくのが見えた。グレーのフェレットは見事な跳躍で、崩落を免れている遠くの地面に降り立った。

（よかった。あんなに喧嘩してたのに、薄茶色の子を助けてあげたのね。でも、もう喧嘩はしちゃダメだよ）

　二匹の無事を喜ばしく見上げていたのも束の間、リリーはアルベルトの胸に抱かれて地中の裂け目にのみ込まれていった。




　大量の土と一緒に地中の裂け目にのみ込まれたリリーたちは、現在、深さにして十メートル、広さ二十メートル四方はあろうかという空洞にいた。

　地中にありながらこの空間が明るいのは、頭上から太陽が差し込んでいるからだ。見上げると、長さ十メートル、幅三メートルほどの裂け目から青空が覗いていた。

（わたしたち、あの裂け目から落っこちたのね）

　割れた地面を地中から恨めしく見上げながら、リリーは内心で特大のため息をついた。

　その時、クラビット伯爵の叱責がキーンと響いてリリーの耳を直撃する。

「やはりわしの言った通りだ！　この悪魔の娘が！　そもそもはアルベルト騎士団長、あんたがこの娘を野放しにしておるのが悪い！　どう責任を取るつもりだ!?」

　思わず、リリーの肩がビクンと跳ねた。

　ただでさえ伯爵の声は大きいのに、地下空洞は音がよく反響する。しかも、ここまでリリーは伯爵に何度も謝罪を繰り返していた。しかし、彼の怒りは静まらない。

（……ぅうううう）

　自分が怒られるのは仕方ない。だけど、自分のせいでアルベルトがこんな言われ方をしてしまうのが、リリーはとても苦しかった。

　そして、アルベルトもリリーの悪事に腹を立てているのだろう。眉間にクッキリと縦皺を寄せ、唇を真一文字に結び、非常に険しい顔をしていた。

（うっ、ぅううっっ……。過去最高くらいに、パパが怖いよ）

　リリーは迫る死亡エンドの足音に身震いした。

　ちなみに、崩落に巻き込まれたあの時、リリーはアルベルトの腕の中で咄嗟に風の魔粒子に協力をお願いした。そうして落下の衝撃を和らげてもらい、十メートルもの崩落にあいながら事なきを得たのだ。みんなの協力で一応の安全を確保し、リリーが安堵に胸をなで下ろしたのも束の間、樽たるのようなお腹をした隣家のクラビット伯爵まで一緒に落っこちているのを知った時は心底げんなりした。

　案の定、クラビット伯爵は意識を取り戻すや激昂のまま糾弾を始め、こうして今もガミガミ怒鳴り散らしているというわけだ。

「わしはたしかにこの目で見た！　この娘が指をあてた場所から地割れが起こったんだから、言い逃れはできんぞ！」

　そうなのだ。たしかに、リリーが崩落の原因になったのは間違いない。

　だが、リリーはほんのちょっと裂け目を入れるだけのつもりだった。それがなぜ、こんなに大きく地面が裂けて、崩落まで起こってしまったのか。

（うーん、わからない）

「聞いておるのか!?　父子揃って上の空とは何事か！」

「クラビット伯爵。リリーが魔力を使ったことについては、本当にすまない。だが、その魔力と現在我々が置かれた状況は、切り離して考えてくれ。この規模の崩落は、あきらかにおかしい！　状況は、貴殿が思う以上に逼ひっ迫ぱくしている！」

「ハッ！　娘の悪さを棚に上げ、なにをふざけたことを！　片腹痛いわ！」

　クラビット伯爵は聞く耳を持とうとしないが、リリーはアルベルトの言葉にハッとした。

「パパ、それってもしかして、この辺りの地下がおかしいってこと？」

「ああ、そうだ。崩落に巻き込まれながらこうして助かったことは喜ばしいが、そもそも地下にこんなに広い空間があること自体が異常だ」

　ふいにリリーの脳裏に前世で見たニュースの話題が浮かんだ。

　それは鉄道の工事で地下水を引いたら、それまでなんともなかった地上で地盤沈下が起こったという報道だった。

（もしかして、これも同じなんじゃ……!?）

　地下の空洞化の可能性に思い至り、リリーの喉がゴクリと鳴った。

「おい、どういうことだ？」

　クラビット伯爵はわからないというように首をひねった。

「おそらく、なくなったのは池の水ではなく地下水。なにがしかの原因でこの一帯の地下に蓄えられていたたまり水がなくなったのだ」

「なっ!?　それで池に新たに水を循環させようにも、うまくいかなかったのか！」

　クラビット伯爵も、合点したようにうなずいた。

「すでに事は、池どうこうの問題ではない。早急になんらかの手を打たねば、ここら一帯の地盤がポッカリ空いた地下空間に引きずられ沈下してしまう」

「なんだと!?」

　アルベルトの続く言葉で、クラビット伯爵の顔が青ざめる。どうやら、やっと事態の深刻さに思い至ったようだった。

（あぁ、そっか。あの時、土の魔粒子さんは崩落の危険を知っていて、わたしを止めようとしてくれたんだ）

　それなのに、リリーは目先のことにばかりが気になって、強引にお願いをしてしまった。

（ごめんね、土の魔粒子さん）

　リリーが拳を握りしめ心の中で謝ると、周囲の土の魔粒子が彼女にだけ見えるようにポポポッと発光して応えてくれた。それは落ち込む彼女を慰めるみたいな、優しい光り方だった。

《ほぅ。青二才のくせに、なかなか頭が回りよる》

　うしろから、トンッという着地音と共にベルの声があがる。

「ベル！　来てくれたの!?」

《ん？　後から行くから、ひとまず風の魔粒子に落下の衝撃だけ和らげてもらえと伝えてあったじゃろうが》

「あ、そうだったね！」

（あの時、ベルが必死に伝えようとしてくれていたのは、これだったのね！）

《本当は、すぐに下りてきてやろうと思ったのじゃが、あのおっさんのがなり声があまりにわずらわしかったのでな。静かになるまで、上で少し待っておったわ》

　ベルはリリーのすぐ隣に歩み寄ると、すっかり顔色をなくして震え上がるクラビット伯爵を一瞥し、軽い調子で告げた。

「わかるよ。わたしもまだ耳がキーンとしてる」

　苦笑しながら、ベルにだけ聞こえるように声を潜めて同意する。

「ベル、ありがとう。来てくれて、すごく心強いよ！」

《まぁ、そうであろうな》

　リリーとベルがコソコソと話をしていると、憔しょう悴すいしきったクラビット伯爵がくずおれ、アルベルトが慌てて介抱にあたる。

「ねぇベル、さっきパパに《頭が回りよる》って言ってたよね。それって、このままじゃ周辺一帯が地盤沈下して住めなくなっちゃうってこと？」

　ふたりを横目に、リリーはさらにベルに尋ねる。

《地下水がゴッソリなくなったことで、ここら一帯の地下に似たような空洞が点在しておるからな。このままなにも手を打たなければ、遠からずそうなるじゃろうよ》

「やっぱり。どうしよう……」

《なに。そんなのは、そなたが手を打てばいいだけのこと》

「え!?　わたしが!?」

　ギョッとして見ると、ベルはさも当然といった様子で続ける。

《魔粒子らに、この空間の修復を頼めばよかろう》

「それって、土の魔粒子さんにお願いすればいいのかな？」

《空間の修復は、土の魔粒子だけでは荷が重い。ここはそなたの光魔力の出番じゃ》

　……光魔力。それは混合魔力の一種で、古の禁忌――。

　ベルは簡単に言うけれど、アルベルトの前でこれを使うのは死亡エンドに直結する。

　しかし、このまま手をこ招いて見ていては地盤沈下が起こり、近隣の住民が甚大な被害をこうむることになる。命を落とす人だって、出るかもしれない。

（混合魔力を使って、パパに殺されちゃうのはもちろん嫌。でも、パパや近所の人たちが苦しんだり、命を落とすのだって絶対に嫌――！）

「わかった、やってみる！　……魔粒子のみんな集まって！」

「おいリリー!?　なにをするつもりだ!?」

　スックと立ち上がり高らかに叫ぶリリーに、クラビット伯爵を介抱していたアルベルトが驚いたように声を張る。

「大丈夫よ、パパ！　わたしに任せて！」

　リリーの呼びかけで、火、水、土、風、四属性の魔粒子がいっせいに集まってくる。リリーはアルベルトから目線を逸らし、魔粒子のみんなに向きなおる。

《なぁにお嬢ちゃん》

《どうした？》

《今度はなんだい？》

《なにかしら？》

「みんなにお願いがあるの。だけどその前に、土の魔粒子さん。さっきは止めてくれたのに無視しちゃってごめんね」

　リリーはお願いするより前に、まず土の魔粒子に謝罪を伝えた。

《なに、俺も言葉足らずだった。それに嬢ちゃんはフェレットを助けてやろうと急いでいたんだ。あの状況では仕方ない》

　ダンディーな土の魔粒子はリリーを責めず、男前に答えた。

「風の魔粒子さんは、クッションになってくれてありがとうね」

《そのくらいはお安い御用よ》

　風の魔粒子も、気さくに応じてくれた。

《それで、オイラたちはなにをしたらいいんだ？》

　水の魔粒子がふわりと浮遊しながら問う。

「うん。みんなの力で、ここの空間を修復してほしいの」

《了解！》

　このひと言だけで、みんなは全部理解してくれたようで、力強く発光しながら広げたリリーの腕の中に飛び込んでくる。

　リリーは魔粒子のみんなをギューッと抱きしめてひとまとめにすると、両手でこねこねと捏ね始める。

　……こねこね。ねりねり。

　魔粒子のみんなを混ぜていると、不思議なことに心の内側からぽかぽかと温かになってくる。

　アルベルトたちは混合魔力をダメなものと考えているから声を大にしては言えないが、リリーは魔粒子のみんなとひとつになるこの感じが大好きだった。

「あ、そうだ！　みんなに頼みたいことがあるの。実は――」

　こねこねする手を休めないまま、リリーがふいになにかひらめいた様子で、魔粒子のみんなに語りかけた。リリーの『頼みたいこと』は、今は空洞を固い土で埋めてもらうが、もし長い年月をかけて周囲の地下水脈から水が染み出てきたら、その時はまた地上で水をくめるようにしてほしいということだった。

「また地下水が使えたら、きっとみんな助かると思うんだ！」

《ちょっと気が遠くなるような話ね。でも、いいわよ》

《オイラたちに寿命はないからな》

《気長にこの地を見守っていくさ》

　途方もなく遠い未来を想定したリリーの話に、魔粒子たちは一様に驚いた様子だったが、すぐに快い返事をくれた。

　そうこうしているうち、リリーの手の中では赤、青、黄、緑、四色の魔力が混ざり合い、白く発光する新しい魔力ができあがっていた。

（よしっ！　綺麗に混ざった!!）

「みんな、お願い！　えいっ！」

　リリーは両手を広げて白い光になったみんなを解放する。

　みんなはいっせいに飛んでいって、あたりを真っ白な光のベールで覆う。

　キラキラ。ふわふわ。

「うわぁ～、綺麗！　……あれ、いっぱい魔力を使ったからかなぁ。なんだか眠くなってきちゃった」

　魔力の放出に加え、これで地盤沈下の心配がなくなり、気が緩んだのもあるだろう。リリーのまぶたが、とろんと重くなってくる。

　リリーはまばゆい光をまとったまま、コシコシとまぶたをこすった。それは、彼女がなした神がかり的な行いとは到底結びつかない、なんとも幼げな仕草だった。

　アルベルトはクラビット伯爵の背中を支えたまま、リリーのことをまぶしいものでも見るように眺めていた。ベルはリリーの足もとで、まるで自分の手柄であるかのように、得意げな顔をしていた。

　それらを狭くなってきた視界に映しながら、リリーは強い眠気に抗いきれなくなって、まぶたを閉じた。

　眠りに落ちる直前に、伯爵を放り出したアルベルトが、ガッシリと抱き留めてくれたのを感じた。




　気づいた時、リリーは自室のベッドに寝かされていた。

（……あれ？　わたし、どうしたんだっけ？）

　部屋の窓からは、西に位置を低くしたオレンジ色の夕日が差し込んでいた。

「ベル？」

　キョロキョロと室内を見回すが、定位置になっているクッションにベルの姿はなかった。

（どこにいっちゃったんだろう……）

　ベッドを下りて部屋を出ると、階段の下から聞き覚えのある声がした。

「いやぁ～！　リリーちゃんは、この地を地盤沈下から救ってくれた救世主だ！　いやはやアルベルト騎士団長、あなたの日頃の教育がいいのだろうなぁ。とにかく、実にお手柄だった！」

　リリーが吹き抜けになっている二階の階段ホールから覗き込むと、予想した通りクラビット伯爵が樽のようなお腹を揺らしながら玄関にいた。ただし、崩落した時の激昂ぶりからは想像できない満面の笑みを浮かべて。

　その向かいにはアルベルトがいて、直接伯爵の応対にあたっていた。

（……あぁ、そうだった）

　リリーは崩落した先で空洞化した地下空間を埋めるため、アルベルトの前で光魔力を使ってしまったのだ。

　意識をなくす前の状況をすべて思い出した彼女は、しゅんっと肩を落とした。

（言いつけを破っちゃって、パパは怒ってるかな……）

「これはわしから気持ちばかりだが、受け取ってくれ！　そしてこっちは地元自治会と、近所の家々からだ！　今回の経緯を話したら、どの家からもリリーちゃんにお礼の品を届けてくれと頼まれてしまい、断るに断れんでなぁ」

　気落ちするリリーをよそに、クラビット伯爵はアルベルトを前にして饒舌だった。しかも伯爵は、ずいぶんとあちこちに吹聴して回っているようだ。

　どちらにせよ、彼の変わり身には驚きを通り越して、ただただ唖あ然ぜんとしてしまう。

　その時、アルベルトがふいに二階のリリーを仰ぎ見た。

「リリー！　目が覚めたのか！」

「う、うん。今、起きたところ」

　リリーに気づいたアルベルトは、即座に伯爵に断りを入れ、続きの応対をジェームズに任せた。そのまま、足早にリリーがいる二階へと階段を上がってくる。

「おぉおぉ、リリーちゃん。なに、わしは初めから君のことをただ者ではないと思っていたんだ。事実、君はほかの魔力持ちの者たちとは一線を画している！　いやいや、実に素晴らしい活躍だった！」

　リリーはキラキラとした目で見上げてくる伯爵に会釈で応え、二階に上がってきたアルベルトに促されて子供部屋に入った。

　伯爵は残念そうではあったが、とくに異論は唱えなかった。

　子供部屋でリリーは、アルベルトとベッドに並んで座った。リリーは約束を破って魔力を使ってしまった気まずさから、アルベルトの顔が直視できなくてうつむいていた。

「体調はどうだ？」

　やわらかな声で問われ、そっと目線を上げる。

　アルベルトの反応にビクビクしていたリリーだったが、怒っているようには見えなかった。むしろ、彼の眼差しは優しかった。

「平気よ」

「そうか、それはよかった」

　アルベルトはホッとしたようにひと息つくと、窓の方にスッと目線を向けた。

　なんとなく、アルベルトの目が実際の景色とは違うものを見ているような気がして、リリーは心配になって思わず声をかける。

「パパ？　どうしたの？　……もしかして、具合が悪い？　それとも、久しぶりのお休みにいろいろあったから、疲れちゃった？」

「いや、そうではない。地下で真っ白な魔力を腕に抱いた君の姿を思い出していたんだ」

　アルベルトの言葉にギクリとした。

　かつて使用人たちは、魔力遊びを目にするたび、リリーのことを『気味の悪い娘』とののしった。アルベルトも気味悪く感じたんじゃないかと思い、胸が苦しくなった。

「ごめんねパパ！　気味が悪かったでしょう」

「逆だ」

　慌てて言い募ると、アルベルトは緩く首を振る。

「え？」

「魔力を自在に操る君の姿があまりに神こう々ごうしく、目に焼きついて離れない。魔力とは、あんなに美しいものだったんだな」

　予想外の言葉に、リリーはパチパチと瞬きを繰り返す。

　そんな彼女の様子を、アルベルトはまぶしいものでも前にしたみたいに目を細くして見つめ、ゆっくりと口を開く。

「なぁ、リリー。君が意識を失った後の光景は、まるで奇跡のようだったんだ」

「……え？」

「地下空間が真っ白な光に包まれたと思ったら、崩落した地面が俺たちをのせて徐々に隆起していったんだ。そして俺たちが地上に戻った後、白い光はスーッと引いた。驚くべきことに、地上に立った俺たちの足もとに、地割れの形跡はいっさいなかった」

「そうだったんだ。よかった！」

（魔粒子のみんな、ありがとう……！）

　心の中で感謝を告げたら、周囲を浮遊するみんながリリーにだけわかるようにポポッと光って応えてくれた。

「そうだ！　地下の空洞はどうなったのかな？」

「それも問題ない。あの後、すぐに地元自治会の協力を得て、ドリルの形状をしたスクリューを用い土の硬さや締まり具合を調べたが、地中の空洞化は完璧に解消されているそうだ。それどころか、もとより地盤が盤石になっているのが数値でも証明された。これで住民は今後も安心して暮らせる。伯爵の言葉じゃないが、リリーは正しくこの地を救った救世主だな」

「結果的にはそうなったけど……。だけどわたし、パパの言いつけを破って土の魔力を使っちゃったの。それで地面があんなことに……パパは、怒ってない？」

　おそるおそる尋ねると、アルベルトが右手を持ち上げる。リリーは一瞬ビクッとしたけれど、アルベルトはその手でそっと彼女の頬を包み込んだ。

（……え？）

　優しく細められたグリーンの瞳と温かな手のひらの感触に驚いて目を見張る。

「怒ってなどいない。それに、最初の土の魔力とて己の欲望を満たすためではなく、フェレットを助けるために使ったのだろう？」

「知ってたの？」

「状況からそう思ったんだが、違ったか？」

　真ん丸に見開いた目の奥がジンッと熱を帯びる。

（なんで？　どうしてパパはわたしのこと、こんなに全部お見通しなの？）

「……違わない。追いかけられてたフェレットさんを助けてあげたくて、ちょこっとだけ地面に裂け目を作ろうとしたの」

「そうだったか」

　アルベルトは頬を包むのと逆の手をリリーの背中に回す。

「それなのに地面があんなに大きく崩れちゃって……っ、本当はすごく怖かった!!」

　穏やかな雰囲気のアルベルトを前にして、心の中でピンと張っていた糸が切れた。リリーが叫ぶように伝えたら、アルベルトは彼女の背中に回した腕にグッと力をこめた。

　すっぽりと包み込まれるみたいな安心感に、ここまでなんとかこらえていた涙がひと滴しずくホロリとこぼれた。

「少しだけのつもりがあんな崩落になってしまったら、さぞ恐ろしかっただろう。それなのによく、咄嗟に落下の衝撃から守ってくれたな」

「パパ……っ！」

「本当は、五日前のボヤの時から疑問に感じていた。そもそも魔力の使用は、控えるべきものなのか。日常の中で、あたり前に使ってはいけないのかと。だが、今日の君を見て答えが出た。リリーの魔力は、リリーだけの誇るべき力だ。その力は、君の裁量で有益に使えばいいんだ。ボヤの時も今日も、よくやってくれた。お手柄だったな」

　アルベルトはリリーを胸に抱き、言葉の最後をこんなふうに締めくくった。

　魔力を容認し、あまつさえ彼女の行動に労いの言葉まで……。耳にしたリリーの胸が、苦しいくらいに熱くなる。

「……わたしのパパが、パパでよかった」

　自然とこんな言葉が口を衝いて出ていた。

　アルベルトは目を見張り、次いでスッと細くした。

　細められた目と、わずかに上がった口角。もともとあまり表情を動かさないアルベルトだから、今も目に見える変化はこのくらい。けれど、アルベルトの醸す空気がとても温かく感じるのは、けっしてリリーの思い違いではない。

「俺もだ。君のパパになれてよかった。リリー、君は自慢の娘だ」

　耳にした瞬間、リリーの目尻から熱い滴りがポロポロと頬を伝う。

「……っ」

「おい、リリー？　なにを泣くんだ」

　なぜか勝手に涙があふれて止まらない。

　アルベルトが慌ててぬぐってくれるけど、涙は後から後からこぼれて拭き取るのが追いつかなかった。

「……ふむ」

　アルベルトは途中でぬぐうのをあきらめてリリーを抱き上げると、頭を自分の胸にもたれさせる。そのままあふれる涙を自分の胸に吸わせながら、赤ん坊にするように、ゆらゆらとあやし始める。

　リリーはアルベルトのぬくもりに包まれて、規則正しく刻む胸の鼓動に耳を傾けていた。

　どのくらいそうしていただろう。涙が引いたリリーが、アルベルトの胸から顔を上げる。すると、宝石みたいなグリーンの瞳とぶつかった。

（わっ！　パパの目、とっても綺麗。吸い込まれちゃいそう……っ）

　その瞳の鮮やかさが、リリーを無性にドキドキさせた。

　アルベルトはリリーをそっと腕から下ろすと、頭をポンポンとしながら口を開いた。

「リリー、夕食まで少し間がある。一緒にお茶でも飲まないか？」

「うんっ！」

　アルベルトからのうれしすぎるお誘いに、一も二もなくうなずいた。

　リリーがアルベルトと部屋を出ようとしたその時、窓から室内にトンッと降り立つ音がした。

　振り返って見ると、ベルが外から戻ってきていた。

「おかえり、ベル。どこに行ってたの？」

《……うむ。ちょっと庭にな》

　答えるベルの歯切れは、どことなく悪い。尻尾もへちょんと垂れ下がっているように感じる。

　リリーは慌てて駆け寄って、首のうしろをなでながら声を潜めて聞いた。

「もしかして裏庭に行ってたの？　地盤は前より強固になって、もう安心だってパパから聞いたけど、なにか心配事でもあるの？」

《いやな、地下深くのたまり水が急に涸かれて空洞化まで起こるというのは些いささかおかしいと思ったんじゃが……結局、ようわからんかった。なに、わしの気の回しすぎかもしれん》

　ベルはこんなふうに締めくくった。ベル自身、釈然とはしないがやむなし、といった態度なのは、彼がいまだ本調子になっていないからだろう。

「う～ん。たしかに、前の日までお水がくめてたんだもんね……」

　おかしな話ではあるが、ベルがわからなかったのなら、リリーにはそれ以上調べようがない。

　実際、ベルの言うように単なる気の回しすぎという可能性だってある。歴史を振り返れば、人間の想像の範疇を超える自然現象が散見される。

「おいリリー、行かんのか？」

「あ、今行くよ！」

　覚えたちょっとの違和感は、アルベルトに呼ばれたことで霧散した。

「ねぇ、ベルも一緒にお茶を飲まない？　さっき、伯爵がおいしそうな差し入れをくれたよ！」

《ほう、そりゃあいい！　一杯付き合ってやろう》

　おいしいものに目がないベルは即答し、みんなで居間へと移動した。

　居間に下りると、真っ先にクレアが走り寄ってきて、リリーを胸にギュッと抱きしめた。

「クレア!?　膝が悪いんだから、走ったらダメ――」

「リリーお嬢様！　ご無事でようございました！」

　リリーの言葉尻を割ってかけられた声も、背中に回った腕も、どちらも小刻みに震えていた。クレアがどんなに心配してくれていたのかが伝わってきて、リリーは胸が熱くなった。

「心配かけてごめんね。それから、いつもありがとう。わたし、クレアが大好きだよ。クレアがわたしの養育係になってくれてよかった！」

　クレアの胸から顔を上げ、心からの感謝を伝える。

「まぁまぁ、お嬢様。もったいない言葉ですわ。それから私だって、お嬢様のことが大大、大好きですわ！」

　クレアは涙の滲んだ目でリリーを見下ろし、顔をクシャクシャにして笑った。

「クレア、ずっとずっとわたしの養育係でいてね！」

「もちろんですわ！」

　ふたりはしばし抱き合って、微笑み合った。

　その後は、ジェームズやグリッグスのほか、屋敷中の使用人がぞくぞくとリリーの周りに集まってきて、彼女の活躍をそれこそ手放しで褒めそやす。こんなに称賛を受けるのは百合の記憶にだってない初めてのことで、リリーは照れくさくもうれしくてたまらなかった。

「ふむ。これでは、なかなかお茶が飲めんな」

　ここで、これまでずっとリリーたちの様子を遠巻きに見ていたアルベルトがポツリとこぼした。

《若造よ、今ばかりはそなたに同意じゃ》

「っ、失礼しました！　すぐにお持ちいたします！」

　アルベルトのつぶやきを聞きつけた使用人のみんなは、あくせくと自分の持ち場へと戻っていった。

　そうして、待ちに待ったお茶の席。目の前のテーブルには、近所の家々から届けられたお礼のスイーツが所狭しと並ぶ。

「わぁー！　どれもみんなおいしそうだね！」

　リリーはキラキラのスイーツを前にして感嘆の声をあげた。

《うむ！　なかなか豪華ではないか！》

「ベルはどれにする？　取り分けてあげる！」

《うむ！　あれとそれとこれと、……おお、あっちのも頼む！》

「……えぇっと」

　ベルのオーダーは、五歳児の記憶力の限界を突破した。

「こいつには、俺が後で取り分ける。今日の功労者のリリーが先だ。リリーはどれがいいんだ？」

　後回しを食らったベルは、アルベルトにちょっとだけ恨みがましい目を向けたけれど、とくに不満を漏らしたりはしなかった。

「えーっと、チョコレートのやつ！」

「よし」

　アルベルトはポンポンッとリリーの頭をなでると、手ずからトングを持ってチョコレートのスイーツをお皿にのせた。

「パパ、ありがとう！　いただきます！」

　お礼を伝え、さっそく頬張る。

「ん～！　これ、すっごくおいしい！」

「そうか、それはよかったな」

《おい、若造。早うわしの分をよそわんかい》

　アルベルトはベルの催促もなんのその。目を丸くしてスイーツを堪能するリリーを、穏やかに見つめていた。

「ほら、リリー。口の端にクリームがついているぞ」

「え？」

　アルベルトが身を乗り出してきたと思ったら、伸ばした親指の先でリリーの唇についたクリームをぬぐう。

　アルベルトはそのままクリームのついた指を自分の口に運び、パクッと舐め取る。

（え？　えっ!?　えぇえええええ――っ!!）

　顔を真っ赤にしてタジタジのリリーとは対照的に、アルベルトはいつも通りの平常運転でベルの分をよそいだす。

（ひぇ～んっ！　難しいことを考えてるわけじゃないのに、頭がぷしゅーっとしちゃいそう!!）

　そんなこんなでリリーとアルベルトの同居三週間目は、いろんな意味でドキドキで幕を閉じたのだった――。










第八章　パパとおでかけ




　地盤沈下の事件から六日が経った。

　夕食を粗方食べ終えたタイミングで、アルベルトが思い出したようにリリーに目線を向けた。

「あぁ、そうだリリー」

「なあにパパ？」

「急だが、明日は代休になった」

「え!?　明日、お休みなの？」

　アルベルトの休みを聞かされて、リリーはがぜんテンションが上がる。

「ああ。よかったら、移動動物園に行かないか？　バイアスから聞いたんだが、明日まで王都の中央公園で開催しているそうだ。リスやウサギ、インコなどの小動物を実際に触れるらしい」

「行く！　行きたいっ！」

　さらにアルベルトからとびきりうれしいお誘いを受け、ピョーンと宙に飛び上がりそうになる。いや、リリーは湧き上がる喜びを抑えきれず、実際にピョンピョコと跳びはねた。

（へへへっ、うれしい！　すっごくすっごくうれしいよっ！）

「そうか。では、決まりだな。明日はふたりで、動物園だ」

「やったー！」

　アルベルトはピョンピョコ跳ねるリリーを、優しい目で見つめていた。

《ふん。まったく、毛むくじゃらなんぞを愛めでてなにが楽しいのやら》

　特大の毛むくじゃらが足もとでペチコンッと尻尾を床に打ちつけながら、ふて腐れたようにこぼした台詞は、浮かれきったリリーの耳に届かなかった。




　待ちに待った翌日。

　リリーは、いつもより早くにパッチリと目が覚めた。

「おはようベル！」

《朝っぱらからずいぶんと張りきっておるのう》

「だって、パパとおでかけなんて初めてだもの！　それにわたし、動物園も初めて。つぶらな目をした手のりサイズのリスさんに、長いお耳とまあるい尻尾のふわふわのウサギさん。みんな、図鑑と絵本でしか見たことない。……ふふふ。楽しみだなぁ」

　リリーはベッドの下でラグに丸まったベルの首のうしろから背中をたっぷりとなでてやりながら、ご機嫌にまだ見ぬ小動物たちに思いを馳せる。

　すると突然、ベルがラグからスックと立ち上がり、リリーにジトリとした目を向ける。

「どうしたの？　ナデナデはもういいの？」

　本来、魔力の充填だけなら、二、三回なでてあげれば足りるらしい。

　だけどベルはリリーになでられるのが大好きで、いつもとろけた目をして長いこと彼女に体を預けている。

《もう十分じゃ。のんきに浮かれおってからに……わしはなにやら嫌な感覚がしてならんというに》

（……嫌な感覚？）

　ここ数日のベルは本来の調子を取り戻してきたのか、来客をあててみたり、アルベルトの帰宅を事前に察知したりと勘がさえている。もしかして、今日の外出になにか不安があるのだろうか。

「ベル、ちょっと待って!?　今のって、どういう意味？」

　気になる言葉を残し、サッサと行ってしまおうとするベルをリリーは慌てて引き止めて、その真意を問う。

《今日は、なんとなく背中の毛がぞわぞわしよる。もっとも、そなたがほかに気をやりながら、そぞろになでておったせいかもしれんがな》

「え？」

　まさかの切り返しにキョトンとする。

《ふんっ。ちょいと散歩に行ってくる》

　ベルはひとつ鼻を鳴らし、リリーの横をすり抜けた。

　もしかしてベルは、リリーがまだ見ぬ小動物たちに浮かれていたから、嫉妬したのだろうか。

「ごめんね、ベル！　だけど、どんなもふもふよりわたしの一番はベルだよ！」

　リリーがベルの背中に向かって声をかけたら、ベルはまるで《わかってらい》とでもいうように尻尾を揺らして答え、テラスの方に行ってしまう。

　テラスへ出たベルは、そのまま持ち前の跳躍力で二階の子供部屋からトンッと庭に降り立ち、歩いていった。

（……ベルに悪いことしちゃった）

　たしかに、自分以外のもふもふのことを考えながらなでられたら、いい気はしないだろう。

（ベルがお散歩から帰ってきたら、もう一度謝ろう！）

　心に決めると、リリーはネグリジェを脱ぎ、昨日から用意していたワンピースに袖を通した。

「おはようございます。リリーお嬢様、起きておられますか？」

　そうこうしているうちに、クレアが部屋にやって来た。

「うんっ、起きてるよ！」

「まぁ、今日はもうお着替えまでお済みで。お早いですこと」

「へへっ」

　クレアに髪を整えてもらい、最後にかわいらしいリボンをつけてもらって、今日の装いが完成した。




　リリーが居間に行くと、アルベルトがコーヒー片手に新聞を広げていた。

　この日、アルベルトは騎士団の詰つめ襟えりの服ではなく、普段着に身を包んでいた。鍛え上げられた長身にサラリと羽織ったシャツとパンツのスタイルがよく似合い、ものすごくさまになっていた。

（わぁ。今日のパパ、格好いい！　こんな素敵なパパと動物園に行けるなんて、すっごく楽しみ！）

「パパ、おはよう！」

　満面の笑みを浮かべてパタパタと駆け寄ってくるリリーを見て、アルベルトはコーヒーと新聞を卓上に置く。

「おはようリリー」

　アルベルトは空いた両手でリリーをヒョイと掴んで膝上にのせてくれる。

「わぁっ！」

（やったね、パパのお膝抱っこだぁ！）

「ほぅ、今日はそのワンピースにしたのか」

　今日のワンピースは、前任の養育係の育児放棄によってろくすっぽサイズも合わない服しか持っていなかったリリーに、アルベルトが新しく誂あつらえてくれたうちの一枚。

　リリーの衣服の事情を知ったアルベルトは、即座に訪問の衣装屋を手配した。

　そしてリリーがクレアと一緒に衣装屋が持ってきた布やレース、型サンプルから選んでいる時、ひょっこりとやって来た彼が選んでくれて仕上がったのがこのワンピースというわけだ。

「うん。昨日から、今日は絶対パパに選んでもらったこれを着るって決めてたの」

　アルベルトの瞳とよく似たグリーンの生地に白いレースとリボンがついたパフスリーブのワンピースは、ひと目でリリーの心を掴み、一番のお気に入りになった。だけどお気に入りだからこそ、大事にしすぎて今日まで袖を通せずにいたのだ。

「そうか、よく似合っている」

「へへっ」

　ワンピースを褒められて、自然と笑みがこぼれた。

「ところでリリー、朝食なんだが少し待てそうか？」

　アルベルトが膝にのせたリリーの髪をサラサラと梳きながら尋ねる。

「もちろん待てるけど、なんで？」

「中央公園には、移動動物園以外にも売店や軽食を販売するワゴンなどが多く出店していてな。その中にホットドッグを売っている売店があるんだが、これがなかなかうまいんだ。食べてみないか？」

「ホットドッグ!?　食べたいっ！」

　リリーとしては初のホットドッグ、そして初の買い食いに心が躍る。

「そうか。では、今日は外で適当に買って食おう」

　ここでふと、疑問が湧く。アルベルトはさっき『うまい』と言いきった。

　中央公園といえば、ファミリーやカップルがひしめく一大スポットでもある。騎士団長として多忙なアルベルトが、いつどんなタイミングでそんな中央公園のホットドッグを味わったというのか。

　リリーの頭の中で、心配事がもくもくと膨らんでいく。

（……もしかして、ゲーム内のイベントにヴィオラとの公園デートがあったのかな。まさか、わたしの知らない間にデートして、ふたりの好感度が上がってたり!?　わわわ。それは危険っ！）

「ね、ねぇパパ！　そのホットドッグ、いつ、誰と食べたの!?」

　リリーが直球で問うと、アルベルトはわずかに考えるような仕草をして口を開く。

「たしかリリーが騎士団に来た前日だったから、十日前になるか。騎士団員の中でも評判だからと、外回りの帰りにバイアスに誘われて昼食がわりにしたんだが、それがどうかしたか？」

　なんと、デートでもなんでもなく、バイアスとの外回りランチで寄っただけ。なんのこっちゃない、リリーの気の回しすぎである。

「え、……ええっと、ほら？　そういうところって、お店の入れ替わりが多いよね？　あんまり前だと、お店がなくなってないかなって心配で！」

「ふむ。たしかにそういう店も多いが、あの売店は常設だから、心配しなくても逃げはしない。それにしても、リリーがそんなにホットドッグが好きとは知らなかった」

　咄嗟にそれっぽい言い訳をしたら、アルベルトに大のホットドッグ好き認定を受けた。

「う、うん！　わたし、ホットドッグ大好き！」

　本当は食べたことがないのだが、今は言いっこなしだ。

「そうか。ならば、シェフにも伝えておこう」

「わーい」

　きっとこれから、屋敷の食事でホットドッグの登場頻度がめっちゃ高くなるのは間違いない。

（……大丈夫！　わたし、きっとホットドッグ大好きだもん!!）




　アルベルトと横並びに腰掛けて、カタカタと心地いい馬車の揺れに身を任せる。

　その足もとでは、ベルがころんと丸まっている。屋敷を出発する時、さも当然というように馬車に乗り込むベルを目にして、アルベルトは『こいつも一緒に行くのか？』と驚いていたけれど、別段ベルの同行に異を唱えようとはしなかった。

　そうしてリリーが車窓から賑わう王都の街並みを眺めていたら、御者の男性がアルベルトに声をかけた。

「旦那様、前方に中央公園に向かう馬車が数台詰まっているようです」

「そうか。ならば、ここで降りよう」

「ハッ」

　御者が道端に馬車を寄せ、ゆっくりと停車させる。

「中央公園はもう目の前だ。ここからは歩いていこう」

「うん！」

　リリーはアルベルトにヒョイッと両脇を掴まれて、馬車から地面に下ろしてもらう。ベルもトンッとステップから降り立った。

　周囲は道行く人々で混み合っていた。中央公園に続く道々には王立図書館や資料館、王立院やそのほか主要な国家機関が軒を連ねている。

　ここはまさに王都の中心地なのだ。

「リリー、はぐれるなよ」

　アルベルトがリリーの手を取って歩きだす。

「うんっ」

　リリーはご機嫌でキュッとアルベルトの手を握り返し、元気よく足を踏み出した。

「ん？　ベル、どうかした？」

　立ち止まったまま、キョロキョロと周囲に視線を巡らせるベルに問う。

《……いや、なんでもない》

　ベルはそう答えて、ふたりの後に続いた。

　だけど《なんでもない》との言葉とは裏腹に、なんとなくベルがピリピリしているように感じた。

「わぁっ！　すごい活気ね、パパ！」

「あぁ、そうだな」

　中央公園のゲートをくぐったリリーは目を丸くした。

　国営で管理されている中央公園の規模は、彼女が想像する公園のレベルをはるかに超えていた。広大な敷地に噴水広場、季節の植物が植えられた遊歩道。各種売店やワゴンが連なりパラソルとベンチが配された飲食店の出店エリアに、石畳で整えられたイベントエリア。まるで、アミューズメントパークのようだった。

「うそっ！　観覧車まであるの!?」

　広いイベントエリアの手前では、今日のお目当ての移動動物園が開園準備を始めていた。その奥に観覧車を認め、リリーは驚きの声をあげた。

「ほう。今日は移動式観覧車が来ているのか。後で乗るか？」

「乗りたーいっ！」

　ピョンッと跳ねて喜びをあらわにするリリーを、アルベルトは優しく見つめていた。

「よし、動物園や観覧車はまだ準備中だ。まずは腹ごしらえからするとしよう」

「ホットドッグ屋さんはもうやってる？」

「ああ。この辺りは国家機関が多いから、そこに勤める者たちが出勤前に朝食を取ったり、昼飯用に買っていったりする。そういう客のために、飲食店のエリアはかなり早くから開いている。もっとも今日は、すでに一般客も多くいるようだがな」

　今日が移動動物園の最終日というのもあるのだろう。アルベルトの言葉通り、飲食店のエリアには勤め人だけでなく、リリーたちのような親子連れが多くいた。

　さっそくふたりは、賑わう飲食店のエリアに足を向ける。ベルもピッタリとリリーの足もとについてきた。

「わ、おっきな看板ね！」

　目的の売店はすぐにわかった。ホットドッグの絵が描かれた大きな木製看板がかかっていて、多くある飲食店の中でも目を引いたからだ。

「少し並びそうだな」

「全然オッケー！」

　店の前には、購入を待つ人の列ができていた。ふたりは列の最後尾、父子連れのうしろに並ぶ。

　その時、アルベルトが全身に緊張を走らせて、ガバッと前のふたり連れを注視する。すると、前にいた父親の方がビクリと肩を揺らし、アルベルトの目から逃げるように、いそいそと外套のフードをかぶりなおす。

　その挙動はかなり不自然で怪しい。

「パパ、もしかして前の人と知り合い？」

「……そうだな、これ以上ないほどよく知っている。とはいえ、よもやこんな場所で会おうとは、つゆほども想像していなかったがな」

　リリーの問いかけに、なぜかアルベルトは長い間を置いて答えた。

　当然、その声は前の人にも聞こえている。件の男性は、ギシギシと軋むような動きで首を回し、アルベルトを見た。

「アルベルト、頼む！　王宮に知らせをやるのは勘弁してくれ！　やっと側近をまいて出てきたんだ！」

「おい、ロベール。仮にも一国の王が王太子を引き連れ、護衛もなしに公衆の場をフラフラしているのを俺に見過ごせと？」

（……ん？　おう？　おうたいし？）

　それらは果たして、どんな漢字に変換するのが正解か。街でバッタリ出くわすなど、およそ想像できないふたり連れを前にして、リリーは首をかしげた。

「今日の移動動物園は、普段ワガママひとつ言わないダグラスのたっての希望なんだ。頼むよ、アルベルト。父親としちゃ、叶えてやりてえじゃねえか。お前も父親ならわかるだろう？」

「……」

　アルベルトは反論しかけたが、最後の『お前も父親なら』という台詞を耳にして、開きかけていた口を引き結んだ。

「それになんだ、護衛がいないのが問題だと言うのなら、お前が俺たちの護衛をすれば万事ＯＫだろう？　なにせ、この国でお前ほど腕の立つ者はいない。それこそ俺やダグラスの護衛団よりもな」

「詭き弁べんだ」

　アルベルトの態度はまるで、親しい友人でも相手にしているかのよう。

　しかし、どんなに現実逃避をしてみようが、必死の弁解でアルベルトを懐柔しようとしているのは、結局のところ国王で間違いない。

（わぁ～、パパは誰とでもお友達になれちゃうのね！）

　こんなふうに、リリーが少々とんちんかんな感想を抱きながらアルベルトたちを見ていたら――。

「ねぇ、君がうわさのアルベルト騎士団長の娘？」

　アルベルトとつないでいる手と反対の袖をクイクイと引かれたのでそちらを見ると、リリーよりひとつふたつ年長と思おぼしき少年が見下ろしていた。

「うん、そうよ。わたしが娘のリリーよ」

「リリー、かわいい名前だね。父上たちのやり取りでもうわかっちゃったと思うけど、僕は王太子のダグラスだよ」

「ダグラス様……」

　リリーが敬称付きで反復したら、緩く首を横に振られた。

「様はいらないよ。僕のことはダグラスって呼んで。リリーとは主従じゃなくて、友達でいたいんだ」

「……わかったわ、ダグラスね！」

　強い眼差しで真っ直ぐに告げられて、ちょっとだけ迷ったけれどすぐにうなずいた。

「ありがとう、リリー！」

　ダグラスに満面の笑みで手を差し出され、リリーも笑顔で手を重ね、握手を交わす。

「あ！　それからダグラス、この子はベルよ」

「へぇ！　ずいぶんとおっきなネコだね。よろしくね、ベル」

《ふんっ、小こ童わっぱが。わしをネコ呼ばわりするでないわ》

　ベルが不満げにこぼすが、意味が通じていないダグラスは、鳴き声にこそ少し驚いた様子ながらニコニコしていた。

「リリー」

　頭上から声をかけられて目線を移すと、アルベルトが最近はめっきり薄くなっていた眉間の皺をクッキリと縦に寄せ、リリーを見下ろしていた。

「パパ？」

「すまんが、予期せぬ連れが一緒に回ることになってしまった」

　本音を言えば、アルベルトとふたりきりのおでかけを、リリーはとっても楽しみにしていた。だけど、アルベルトの友人父子と一緒に回る動物園もまた、別の楽しさがあるはずだ。なによりリリー自身、ついさっきダグラスと友達になっているのだ。

「うんっ。今日はみんなで一緒に楽しもうっ！」

　アルベルトとふたりで出かける機会は、きっとまたあるだろう。リリーは、申し訳なさそうに告げるアルベルトに笑顔で答えた。

　すると、このやり取りを横で聞いていたロベールが、リリーの頭にポンッと大きな手をのせた。

「ほーぅ。リリーと言ったか、嬢ちゃんはなかなか見どころがある。これからもダグラスのよき友人であってくれ。なんなら将来のよっ、……グハッ!!」

　ワシャワシャとリリーの頭をなでていたロベールが、不自然に言葉を途切れさせて呻うめき声をあげる。そのままロベールは、脇腹を押さえて悶もん絶ぜつしていた。

「お、王様？　どうしたの？」

「……なにしやがる、アルベルト」

「おっとすまん。ハエが止まっていたから払ってやったのだ」

　ロベールが地を這はう声音ですごむと、アルベルトはどこ吹く風で飄々と答える。

　どうやら、ロベールが呻いたのはアルベルトが原因だったらしい。

「なにがハエだ！　こんなところにハエなんか――」

「あんたたち、注文はどうするんだね!?　うしろがつかえてんだ、早くしとくれよ！」

　ロベールの言葉を割り、売店の注文口から初老の女性が声を高くした。

　いつの間にか、リリーたちの順番になっていたらしい。見れば、ロベールたちの前に並んでいた客はすでに商品を受け取って、ベンチの方へ歩きだしていた。

　アルベルトはすかさず謝罪し、注文する。

「これは失礼。ホットドッグを五つと、コーヒーをふたつ。オレンジジュースがふたつと……ミルクを頼む」

（ふふふっ。パパがベルにミルクを頼んでくれてる）

　ベルの好物の飲み物をしっかり把握しているあたり、アルベルトは口ではなんだかんだ言いつつ、すでに彼を家族の一員と認めているのだ。

「あいよ！　会計は五千エンスね」

「おい、五千エンスだそうだ」

「あ？　ああ、これで頼む」

　アルベルトがさも当然といった様子で金額を伝えれば、ロベールは言われるままに、いそいそと財布から紙幣を取り出して支払った。

「はい、ちょうどだね。商品は、隣の受け取り口にずれて待っておくれ」

　受け取り口に場所を移ったところで、ロベールがはたと気づいた様子で首をひねった。

「……ん？　なんで俺がお前たち親子の分まで払っているんだ？」

「護衛代だ。口止め料も込みなのだから、安いものだろう」

　ふたりのやり取りを横目に見て、リリーは頬を緩ませた。いつもと違うアルベルトの姿が、リリーの目にとても新鮮に映った。

「うちのパパとダグラスのパパ、すごく仲がいいのね」

「ああ。父上はもともと王位継承順位が下位だったこともあって、王族としては異例なんだけど王立寄宿学校で幼少期を過ごしているんだ。そこでふたりは同級生で、しかも同室だったらしい」

「へー！　そうなんだ」

「人づてに聞いたんだけど、若い頃のふたりはずいぶんとやんちゃをやったそうだよ。まぁ、本質は今もそう変わっていないのかもしれないけどね」

　ダグラスの耳打ちに、若かりし頃のふたりの姿が目に浮かぶようで、自ずとリリーの口もとが綻んだ。

「ふふっ。なんとなくわかるような気がする」

「でしょう？」

　リリーとダグラスは顔を見合わせてクスクスと笑い合った。

「へい、お待ちどう！」

　そうこうしているうちに、白いコック服と帽子を身につけた恰かっ幅ぷくのいい店主が受け取り口から商品を差し出す。

　アルベルトとロベールが全員の分をまとめて受け取って、みんなで売店にほど近いパラソルがついたテーブル席に向かう。

「ほら、リリー」

　アルベルトはリリーを軽々と抱き上げて脚の高い椅子に座らせると、食べやすいようにホットドッグの包みを開けて手渡してくれる。

「ありがとう！　いただきます！」

　リリーは落とさないようしっかり両手で受け取って、さっそくあーんと大きなお口でホットドッグにかじりつく。

　ソーセージがパリッと小気味いい音を立てて割れ、ジューシーな肉汁がほとばしる。それが口の中でパリパリのレタスとモチッとした食感のパンと出会い、ちょうどいい塩梅のケチャップ、マスタードと絡まって混じり合う。

（うわぁあっー！　これっ、めっちゃうまっ!!）

　もっきゅもっきゅと噛みしめて、ごっくんと飲み込んでも、リリーはしばし口内に残るおいしさの余韻に痺れる。

（口の中が天国～！）

　ウキウキでふた口目を頬張って、もぐもぐしながら初めて食べたホットドッグのおいしさにうっとりしていると、瞬間、ずっと昔に味わったことがあるような不思議な気分になってくる。

　さらにはリリーの脳内に、ホットドッグはこうでなくっちゃ～！なんて、およそ初めて味わったとは思えない感想まで浮かんでくるではないか。……察するに、ホットドッグは百合の大好物だったのだろう。

　そんなこんなで、前世と味覚がリンクしたリリーは、ますますもって興奮するのだった。

　そんなリリーの向かいでは、ダグラス父子もホットドッグにかじりついていた。

「おっ、こりゃあうまいな！　ほら、ダグラスも食ってみろ」

「はい、父上。……んっ！　これはおいしいですね！」

　さらに、リリーの足もとではベルも器用にホットドッグを頬張り、ご満悦の様子だ。

《ムムッ、これはなかなかっ……！　もぐもぐっ……うまし!!》

「リリーはどうだ？　ホットドッグは口に合ったか？」

　隣のアルベルトから問われ、リリーは興奮と歓喜でキラキラの目をして口を開く。

「パパっ！　これ、ものすごくおいしい!!　粗挽きのソーセージの肉感が最高なの。良質の油とうま味が口の中でジュワッとあふれて、めちゃくちゃジューシー。だけど、ほどよく効かせた黒コショウがピリッと味を引きしめて、全然しつこくないの！　新鮮なレタスとモチモチの自家製パンも香ばしくて、これ、いくらだって食べられちゃう魔法のホットドッグよ!!」

　自ずと熱がこもり、付随してついつい声も高くなった。ちなみにこの熱弁、声にしたのはリリーだが、あきらかに百合の思いが凝縮されている。

　朗々と語る五歳児の姿は、アルベルトはじめ聞いている大人たちにとって、相当な驚きだったに違いない。

　そうしてリリーが力説を終えれば、案の定、みんなが食べる手を止めてポカンと彼女を見つめていた。

「え？　わたし、なにかおかしなことを言った？」

「いや、気に入ったようでよかった。また食いに来よう」

　小首をかしげるリリーに、アルベルトはデフォルトとなっている強面を崩さず答えた。内心の動揺をおくびにも出さぬ鋼のメンタル、そして鉄壁のような顔面凶器の仮面はさすがである。

（わぁっ！　それって、またパパと中央公園に来られるってことだよね!?）

　アルベルトの言葉に、リリーはがぜんうれしくなった。

「約束よ、パパ!?」

「あぁ、約束だ」

　アルベルトはリリーの頭をポフポフとなでて、自分の分のホットドッグの包みを解き始めた。

「……本当に五歳か？」

　ロベールがポツリとこぼしたつぶやきは、リリーたちの耳には届かなかった。

「お嬢ちゃん！」

　その時、すぐうしろから声をかけられて振り返ると、ホットドッグの売店で注文を取っていたおばちゃんが、息せき切って立っていた。

「おばちゃん？　どうしたの？」

「さっきの言葉、聞かせてもらったよ！　うちのホットドッグは人気だけどね、そんなふうに褒めてくれたのはお嬢ちゃんが初めてさ。あたしゃ、気に入ったよ！」

　おばちゃんはニッカリと笑んで、リリーの手にグッとなにかを握らせる。

「えっ？」

「お嬢ちゃん、あんたはいつでも無料だよ！　これでうちの店のホットドッグを好きなだけ、食べてっとくれ！」

　言うが早いか、おばちゃんは売店に戻っていってしまう。

（なんだろう？）

　慌てて手の中に握らされた名刺サイズの紙を見たら、【永久無料パス】の文字が目に飛び込んできた。

「おばちゃん、ありがとう！」

「なぁに、あたしがお嬢ちゃんにまた来てほしいんだ！　いつでもおいでよ！」

　リリーが咄嗟にお礼を叫ぶと、おばちゃんは手を振って答え、売店に戻って受注業務を再開させた。

「わぁ、よかったねリリー！　ここのホットドッグが食べ放題だって！」

　ダグラスが無料パスを覗き込み、声をあげた。

「う、うん。でもさ、わたしがこんなのもらっちゃって、ほんとにいいのかな」

「あちらの厚意だ。ありがたくもらっておけばいい」

　無料パスを見下ろしたまま不安げにこぼしたら、アルベルトがすかさずポンッとリリーの頭をなでて答えた。

「それに、さっきの嬢ちゃんの発言と一連のやり取りは、店にとってもなかなかの宣伝効果があったようだぞ？」

「え？」

　ロベールがクイッと指差す方を見れば、周辺で多くある飲食店のどこに行こうかと迷っていた人たちが、こぞってホットドッグの売店に向かっていくではないか。

「ねぇ、あの子が魔法のホットドッグとまで言っていたのよ!?　うちもあそこのホットドッグにしない？」

「賛成！　僕もあの子の食レポ聞いてたら、食いたくなった」

（食レポ!?　わ、わっ、わぁあああ～っ）

　まったくもって、そんなつもりのなかったリリーは恥ずかしさに身み悶もだえた。

「あぁ！　ホットドッグを語るあの子の目、めっちゃ力入ってたしな。こりゃ、俺たちも食わないでは帰れねえぜ！」

　周囲の人たちが、ぞろぞろとホットドッグの売店に足を進める。漏れなくリリーのことを話題にあげながら……。

（ひぇえーっ。あの時はすごく興奮してたから、あんまりよく覚えてないけど、わたし、どれだけ力説しちゃってたの――！）

　瞬く間にできあがっていく長蛇の列を横目に、リリーはあまりのいたたまれなさに身を縮めた。

「はははっ！　嬢ちゃんはなかなかのインフルエンサーだ」

「すごいなぁ。リリーはあっという間に人の心を動かしちゃったね。僕も将来のために、リリーみたいに人の心に響くスピーチができるようにならなくちゃ」

　リリーはべつにインフルエンサーになどなりたくないし、そもそもホットドッグの集客を狙ってスピーチをしたわけではないのだから、ロベールとダグラスの言葉は彼女にとって慰めとはならなかった。

「さぁ、リリー。人のことはどうでもいい。温かいうちに食おう」

「うん、パパ」

　ポンポンとアルベルトに肩を叩かれて、リリーは食事を再開した。アルベルトの言葉通り、騒がしい周囲のことを意図的にスルーして。

《いやぁ、それにしてもうまかったのぅ～。そなたと来れば、このホットドッグが毎日食い放題とは！　いやいや、でかした！》

　早々に食べ終えたベルの浮かれた声も、同様にスルーした。










第九章　動物園で大活躍




　ホットドッグを食い終えると、俺たちは移動動物園が開設されるイベントエリアに向かう。

「どうやらちょうど始まるところのようだ」

　俺たちが到着した時、動物たちがちょうどケージから各ブースに出され、ゲートからは客が園内に入場し始めていた。

　柵越しにそんな園内の様子を見て、リリーが声を弾ませる。

「わぁー！　もこもこの動物がいっぱいいる！　パパ、わたしたちも早く早くっ」

「こら、リリー。あんまりはしゃいでいると転ぶぞ」

　ゲートに向かってテテテッと駆けだすリリーの背中を慌てて追う。

「だーいじょっ、ぁあっ！」

　案の定、リリーは数歩進んだところで石畳に足を取られた。前のめりに傾いた彼女が地面に頭を打ちつける直前で、俺が腕を伸ばしてすくうように抱き上げる。

「ほら、だから言わんこっちゃない。ひとりで走っていったら危ないだろう？」

　片腕抱きで目線の高さを合わせ、コツンと額と額をくっつけて釘を刺す。

「ご、ごめんなさい」

「なに、これから気をつけてくれればいい。さぁ、気を取りなおして入場しよう」

　しょんぼりと肩を縮めるリリーの頭に抱き上げるのと逆の手をポンッとあてて、ふわふわとした亜麻色の髪をなでながら告げる。

「うんっ！　これからどうしてもうずうずしちゃった時は、パパの手を握って走ることにするね！」

　リリーがはにかんだ笑顔で返したかわいすぎる答えに、胸の奥が温かに熱を持つ。

「ああ、ぜひそうしてくれ」

　三十二年の人生で、これほどに心満たされ、充実した時間を過ごしたことがあっただろうか。

　俺はわずか十七歳、史上最年少で騎士団長に就任し、その直後から戦いに明け暮れた。知略を巡らせ、力でもって敵対する近隣諸国をねじ伏せて、ユーベルグルク王国は大陸最強の地位を確固たるものにした。ここ十年は大きな戦いもなく、安寧が続いている。

　当時も今も、ユーベルグルク王国の平和を願う心は同じ。しかし、戦火の混乱の中にあった当時より、小さなリリーを腕に抱いた今の方が平和のありがたみを実感している。

　この娘の未来には、喜びと数多の微笑みだけがあってほしい。万にひとつでも戦火に脅おびやかされることなどあってはならない。リリーの笑顔を守るため、俺はこれからも騎士団長としていっそう邁進してゆく。

　リリーを守るのは、父親であるこの俺だ――。

　入場ゲートに隣接するチケット売り場にたどり着くと、最後にやわらかな亜麻色の髪をサラリと指の隙間にすべらせて、いったんリリーを地面に下ろす。

「いらっしゃい。お客さんたち、何人だね？」

「大人ふたり、子供ふたりだ」

　チケットを購入するべく、窓口のスタッフに人数を伝え、一歩横にずれて正面の場所をロベールに譲る。

「……ん!?　また俺が払うのか!?」

「それ以外に誰が払うんだ？」

　当然、ここの代金も一国の君主でありながらお忍びで観光を満喫中のロベールに持たせる。休暇中の俺たちに割って入り、しれっと俺に護衛役までさせているのだから、この後の観覧車と土産みやげの代金を負担させたとて、まだつりがくるというものだ。

「アルベルト、お前はそうやって昔からなにげにいい根性をしてるよな」

「さて？　なんのことやらわからんな。ほら、早くせんと後の客にも迷惑だ」

　恨みがましくつぶやきながら財布を取り出すロベールを横目に、俺はやれやれと肩をそびやかした。

　そうして購入したチケットを手に、各々ゲートへと進む。子供たちが先にもぎりのスタッフに手渡し、その横を入場者にノーカウントのベルがスルリとすり抜けて、ひと足先に園内に足を踏み入れる。

「ねぇリリー！　一緒にウサギをなでに行かない？」

「うん、ウサギさんなでたい！」

　半券を受け取ったダグラス王太子の提案に、リリーも元気よく同意する。

　俺はスタッフにチケットを渡しながら、手をつないでおくようリリーに声をかけようとする。

「リ――」

「はい、リリー。転ばないように掴まって？」

　ところが俺が口にするより一瞬早く、ダグラス王太子がリリーに向かって手を差し出す。

「うんっ！」

　リリーはダグラス王太子の手を取り、ふたりは手つなぎでウサギのふれあい広場を目指し駆けだしていった。

　小さくなるふたりの背中を食い入るように見ながら、俺はゲートを入ったところで岩のように固まった。

　……なぜだ？　なぜ、俺が取り残されてしまっているのだ!?

　リリーを一番近くで守るのは、父親である俺のはず。それなのに、どうして父親の俺を差し置いて、ダグラス王太子がリリーの手を取っていってしまう？

「はははっ、フラれてやんの」

《ゥオロミャーゴ（やれやれ。ほんの赤ん坊の頃ならいざ知らず、ずっと一番近くにいるのが親なわけがなかろうに）》

　耳障りなふたつの声は、憔悴して佇たたずむ俺の耳を素通りした。

　その時、一向についてこない俺たちをいぶかしんでか、リリーがダグラス王太子を引き連れて戻ってくる。

「どうしたのー？　パパたちも早く行こうよ？」

「……リリー」

　リリーは小首をかしげながら、ダグラス王太子とつなぐのと反対の手で俺の手をキュッと握る。細く小さな手は頼りなく、今にも折れてしまいそうに見えるのに、しっかりと温かでやわらかい。

　手のひらを通して伝わってくるぬくもりに、俺の中の父性が刺激される。ほかにも、庇護欲や独占欲やいろんな思いが胸に交錯した。

　……不思議なものだ。我が子とは、こうも無条件にいとしいと思えるのか。

「ほら、パーパ？　あっちで、もこもこのウサギさんが待ってるよ。すっごくかわいいの。早くなでよう？」

　もこもこのウサギより、もっとかわいい存在はここにいる。

「ああ、すまん。早くなでに行こうな」

「うんっ！」

　愛娘のリリーを真ん中にして手をつなぎ、ウサギを解放しているブースに進んだ。

「おい。娘を前にとろけきった顔をさらしているアレは、本当に近隣諸国がこぞって冷酷無慈悲と恐れおののく氷の騎士団長か……？」

《ゥオロミャーゴ（ハッ。あれはただの親馬鹿じゃろうよ）》

「……なぁ、ベルと言ったか。お前、今さらだがずいぶんと妙ちくりんなしゃがれた鳴き声をしてるよな？　本当にネコか？」

《ゥオロミャーゴ（青二才。あまりわしに無礼な口を叩くと、その口塞いでやるぞ）》

　そのうしろを、まるで意思疎通ができているかのように絶妙なかけ合いを繰り広げる奴とベルが続いた。




　ウサギのふれあい広場に到着したリリーは、もこもことしたウサギたちを前に目をキラキラとさせていた。

　……ほぅ。思ったよりも数がいるな。

「こんにちは、お嬢ちゃん。どの子をなでてみたい？」

　興奮した様子で佇むリリーのもとに、さっそく感じのよさそうな女性スタッフが歩み寄り、尋ねた。

「えぇっと……あ！　あの子、かわいいっ！　わたし、あの子にする！」

　リリーはキョロキョロと周囲を見回し、気に入りの一羽を見つけたようで、広場の奥を指差した。

　どれ？　リリーが選んだのはどんなウサギ……なっ!?

　なんと、リリーが目をつけたのは、多くいるウサギの中で一番でかく、やたらともふもふした真っ白な一羽だった。

　スタッフと一緒に広場の奥に向かい、リリーはニコニコで件のウサギの前にしゃがみ込む。俺はふたりの脇に立ち、ウサギを前にしてうれしそうなリリーの姿を目を細くして眺めた。

「ふふふっ。この子、ベルをそのままウサギさんにしたみたい！　パパもそう思わない!?」

　ドッシリとして、どことなくふてぶてしい風体は、リリーの言葉通り奴をそのままウサギにしたかのようだった。

「あぁ、そっくりだな」

「でしょう！」

　ちなみにこの時、当のベルはといえば、ふれあい広場の入り口で子供らに囲まれていた。

「おっ！　このでっかいのウサギよりカッコイイじゃん！」

《ゥオロミャーゴ（これ！　やめんか、小こ童わっぱども！　早うそこをどかんか！）》

「うわっ!?　なんだコイツ！　鳴き声まで超イカしてんじゃん！」

《ゥオロミャーゴ（ぬぬぬっ！　だから、やめんかと言うて……こ、これっ！　毛を引っ張るでない！）》

　リリーがわいわいと賑やかな入り口の方をチラリと振り返る。

「ベルもあっちで大人気ね。もうっ、隅に置けないんだから」

　リリーはちょっとだけ不満そうに頬を膨らませてこぼし、再び目の前のウサギに視線を戻した。少し大人ぶった物言いがなんとも言えずかわいくて、思わず亜麻色の髪に手が伸びそうになったが、ウサギとのふれあいを前に期待感を募らせる姿を見て自重した。

「へへっ、もふもふで真っ白、かわいい！」

「……おかしいわね。こんな子うちにいたかしら？」

　女性スタッフが漏らした台詞に、ピクンと俺の肩が揺れる。

「ん？　お姉さん、なにか言った？」

　ウサギに夢中のリリーは彼女の言葉を聞き逃したらしく、小首をかしげて見上げる。

「いえ、なんでもないの。きっと昨日のうちに補充をかけたのね。……さぁ、さっそくウサギさんをなでてみましょうか。ウサギさんを驚かせないように、まずはそっと背中に手をあててあげてね」

「うんっ！」

　リリーは元気よく返事して、そっと、そーっとウサギに向かって手を伸ばす。

　その様子を見つめながら、俺はスタッフの先ほどの言葉がなんとなく引っかかっていた。

「うわぁっ！　ふわふわ！」

　ウサギの背に触れて、リリーが感嘆の声をあげる。

「そのまま、ゆっくりなでてあげてね」

「うんっ！　ウサギさん、いい子ね」

　リリーの小さな手でなでられて、ウサギはとろんと気持ちよさそうに目を細めた。とろけきったその表情も、リリーになでられている時のベルにそっくりだった。

　……いくら人なれしているとはいえ、ウサギがこうも安心しきった表情をするものか？

　リリーから少し離れた場所では、ダグラス王太子もスタッフに付き添われて薄茶色のウサギをなでていた。しかし、彼になでられているウサギは嫌がってこそいないものの、けっして気持ちよさそうではなかった。

　ほかの子供らがなでているウサギたちにしても同様で、皆、しつけられておとなしくしているだけに見えた。心底気持ちよさそうにしているのは、リリーがなでているウサギだけだった。




　ウサギとのふれあいを満喫し、ブースを後にする。

「真っ白なウサギさん、やわらかであったかくてかわいかったな」

　リリーがウサギの感触を懐かしむように両手を見下ろしてこぼす。

「よかったな。だが、ここにはウサギ以外にもいろんな動物がいる。別のもなでに行こう」

「うん！　楽しみ！」

　リリーは満面の笑みでうなずいた。

《ゥオロミャーゴ（やれやれ、子供らに囲まれてひどい目にあったわい）》

「ベルはほかの子たちに大人気で、結局、真っ白なウサギさんも見れなかったもんね。残念だなぁ、そのウサギさん、ベルにそっくりだったの。見せたかったなぁ」

《ゥオロミャーゴ（なに、わしはべつにウサギなんぞに興味はないわ）》

「もう、ベルったらつれないんだから」

　交互にあがるリリーとベルの声を聞きながら俺はひそかに首をひねる。

　……このふたり、あきらかに会話が成立しているように感じるのは俺の気のせいか？

「リリー、次はあそこにしない!?」

「賛成！」

　ダグラス王太子の指差す先を見て、リリーがパァっと目を輝かせる。

「よし、決まりだな」

　俺たちが次に訪れたのは、リスのふれあい広場。ゲートの前にたどり着くと、すぐにスタッフがやって来た。

「ごめんなさい、お嬢さん。リスたちが怯えてしまうから、ここにはペットとは一緒に入れないのよ。ネコちゃんには広場の前で待っていてもらってもいいかしら？」

「えー、そうなんだ。……ごめんね。ベルは、ここには入れないんだって。ちょっとの間、待っててくれる？」

《ゥオロミャーゴ（なに、かまわんぞ。わしゃべつにリスなんぞに興味はない）》

　ベルは自らゲートの脇に伏せて丸くなり、リリーはその首裏をなでて礼を告げる。

「ありがとう、ベル！　早めに戻るからね！」

　ふむ。会話はともかく、やはりふたりは意思疎通ができているらしい。

「まぁ、なんてお利口さんなネコちゃん。さぁ、それでは皆さんは中へどうぞ。リスのふれあい広場内はとても広いので、お子様がはぐれないよう注意してお進みください」

　スタッフの女性は感心したようにベルを見て、俺たちをふれあい広場の中へと案内してくれた。

　リスのふれあい広場は森を模した込み入った造りになっていた。人工のツリーハウスや回し車が各所に置かれ、リスたちが思い思いの場所でくつろぐ。

「ここ、楽しい造りね！　それに、すごく広い！」

「すごいな！　リスがあんなに高いところで、回し車で遊んでる！」

　リリーとダグラス王太子が揃って感嘆の声をあげる。

　ザッと見渡す限りでは、騎士団の小訓練場くらいの広さはありそうだった。

　……ほう。移動動物園がこの規模の設営を行っているとは、大したものだ。

「リスのふれあい広場は、この移動動物園の目玉なの。展示している広場も一番面積が広くて凝っているし、飼育している個体もリスが一番多いのよ」

「そうなんだ！　すごいワクワクするね」

　周囲に多くいるリスたちを見回し、リリーは目を輝かせた。

　俺も感心しながら、先頭を行くスタッフとリリーに続く。

「気に入った子がいたら、手のひらにのせてみましょうか。どの子にする？」

「ええっと、……あ！　あの白い子がいい！」

　なっ!?　リリーの指差す先を見た俺は、ここでデジャヴを体験する。

　リリーが示したのは、多くいるリスの中で一番でかく、リスとしては珍しい真っ白な毛をした一匹。

「あら、白リス？　……あぁ、そっか。園長が昨日、補充をかけたのかしらね」

　さらにスタッフが怪訝そうに漏らしたつぶやきも、ウサギのブースで聞いたそれと似たり寄ったりだった。

「驚かさないように、そおっとのっけてあげてね」

「うんっ！」

　目当てのそいつがいるツリーハウスに歩み寄ると、リリーはリスとしては破格のサイズの真っ白い毛むくじゃらをすくい上げるように手にのせて、にっこりと微笑んだ。

「かわいい！　あったかくてふわふわ！　ねぇお姉さん、背中をなでても平気？」

「ええ、いいわよ」

「ふふっ、なんてもこもこ。いい子ね、真っ白なリスさん！」

　リリーが、もこもこの首のうしろから背中に何度も指を往復させて、やわらかな毛並みをなでてやる。

　リスは安心しきった様子でとろんと目をとろけさせ、リリーに体を預けていた。

　スタッフはリリーが順調にリスとのふれあいを楽しんでいるのを確認し、途中で次の子供の案内をするために俺たちのもとを離れていった。

「ねぇパパ、ベルみたいに白いもふもふの動物って結構いるのね！」

　リリーがリスの感触を堪能しながら、俺を見上げて告げる。

　たしかに、白リスは珍しいが、それ以外なら白い毛をした動物など、そこいらにありふれているが……。

「まぁ、そうだな」

　しかし、このリスにしてもさっきのウサギにしても規格外のサイズに、やたらともふもふした毛皮。なにより、どことなくふてぶてしいその態度。

　……ふむ、なにか引っかかるな。

「なぁアルベルト、ウサギの時も思ったが嬢ちゃんがなでてやるとなんであんなにとろけた表情になるんだ？　いくら訓練されているとはいえ、普通、一いち見げんの人間にこうも懐くものか？」

　ロベールがダグラス王太子の方を示す。

　見れば、ダグラス王太子が別のスタッフにレクチャーを受けながら、茶色に黒の縞しま模様が入ったリスを手にのせていた。しかし、彼の手の上のリスはキョロキョロと視線をさまよわせ、落ち着かない様子だった。

「ふむ、リスはお世辞にも心地よさそうではないな」

「だが、あっちの方が、動物の反応としてはよほど自然だ。もしかして嬢ちゃんは、なにか特別な力でも持っているんじゃないのか？」

　ロベールの見解と俺のそれは、少し違っていた。

　……いや、ロベールの言うようにリリーはなにかしら常人とは違う力を持っているのかもしれん。だが、ここで不自然なのはリリーではなく動物たちの方。

　個体の種類に違いはあれど、総じて大きくボリュームのある白い毛を持ち、ベルによく似た風体の彼ら――。

　……そもそも彼らは、本当に普通の動物なのか？　こんな疑問が脳裏をよぎった。

「ふふっ、こーら。甘えんぼさんね」

　白リスが伸び上がってリリーの頬に頭をすり寄せ、彼女はくすぐったそうに笑みをこぼしてそっと頬ずりをする。

「ずるい！　そのおっきなリスさん、あたしもなでたい！」

　突然、リリーの様子を脇で見ていた同年くらいの少女が声をあげた。

「え？」

　非難めいた声にリリーはビクンと肩を跳ねさせて、脇に立つ少女を見た。

「あたしもそれがいい！　あたしに代わって！」

　リスは多くおり、後から来た子らは皆、一匹でいるものの中から触れ合う個体を選んでいた。彼女のように、不躾に先にほかの子が触れ合っている個体を奪うような者はいない。

　幼い子供がすることとはいえあきらかなマナー違反を前にし、やんわりと注意しようと口を開きかけるが、それよりも一瞬早くリリーが件の少女に向かってそっと両手を差し出した。手の上の白リスは何事かとキョロキョロしていた。

「うん、わかった。交代しよう。えっとね、最初はそっと手のひらにのせて、それからなでてあげるの」

「言われなくてもわかってるもん！」

「あっ……！」

　少女は、丁寧に説明するリリーの手から奪い取るように白リスを掴み上げると、先ほどまでリリーがしていたのを模倣して強引に頬ずりをする。乱暴な扱いに白リスは、ブワッと毛を逆立てて不快感をあらわにしたが、少女に牙をむくことはしなかった。

　リリーは一瞬なにか言いたそうに口を開きかけたが、すぐにキュッと引き結ぶ。その後、見ていられないというようにギュッと目をつむって、くるりと少女に背中を向ける。

「……わたし、あっちでほかの子を見つけてくる！」

　言うが早いか、リリーは順路を無視し、狭い人工木の隙間をスルリとくぐり抜けていってしまう。

「おい、リリー！」

　慌てて後を追おうとするが、俺の体格ではリリーがくぐっていった木々の隙間を通り抜けることができない。

　仕方なく足早に順路を進んでリリーが抜けていったあたりにたどり着くも、すでに彼女の姿は見えなかった。

　……さらに先に行ってしまったか。

　やむなく、キョロキョロと周囲をうかがいながら足を進める。

　なんだ!?

　突然、周囲の空気がキーンと張りつめる。直後、リスが超音波みたいな耳障りな声で鳴いたと思ったら、方々で子供たちの悲鳴が響き渡る。

　その瞬間、俺の胸を支配したのは恐怖だった。

　……リリー！　リリーは無事か!?

　血が沸騰したように、全身が熱くなる。かつて覚えたことのない焦燥に駆られながら、リリーの姿を探し求めた。
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　アルベルトの制止を振り切って、木の下をくぐったリリーは、エリア内をひとりしょんぼりと肩を落として歩いていた。

　段々と入り口から離れ、お客の姿はまばらだった。周囲の木々には譲ってしまった白リス以外にもかわいらしいリスたちがいたけれど、新しい子を選ぶ気にはならなかった。

「ぅうううっ。あの子があんなふうに乱暴に扱うなら、白リスさんを譲るんじゃなかった。……ごめんね、白リスさん」

　だけど、自分から『交代しよう』と言った手前、やっぱり返せとも言えなくて。結局、あれ以上見ていられなくて、逃げてきた。

　悔しくて、悲しくて、白いリスにも申し訳なくて、ジンッと熱を持つ目尻を手の甲でぬぐった。

（ダメダメ！　せっかく動物園に連れてきてもらったのに、いつまでもうじうじしてたらパパに嫌われちゃうよ）

　そのまま何度か右と左を交互にぬぐい、おもむろに足を止めた。

「よしっ、パパのところに戻ろう。それで、勝手にひとりで先に来ちゃったことを謝って、一緒に別の動物のエリアに行こう！」

　リリーは吹っ切るように小さく声にしてから、来た道を戻ろうと一歩を踏み出しかけた。直後に、前方を黒っぽいなにかが横切って、リリーからほど近い木の下に入り込んでいく。

（……あれ？）

　なんとなく既視感を覚え、踏み出しかけた足を止め、小さく首をひねる。

「今のって、どこかで……あ！　あの時の黒い影に似てる気がする！」

　崩落が起こった日に、裏庭で見た真っ黒いなにか。両者はその色もさることながら、ろくに足音も立てないすべるようなすばやい動きがそっくりだった。

　リリーはどうにも気になって、ちょっとの逡巡の後、アルベルトたちの方ではなく、黒っぽいなにかが入っていった木の根もとへと踏み出した。

　足音を忍ばせて、そーっと歩み寄る。

　すると、幹のうしろから黒くて長い尻尾がふりふりと揺れているのが見えた。

（あ、これってネコの尻尾！）

　崩落の日に見た黒い影がこれだったのかはわからないけれど、ここにネコが迷い込んでいるのは間違いなかった。

　リリーはネコを怯えさせないよう、声をかけながら幹のうしろを覗き込む。

「こんにちは、黒いネコちゃん。こんなところに迷い込んじゃったの？」

　ネコは特段警戒するそぶりもなく、ジーッとリリーを見上げていた。

　黒い体に黒い目。体長はベルのように巨大だが、短毛でスラリとした体たい躯くはドッシリとした風体のベルとは対照的で、俊敏な印象だった。

「ここはリスさんたちが怯えちゃうから、ほかの動物は入っちゃいけないんだって。来て？　わたしが一緒に出口まで連れていってあげる」

　本当は、アルベルトたちと合流するべきだとわかっていたけれど、なんとなくほかに人を呼んだらネコがいなくなってしまうような気がした。

「おいで」

　ちょいちょいと手招くと、ネコが木のうしろからスルリと出てきた。

「いい子ね、黒ちゃん……、っ！　いたっ！」

　リリーが嬉き々きとしてネコ――命名〝黒ちゃん〟――の頭をなでようとしたら、伸ばした手をシャッと前足で引っかかれ、痛みが走る。反射的に手を引っ込めたリリーを、黒ちゃんはギラギラと興奮した目で見上げ、牙をむいて叫ぶ。

《我に触るな！》

（え？　今のって……！）

　脳内に直接響いてくるような声。ベルとおしゃべりするのと同じように、リリーには黒ちゃんの言葉がしっかりと通じていた。

「待って！　黒ちゃ――」

　――キィイイイッ!!　――キッ、キィイイイッッ!!

「なに!?」

　黒ちゃんを追いかけようとするリリーの耳に、甲高いリスの鳴き声が響く。

「きゃーっ！」

「うっ、うえーっん！　痛いよぉ！」

「うわぁあっ!?　来るなっ！　来るな!!」

　直後、周囲の子供たちから次々に悲鳴や泣き声があがる。

「いったい、なにが起こったの!?」

「うちの子がリスに噛まれたわ！　……きゃあ！　来ないで!!」

「こっちは引っかかれたぞ！　おい!?　ここの動物園は、いったいどんな躾をしているんだ!?」

「スタッフはどこだ!?　早くリスをおとなしくさせんか！」

　広場内は子供の泣き声に激昂した大人たちの声が入り交じり、大混乱に陥った。

「お客様に申し上げます！　リスたちが原因不明の異常行動を起こしています！　順路に沿って出口へお進みください！」

「リスたちが異常行動……？」

　リリーは近くのツリーハウスでキィキィと毛を逆立てて威嚇するリスに目を向けた。

　どのリスも毛を逆立てて、いきり立っていた。スタッフは必死に制止しようとしているが、興奮したリスたちを止められない。子供に牙をむくリスを止めようとして、何人ものスタッフが負傷していた。

（このままじゃ、もっと被害が広がっちゃう！　これをなんとかできるのは、光魔力しかない――！）

「魔粒子のみんな、集まって！」

　リリーはすぐに火、水、土、風、四属性の魔粒子たちを呼び寄せた。

《あら、お嬢ちゃんお久しぶりだこと》

《オイラたちになにか用か？》

《なんだい嬢ちゃん》

《なにかしら？》

　集まってくれた魔粒子のみんなに、リスたちを示しながら告げる。

「みんなで協力して、リスたちを鎮めてほしいの！」

（光魔力なら、興奮しきったリスたちを鎮めることだってできるはず――！）

《あらあら、そういうことね。いいわよ》

《オイラも協力してやるよ》

　火の魔粒子と水の魔粒子が即座に答え、ほかのふたりも快諾をくれた。

「ありがとう！」

　リリーは両手を大きく広げ、胸もとで赤、青、黄、緑のカラフルな色を持つ魔粒子たちを抱きしめる。

　そのまま腕の中で、手早くこねこね、ねりねりと混ぜていく。やがてみんなは、スーッとひとつに溶け合って、白い光になった。

「それじゃあみんな、お願い！　……えいっ！」

　リリーがみんなを押し出すように両手を前に伸ばして手のひらを開くと、白い光になったみんながパーッと弾けるように周囲へ広がり、あたり一帯を包み込む。

《鎮まりなさい》

《子供たちが泣いているよ》

《自分を取り戻せ》

《みんな落ち着いて》

　みんなの声を直接頭の中で聞く。

　視界は、崩落した地下で初めて光魔力を使った時のように白い光のベールで覆われていた。

　――シュヮアアアアッッ！

　白い光に包まれたリスたちの体表から、なにかがスーッと溶け出していくのがわかった。

（……今の、なに？）

　溶け出したものがなんだったかは不明だが、荒ぶっていたリスたちはいっせいにおとなしくなった。それに伴って、動揺していたお客たちも徐々に落ち着きを取り戻していく。

　リリーは安堵の胸をなで下ろした。

（よかった！　これでもう、リスさんたちは大丈夫ね！　あとは、怪我をしたみんなの手当てを――）

《グァアッ！》

　周囲の混乱が治まり、すっかり油断しきっていたリリーに、黒ちゃんが唸り声をあげながら、牙をむいて飛びかかる。

「きゃあっ！」

　振りかぶった前足の鋭い爪が眼の前に迫るが、突然のことに驚いて硬直し、体が動いてくれない。

「いやぁっ！　パパ、助けて――っ!!」

　振り下ろされる爪がスローモーションのように見え、脳裏に心配そうな目をしたアルベルトの姿が浮かんだ。

「リリー!!」

「え？　パパ……!?」

　アルベルトの声を聞いたのと、逞しい胸にグッと抱きしめられるのは同時だった。

　――ザシュッ！

　リリーに衝撃は訪れなかった。だけど、耳にはたしかに鋭い爪がなにかを引っかくような音が届いていた。

　この時、アルベルトはリリーをかばった右の肩から腕にかけて裂傷を負っていたのだが、彼女にそれを気づかせぬようすばやく左腕に抱きなおす。そのまま視界を塞ぐようにリリーの顔を左肩にうずめさせると、怪我をものとしない俊敏な動きで右の拳を黒ちゃんに突き入れた。

　ドフッという鈍い音があがり、黒ちゃんがよろめく。そこをさらに、アルベルトの蹴りが襲った。

　ガツンというひと際重い打音が響き、黒ちゃんは大きく吹っ飛んで、激しい激突音と共に地面に沈む。周囲はシンッと静かになり、リリーがアルベルトの腕の中で感じていた振動もなくなった。

（いったい、なにが起こってるの!?）

　状況がいまひとつ把握できず戸惑うリリーの鼻先を、むわっとした血のにおいがかすめる。

「っ、パパ！　怪我をしたの!?」

　リリーが慌てて顔を上げると、心配そうに見下ろすアルベルトと視線がぶつかる。

「ほんのかすり傷だ。それより、リリーは怪我をしていないか!?」

「わたしは平気……っ、それよりパパ！　ひどい怪我……!!」

　リリーは答えながら、視線をアルベルトの右肩のあたりに向けた。すると、かぎ裂きになって破れたシャツと、血を滴らせ見るも無残な状態になった肌が目に飛び込んできた。

　目にした瞬間、リリーは意を決して叫んでいた。

「魔粒子のみんな、もうひとつお願いしたいの！　パパやみんなが負った怪我を、治してあげてほしいの！」

　さっきみたいに、みんながひとつになれば、きっとできると思った。

《いや、それは……》

《嬢ちゃん、さすがに癒やしの魔力はマズい》

　このお願いに魔粒子たちは困惑した様子で互いに顔を見合わせた。

（え？　癒やすのはダメなの!?）

　みんなは、できるけど尻込みしている、そんな印象だった。

《そなたら、かまわんぞ》

「……え、ベル！　いつの間に!?」

　リリーは、突如現れたベルに目を丸くする。

　驚くべきことに、ベルはその前足で黒ちゃんを踏みつけて拘束していた。なにげに黒ちゃんは鼻血に吐血にと、けっこうひどいありさまだったのだが、伏した体勢と黒い体毛のせいでリリーは気づかなかった。無論、リリーが感じた『むわっとした血のにおい』というのも、実際は黒ちゃんから漂ったそれだ。

　さらに、意外なことがもうひとつ。なぜかベルの両脇には、リリーが触れ合った白いウサギとリスが控えるように立っているではないか。

《此こ度たびの一件は、すべてわしが責任を負う。皆の怪我を癒やしてやってくれ》

《ぅうぅ、おのれベルベリヴァウンゼン。一度ならず、二度まで我を足蹴にするとは許せ……グェッ》

《フンッ！》

　黒ちゃんが憎々しげに声をあげたが、ベルに拘束を強められ、カエルがつぶされたみたいな呻き声を漏らして、それっきり静かになった。

《聖獣王の右腕であるあなた様がおっしゃるのなら、従いましょう》

《よかったな、お嬢ちゃん。あとはオイラたちに任せて！》

「うん、お願い！」

　魔粒子のみんなは、パァっと発光を強くして、再び周囲を真っ白な光のベールで包み込んだ。

　キラキラとした光は、見る間に子供たちやスタッフ、ついでに黒ちゃんの傷も癒やしていく。清廉な光に照らされた広場内は、まるで奇跡のただ中にでもいるかのように幻想的だった。

　そして清廉な光はアルベルトの右腕を包み、やがてスーッと消える。アルベルトはリリーを胸に抱きしめたまま、目を見開いてその様子を注視していた。

「……パパ、もう痛くない？」

「あぁ。傷を負ったこと自体が嘘のようにな」

「よかった!!」

　リリーがガバッとアルベルトの肩にすがりつく。アルベルトは、ギュッと抱きしめる腕の力を強くした。

「魔力で混乱を収め、皆の治療まで。よくやってくれた」

「ううん。実際に暴れるリスさんたちを鎮めたのも、傷を治したのも、わたしじゃなくて魔粒子さんたちなの。わたしはただ、お願いしただけだもん」

「いいや、リリー。君の魔力は、君だけの誇るべき力であると同時に、みんなを救う尊い力だ。パパはみんなを助けてくれた君が誇らしいぞ」

　アルベルトは大きな手で彼女の頭をなで、労いの言葉を口にした。

「……パパ。わたし、パパのこと大好き」

　胸がジーンと熱くなり、気づいた時にはコテンとアルベルトの胸に頭をうずめ、心の中で思ったことをそのまま口走っていた。

　リリーは声にしてから、あっ！と思ったけれど、弁解するより早くアルベルトの厚い胸にギューッと押しつけられてしまった。リリーは困惑気味に、目をパチパチと瞬かせた。

「ああ、パパもだ」

　アルベルトが力強く告げた瞬間、リリーの肩が驚きでビクンと跳ねる。

（……うそ？　パパはわたしにあきれていない？　嫌っていない？）

「本当に？　パパもわたしが……好き？」

　にわかに信じられず、リリーは長い溜めを置いて、やっとのことで『好き？』の一語を口にした。

「あたり前だ。パパもリリーが大好きだ」

（……っ、よかった！　よかったよぉ!!）

　アルベルトに嫌われていなかった。この事実が、こんなにもリリーの心を明るくするのは、単に死亡エンドを回避したいがためだけではない。

　リリーは、いつも自分のことを一番に考えて、心を砕いてくれるアルベルトが好き。そんな大好きなアルベルトに、義父としての責任や義務感からではなく、自分のことを好きでいてほしいと願っていたのだ。

　おずおずと胸の中から見上げたら、アルベルトがやわらかに目を細め、白い歯をこぼしていた。

（わぁっ！）

　初めて見るアルベルトの笑顔にドクンと胸が跳ね、視線が釘づけになる。普段、鉄仮面のアルベルトの笑みは破壊力抜群で、リリーをすっかり虜にした。

「パパ……っ！」

　リリーは泣き笑いみたいに顔をクシャクシャにして、大好きな〝自慢のパパ〟にギューッと抱きついた。アルベルトもリリーをしっかりと抱き返し、それに応えた。

「お、ここにいたか！　無事だったか、アルベルト」

　リリーとアルベルトはそのまましばし互いのぬくもりを分け合っていたが、ロベールとダグラスがやって来ると、そっと腕をほどいた。

「あぁ、そっちも無事のようだな。すまんがロベール、リリーのことを頼む」

「ん？　それはかまわんが、お前はどうするんだ？」

「俺はひとまず、この場を治めてくる」

　アルベルトはリリーをロベールに預け、今回の事件の終息のために立ち上がった。

　出口付近に集まった客とスタッフのもとに足を向けながら、アルベルトがふと思い出したようにロベールを振り返った。

「……そうだロベール、請求書は後で王宮に回させてもらうぞ」

「ハッ？」

　唐突な言葉に、ロベールは鳩が豆鉄砲を食ったようなポカンとした顔をした。

　そうしてアルベルトは集まった皆の前で整然と身分を明かし、原因究明と再発防止を約束した。その上で、此度の一件に騎士団長の名でもって箝かん口こう令れいを敷いた。客らの怪我はすでに治っていたが、リスたちの暴挙によって発生した装身具などの損傷や移動動物園の設備の欠損に対しては、国が損害賠償を支払うことで合意した。今回の謝罪として全員に移動動物園の次の巡業で使える入場フリーのチケットも配られたが、この代金も同様に国持ちとなった。

「……なるほど。請求書とは、こういうことか。まったく、今回のお忍びはずいぶんと高くついたものだ」

　苦笑交じりにこぼすロベールを横目に、リリーは頼もしい采配でこの場を穏便に治めるアルベルトの勇姿にうっとりと見入っていた。










第十章　死亡エンドが回避されました




　移動動物園を出たリリーたちは、さっそく黒ちゃんを取り囲んで尋問を始めたのだが……。

《なに!?　リスの餌を食べた後の記憶が曖昧じゃと？》

《うむ。体全体に不快感が走り、居ても立ってもいられなくなって……その後のことはあまりよく覚えておらんのだ》

《……そなた、リスの餌を好んで食うとは存外に物好きじゃな？》

《ほざけ！　聖力不足でヨレヨレの状態でやっとお主を見つけ、ほうほうの体ていでここまで追いかけてきたというに。それなのにお主ときたら、嬢ちゃんになでられ、うまそうにホットドッグをむさぼりおって……。こちらの世界にやって来てからずっと、まともに飲まず食わずでひとり、さまよっていた我の気持ちが、お主にわかってたまるか》

　黒ちゃんは、ふて腐れた様子で尻尾をペチンッと地面に叩きつけた。

《どちらにせよ、嬢ちゃんと、嬢ちゃんの父上には、謝っても謝りきれん。本当にすまんかった》

　ベルには恨みがましい目を向けていた黒ちゃんだったが、リリーとアルベルトに対しては、しょんぼりと肩を落としてもう何度目ともわからぬ謝罪を告げた。

「もういいよ、黒ちゃん。こうしてちゃんと謝ってもらったんだから」

《嬢ちゃん……》

　リリーの慰めに、黒ちゃんは感じ入ったように目を潤ませた。

《そもそも、なぜそなたが人間界におったんじゃ？　喧嘩の咎とがをわしに押しつけ、ひとり聖獣の世界に残ったというに》

　ベルは質問の後、根に持っている感ムンムンで付け加えた。

　……そう、驚くなかれ。

　なんとこの黒ちゃんこそが、ベルがやり合ったという長年の宿敵で、人間界に落とされるきっかけにもなった喧嘩相手だったのだ。

　ただし、詳しく聞けばこのふたり、喧嘩するほど仲がいいを地でいく茶飲み仲間であり、麻雀仲間。そして聖獣の国の筆頭大臣と長老という、権力者でもあった。

　要は、仲良しこよしなのだ。

《聖獣王に、我が地下水を抜いたせいで人間界が大変なことになっているから、直してこいと命じられたのだ》

（え？　地下水を抜いた!?）

「ベル！　これって……！」

《それはいつのことだ？》

　ピンときたリリーが口を開くのと同時に、ベルが黒ちゃんに尋ねた。

《一週間前だが？　あの日は、新たな水場の建設中に、我の部下が誤ってぬかるんだ帯水層に落っこちてしまってな。我が急ぎ地下水を抜き、間一髪で助けてやったのだ》

　……一週間前。それは、崩落があったあの日だ。

　リリーの脳裏には、以前ベルから聞かされた『星回り』のことが浮かんでいた。『何百年かのサイクルで予期せぬ事件が起こる星回りがある』と聞かされていたアレだ。

　リリーがベルを見ると、彼もリリーに目を向けた。ふたりは顔を見合わせ、目と目でうなずいた。これはもう、不幸な星回りによって、向こう側とこちら側の事象が勝手に干渉したと考えて間違いなかった。

（……あ。それじゃあ、崩落の前に見た黒い影も、やっぱり黒ちゃんだったんだ）

　リリーはハッと思い至った様子で、黒ちゃんを見た。

　両方の世界がヘンなふうに干渉していたために、部下の救助に向かう黒ちゃんの姿が薄っすらとよぎったのだろう。

（うわぁ。この星回りって、超やっかい）

《部下を救った我は、鼻高々で王宮に戻った。ところが、聖獣王には頭ごなしに叱責され、追い立てられるように人間界にやられるはで、さんざんだ。しかも、いざ来てみたら、人間界はなーんもなっとらんではないか》

　間が悪いとしか言いようがないが、黒ちゃんはリリーが崩落した地面を光魔力で直した後に来たらしい。

　さらに黒ちゃんは、ますます肩を落として語る。

《しかも、思いのほか聖力を使ってしまい、帰るに帰れん。人間界での滞在を余儀なくされ、フラフラになりながら街を歩いている時に、馬車から降りてきたお主らを見つけて追ってきたのだ。しかし、うまそうにホットドッグを食うお主らの姿は、空腹の我には見るにたえず、その場から駆けだした。そうして、ちょうど餌やりをしていたリスのふれあい広場で、我はこらえきれずに……ぅううっぅ》

（……うん。お腹が減って限界で、リスさんのご飯を食べちゃったのね）

　黒ちゃんはガバッと突っ伏して、悔しそうにペッチンペッチンと地面に前足パンチを繰り出していた。

「ねぇ黒ちゃん、もう大丈夫？　フラフラしない？」

《うむ。嬢ちゃんの癒やしの魔力に触れた後、これまでのだるさや不快感が嘘のようにスーッと楽になった。それに、こうして嬢ちゃんになでてもらっておると、ますます気分がよくなってくる》

　リリーが黒ちゃんの首のうしろをそっとなでながら尋ねたら、黒ちゃんは心地よさそうに目を細めながら答えた。

「そっか」

（なんだか、黒ちゃんがかわいそう。ヘンな星回りにあたったせいで……って、待てよ!?）

　黒ちゃんをナデナデしていたリリーが、突然、カッと目を見開いた。

（これって、もしかしてわたしのせいなんじゃ……？）

　極悪幼女の自分がシナリオの進行をバックレて事件イベントを起こさなかったために、その帳尻合わせでシナリオが書き換えられた可能性に行き着いた。

（ひぇえっ！　絶対そうだ――っ!!　どっちにしても、黒ちゃんは全然悪くない！）

「どうしたリリー？　まさか奴が、よからぬことでも語っているのではあるまいな」

　アルベルトが青ざめるリリーに気づき、いぶかしんで尋ねた。

「う、ううん！　黒ちゃんは悪くないの！　パパもみんなも、驚かないで聞いてね」

　リリーはこんな前置きの後、ベルたちの言葉がわからないアルベルトとロベール、ダグラスに、ここまであきらかになった内容をかいつまんで説明した。

「――と、こんなわけみたい」

「一週間前の地盤の崩落が、聖獣の世界と人間界が干渉して起こっただと……？」

　みんなは突拍子もない内容に驚きを隠せない様子で、互いに顔を見合わせていた。みんなの目は、一様に少し疑心暗鬼な感じ。

　とくにアルベルトは、眉間にクッキリと皺を寄せ、かなり難しい表情をしていた。

「この星回りは何百年かに一度巡ってきて、避けられないの。わたし、うそは言ってないよ？」

　必死で言い募るリリーの頭に、ぽふんとアルベルトの手のひらがのっかる。リリーが視線を上げたら、アルベルトは『わかっている』とうなずいた。

「パパ……」

　アルベルトが自分に向ける全幅の信頼が少しこそばゆくて、それ以上にうれしくて、リリーの胸は温かな気持ちでいっぱいになった。

「ここまでリリーの起こした奇跡を幾度となく目にしているんだ。今さら君の言葉を疑ったりはしない。なにより、最近の不審な事件の中で地下水の消失だけは、人の手では到底実行不可能な内容で、ずっと引っかかっていた。今の説明で合点がいった」

　アルベルトはここでいったん言葉を区切ると、少し考えるようにして再びゆっくりと口を開いた。

「ただ、興奮作用のあるなにかをリスの餌に混入した犯人と、我が家に放火した犯人は、いまだ野放しのままということだ。これ以上、被害が出る前に、一刻も早く捕まえんとな」

　アルベルトが難しい顔をしていたのは、リリーの話を疑っていたからではなく、犯人について考えていたから。理由がわかり、ホッとした。

「そうだね。早く犯人が捕まるといいね」

《……そういえば、あの松明からはふたりの人間のにおいがしたぞ》

　アルベルトの言葉を聞きつけたベルが、ポツリとこぼす。

「パパ！　松明からふたりの人間のにおいがしたって！」

「なに!?　誰のにおいかわかるか？」

　みんなの視線がベルに集まる。

《誰のと言われても……ん？》

　ベルは困ったように小首をかしげていたけれど、途中でクンッと鼻をヒクつかせ、歩行路の向こうに視線を向けた。

《あらちから、同じにおいがするぞ！　間違いない！》

　言うが早いか、ベルはダッと駆けだした。

「あ、待って！　……パパ、あっちから松明についていたのと同じにおいがするって！」

「なんだと!?　後を追うぞ！」

　アルベルトはすくうようにリリーを抱き上げると、ベルの背中を追って走りだす。

「お、おい！　待て、アルベルト！」

　慌てた様子でロベールとダグラス、そして黒ちゃんが後に続いた。




　前を行くベルが、噴水広場にほど近い茂みに身を伏せた。

「ベル！」

　追いついたリリーたちも、同じ茂みの陰に隠れるようにしゃがみ込む。

《シィッ！　あのふたりじゃ！》

　ベルは声を潜め、数メートル先の噴水広場のベンチに並んで座った男女ふたり組を示した。

（え!?　あれってイライザと備品の管理担当者だったユーグだ！）

　アルベルトもすぐに気づいたようで、目を見張っていた。

「ねぇ、ユーグぅ～」

　その時、イライザがユーグの肩にしなだれかかるようにして猫なで声をあげる。

「なんだい、ハニー？」

　ユーグはキザな態度でサイドの髪をかき上げながら答えた。

　リリーたちは、ベタベタしたふたりの様子に辟易しつつ、遠いながらもなんとか聞こえてくる会話に耳をそばだてた。

「あなた、いつ私と結婚してくれるのよ？　そのうち、そのうちって言いながら、ちっとも具体的な話が進まないじゃない」

「チッ！　……いちいちうるせえな！　俺だって、考えがあんだよ！　そのうちにな」

　結婚の話題を出された途端、ユーグは面倒くさそうに態度を一変させた。

「ちょっと！　あんたっていつもそうやってはぐらかす！」

「そうキィキィすんなよ。……まぁ、座れって。今日は、たっぷりかわいがってやるからよ」

　イライザが怒って席を立とうとするのを、ユーグは慌てた様子で腰を抱き寄せて引き止め、スカートの下から手を割り込ませて太ふと腿ももをまさぐりだす。

（あれ？）

　突然、リリーの視界がなにかで塞がれる。なじみのある温かな感触と大きさで、すぐにそれがアルベルトの手だと知れた。

（へへへっ。パパの手、あったかーい。でも、パパったらどうして急におめめを塞いじゃうのかな？）

　アルベルトは、なんとか自分の両手で教育衛生上不適切な映像を遮断した。しかし、耳までは塞ぎきれない。

「あっ、……やんっ」

（ん？　イライザってばヘンな声……なんだろ？）

　リリーがソワソワし始めるのを感じ、アルベルトは艶めかしい喘あえぎを漏らすバカップルに射殺しそうな目を向けた。すると、ユーグはイライザのスカートの中から手を引いた。

「どうだい、ハニー？　ご機嫌は直ったかい？」

　ズブの素人ゆえ、アルベルトの放つ殺気を感じ取ったわけでもないだろうが、なかなか悪運の強い男である。

「はぁ……っ。もうっ、ユーグのいけず」

「なぁ、そういえばさ。この間、お前に頼まれて細工した松明があったろう？　あれって、なにに使ったんだよ？」

　ここでユーグが、思い出したようにイライザに尋ねた。

（あ、この話題……！）

　リリーの肩がピクンと跳ねた。

　リリーの目を押さえていたアルベルトの手もわずかに揺れ、ゆっくりと離れていく。視界が戻ったリリーは、そのままイライザとユーグのやり取りに意識を集中させた。

「うふん。知りたい？」

「そりゃそうだろ、俺がわざわざ手ぇ加えてやったんだから」

「じーつーは～、あの松明で気味の悪い小娘の屋敷に火をつけてやったの！」

（えっ!?）

　反射的に立ち上がりそうになったリリーの肩に、アルベルトがトンッと手を添えて制す。

　リリーが振り返ると、アルベルトの瞳が今はそのまま隠れていろと告げていた。リリーはコクンとうなずいて、しゃがんだまま前に視線を戻した。

「待てよ。お前、それ本気で言ってんのか？」

「当然よ！　私、あの娘をだまくらかして貯水槽の水を抜かせたの。時間差はあったけど目論見通り断水が起こって、ざまぁみろって思ってたら、なんでか知らないけど評判が上がってんのよ。だから、松明で火をつけてやったの」

「お前馬鹿か!?　マジで勘弁してくれよ!!」

（そういえば、前にイライザが貯水槽に不備が見つかったと言って、わたしに助けを求めに来てた……！）

　あの時もイライザは生け垣から人目を忍ぶように来ていたし、あそこの秘密の出入り口はかつての使用人たちの中でも、イライザが一番よく使っていた。

　リリーは疑いもしなかったが、あれもリリーをはめようとするイライザの嘘だったのだ。こうなると、自治会で働いているという話だって、本当かどうかわかったものではない。

（てっきり、今は心を入れ替えて、がんばってるんだと思ったのに……）

「どうして怒るのよ？　ヘンなユーグ。……あ！　それだけじゃないわよ？　あんたとの待ち合わせの前に、あの娘がここに来てるのを見かけたの。だから私、獣医の友人からもらった興奮剤をリスの餌に混ぜておいたんだから！　きっと今頃は、あの娘の仕業と疑わない義父に、こっぴどくやられてるわね！」

　褒めて？と言わんばかりに自信満々で語るイライザに、ユーグは顔を真っ赤にして叫んだ。

「信じらんねぇ！　俺、お前と結婚とかマジで無理だ!!」

「やだ、ユーグ!?　私のこと見捨てる気!?　あんた、ずっとあの小娘のこと『気味の悪ぃガキ。サッサと手打ちにされちまえ』って言ってたじゃない！」

　その時、リリーの肩に添えられていたアルベルトの手が離れた。

「私はあんたが喜ぶと思って――」

「そこまでだ！　話はすべて聞かせてもらった!!　おとなしく従え！」

　茂みから飛び出していったアルベルトは、イライザとユーグを一度に取り押さえた。その間、わずか数秒ほどの出来事。

　リリーたちはもとより、捕縛されたイライザとユーグも、すぐには状況に理解が追いついていないようだった。

「ちょ、ちょっと待ってよ！　なんで私を捕まえるの!?　アルベルト騎士団長、あなただってこんな気味の悪い小娘、いない方が清々するでしょう!?　この娘がいなけりゃ――」

「聞くにたえん！　これ以降、許可なく口を開くなら、力でもって封じる！」

「っ!!」

　ピシャリと言い放たれたイライザは、ビクンと体を震わせ、唇を引き結んだ。

　リリーも自分に向けられているのではないと知りつつ、アルベルトから漂う絶対零度のブリザードに身震いした。

　そうこうしているうちに騒ぎを聞きつけ、公園内の派出所から警けい邏ら隊の面々が駆けてきた。アルベルトは警邏隊員から受け取ったロープで、イライザをうしろ手に縛り上げた。

　ユーグは半ば茫ぼう然ぜん自失みたいな状態になっていたので拘束はされなかったが、重要参考人としてイライザと共に派出所に向かうことになった。

　イライザは警邏隊員に引っ立てられても、唯一自由になる口を閉じることなく、ずっと泣き落としでユーグに結婚を迫っていた。ユーグはそれに答えなかったけれど、あまりにイライザが食い下がるからか、最後の方は憐れむような目を向けていた。

　周囲には、いつの間にか騒ぎを聞きつけた人たちが集まり、人だかりができていた。そんな輪の中心で、リリーは一連の様子を眺めていた。

「おい、アルベルト。あの女にずいぶんと、してやられたんだろう？　あっさり警邏に引き渡しちまって、いいのかよ？」

　ロベールが、連行されていくイライザたちを見ながら尋ねた。

「リリーをあしざまにののしった女だ。奴の言い分に耳を貸すなど虫唾が走るし、もとより私刑に興味はない。なにより、これ以上リリーをあの女に関わらせたくない。警邏で適正な取り調べを受け、法によって裁かれればそれでいい」

　アルベルトは吐き捨てるように答え、リリーをキュッと抱き寄せた。そのまま、慰めるようにリリーの頭をなでた。

　これまでにも悪口はさんざん言われてきたし、もっとひどいことだって、いっぱい言われてきた。

　だから今さら、リリーがイライザの言葉で傷つくことはないけれど、アルベルトに優しくなでてもらうのは大好き。リリーは、そのままアルベルトの温かな手に身を委ねた。

　その時、イライザが突然足を止め、憤怒に燃える目でリリーを振り返った。

「気味の悪い小娘！　お前のせいでユーグとの結婚がさらに延びたじゃない！　どうしてくれる!?」

（……え？　ちょっと、待って？　わたしのせいで結婚が延びたって、それはなんか違くない？）

　そもそも、屋敷にいた頃イライザが結婚を狙っていたのは、ユーグではなく前任のシェフだったはずだ。

　イライザの身勝手は今に始まったことではないけれど、ユーグとの結婚話に関してはリリーはまったくの無関係だ。

「結婚がうまくいかないのも！　条件のいい仕事をなくしたのも！　私の人生がうまくいかないのも！　全部全部、お前のせいだーっ！　この、気味の悪い疫病神め――っ!!」

　――ぷっちん。

　その時、リリーの脳内で『ぷっちん』となにかが切れる音がした。

（ん？　この音って、前にも一度聞いたことがあったような……いつだったっけ？）

　そんなことを思っていたら、いつぞやのように真っ黒けっけな感情が湧いてきた。そうして、ぶわっと膨らんだ感情は、またしてもリリーをまるっとのみ込んだ。

「……ねぇ、イライザ」

　リリーの発した声の冷たさ、そして彼女が全身から放つ絶対零度の冷気に一同は身震いし、石のように固まる。真っ黒けっけなオーラをまとったリリーは、そんな周囲の反応もなんのその。声高に語りだす。

「わたし、イライザがユーグと結婚したいだなんて初めて知ったよ。それ、ほんと？　だって、いつもユーグのこと『キープ君』って呼んでなかった？　それからほら、前に『シェフと寿退職しちゃおうかしら』って言ってたのを聞いたよ。それ以外にも、イライザには前任の掃除係や調理補助、配膳係にと、リネン室で一緒に遊んでた男の人たちがいーーっぱいいるし、ユーグでなくてもいいんじゃないかなぁ！」

　リリーの姿はいつぞやと同様、さながらアルベルトのミニチュア版。アルベルトの特性が義娘のリリーに引き継がれている事実を、今回は衆人に知らしめる格好となった。

　周囲にとぐろを巻いていた真っ黒けっけと冷気がスーッと鎮まると、リリーは先ほどまでの邪悪さが嘘のようにぽやんとした顔をした。

（……あ、あれ？　もしかしてわたし、今、なにか言った？）

「イライザ！　おっ前、とんでもねぇ女だな!?　ちょっと同情して、見捨てられねぇとか思った俺が馬鹿みてぇじゃねーか！　頼むから、もう二度と俺に近づかないでくれ!!」

「％＆＃＄▼＠：□：＃＄％＆――っっ!!」

　脳内に疑問符がいっぱいのリリー。その数メートル先では、ユーグに白い目を向けられたイライザが、まともに意味をなさない怨えん嗟さの声をあげていた。

（……え？　なになに!?　イライザってば、なんでこんなに叫んじゃってるの？）

　周囲にこだまする断末魔のような叫び声に眉を寄せつつ、リリーは右に左にせわしなく首をひねるのだった。

　そんなリリーをアルベルトは愛おしい目で見つめ、ロベールとダグラスは鳩が豆鉄砲を食ったような顔で見つめていた。

《リリー。そなた、なかなかやりおるな。公衆の面前でこれは、実際の量刑以上に効くぞ》

《ふむ。あの女はこれで結婚はおろか、社会的に抹消されたも同然だな》

「えー？　なにそれー？」

　足もとからあがったベルと黒ちゃんの感心したような声に、リリーはますます深く首をかしげるのだった。




　無事にイライザたちは連行されていったけど、リリーはなんとなく釈然としないまま、アルベルトに手を引かれていた。

（みんなの態度、なんかヘンなの）

「あら！　やっぱりリリーちゃんとアルベルト様でしたわ！　ごきげんよう」

　その時、歩行路の向こう側からやって来たふたり連れに声をかけられた。

「あ！　ヴィオラさん！」

　嬉々として歩み寄ってくるヴィオラと、その横にはラフな普段着に身を包んだバイアスの姿もあった。

「リリーちゃんたちは、もうお帰りですの？」

「うん。いろいろあって、今日はもう帰ることになったの。それにしても、なんだか珍しい組み合わせだね」

「中央公園の近くでたまたま休暇中のバイアスさんと行き合って、今日が移動動物園の最終日だとお聞きして来てみましたの。待ち合わせもなしでリリーちゃんたちと会うのは難しいだろうと半ばあきらめていたけれど、会えてうれしいですわ！」

（……あっ！　あ、ぁああああ――っっ！　どうして、今まで気づかなかったんだろう！　移動動物園って、たしかパパとヴィオラさんの最後の恋愛イベントがあった場所――!!）

　ヴィオラの笑顔を見つめながら、突如、リリーの脳内で前世のゲームのシナリオと、現在の状況がピッタリと組み合わさった。

　動物たちを闇魔力を使って凶暴化させ、けしかけるのがリリー。シナリオ通りなら、それを治めるのはヒロインであるヴィオラだ。そうしてリリーは、この悪行によって堪忍袋の緒が切れたアルベルトに手打ちにされる――。

　この展開が、ゲームの本来のシナリオだったのだ。リリーの中で、すべての点が一本の線になってつながった。

「リリーちゃん？　どうかなさった？」

「う、ううん！　なんでもない。私もヴィオラさんに会えてうれしいよ！」

　リリーはなんとか笑顔を作って答えたけれど、内心の動揺はすさまじかった。

　だけど、それも道理だ。ゲーム内では、まさに今日がリリーのＸデーだったのだから……！

「ってか、めっちゃ珍しいおふたりがいるんッスけど。……これ、膝を突いて頭下げたりとかしない方がいい感じッスよね？」

「そうだな。今日の俺は、アルベルトのパパ友というやつだ。それを念頭に、接してくれ」

「了解ッス」

　視界の端では、バイアスとロベールが妙ちくりんなやり取りをしていたが、脳内処理で大忙しのリリーにそんなものを気にする余裕はなかった。

（……わたし、喜んでいいのかな？　これで、完全に死亡エンドはなくなったってことだよね？）

　ゲーム内のリリーはここで死んでしまうわけだから、これ以降リリーがゲームのシナリオに登場することはない。ならば、リリーのこれからの人生は、シナリオの展開に縛られることのない自由――。

「リリー、さっきからずっと顔色がさえないな。今日は先ほどの一件もあるし、その前に光魔力まで使っているんだ。疲れが出たのではないか？」

「ううん！　わたし、全然、疲れてなんかないよ！」

　リリーは疲れより、死亡エンドが回避されたことに、大きな喜びを感じていた。それでも、あまりの急展開には戸惑いもあったし、なにより心がふわふわして、ちっとも考えが追いつかなかった。

「まぁ！　公園に向かう途中で感じた神々しいほどの魔力の波動は、リリーちゃんでしたのね!?　……本当にリリーちゃんはすごいわ。光魔力まで操ってしまうなんて」

　アルベルトが口にした『光魔力』という単語を聞きつけて、ヴィオラがリリーにキラキラとした目を向ける。

「僕も驚いたよ。光魔力って、神話の中だけのものだと思ってた。……もうほとんど消えかけだったけど、それでもあの時の真っ白な光に包まれたリリー、すっごく綺麗だった！」

　ダグラスの賛辞と熱のこもった眼差しが照れくさい。

「たしかにな。魔力持ちとは聞いていたが、光魔力まで自在にするとはさすがの俺も想定外だった。あの場を制した嬢ちゃんは、さながら小さな女神のようだった。その稀け有うな力、アルベルトのもとで遊ばせておくのは惜しいな。……どうだ嬢ちゃん、身の回りはいっさい不足なく整えるし、魔力の扱いに長けた専属の師もつける。俺が後見となるから王宮に身を寄せんか？」

　名案だとばかりにロベールが口にした突然の誘いに驚いて、パチパチと目を瞬く。

「父上、素晴らしいアイデアです！　……リリー、王宮においでよ!?　そうすれば、能力をもっと伸ばせるし、なによりリリーがずっと王宮にいてくれたら僕はすごくうれしい！」

　ダグラスが即座に賛同し、興奮気味にトンッと一歩踏み出してきてリリーの手を取る。

　彼の期待のこもった目にたじろぎつつ、リリーが口を開きかける。

「わたしは――」

「リリーはどこにもやらん！」

　同じタイミングで、アルベルトがピシャリと断りを告げ、ダグラスの手からリリーを奪うようにヒョイッと片腕で抱き取った。

「リリーは俺の娘だ。父親の俺がいるのになぜ、わざわざ他人に後見を任せねばならんのだ？　勝手なことを言うな！」

　アルベルトは気分を害したようで、いつにない強い口調で続けた。

　アルベルトのこんな姿を見るのは初めてで、リリーは驚きと、それを上回る喜びで胸がいっぱいになった。

「すまん、アルベルト。まれな光魔力を前にして、つい先走ってしまっただけだ。お前とリリー嬢を強引に引き離すつもりなど、さらさらない」

「僕もごめん、リリー。それから、アルベルト騎士団長。リリーが王宮に来ると思ったら、つい浮かれてしまって……。ふたりの気持ちを無視した発言を許してください」

　ロベールとダグラスは、躊ちゅう躇ちょなく謝罪した。同じ色をした大小の頭頂部をアルベルトの片腕抱っこで高くなった視界から見下ろしながら、リリーの中でふたりへの好感が募る。

　身分を抜きに、この父子とは家族ぐるみで長く交友を持ちたいなと、そう思った。

「王様もダグラスも、頭を上げて。ふたりに謝ってもらうことなんてないのよ。だってね、わたしはふたりにそんなふうに言ってもらって、すっごくうれしかったんだ！」

「……リリー？」

　アルベルトが不安そうに眉尻を下げてリリーを見た。リリーを抱き上げる腕にも、わずかに力がこもった。

「もちろん、わたしはパパが大好きだから王宮には行けない。でも、これまでずっと周囲のわたしへの評価は『魔力持ちの気味の悪い娘』で、おいでって言ってくれる人なんていなかった。だから、こんなふうに誘ってもらったことがうれしいの！　王宮で暮らすことはできないけど、ふたりに会いに行っていい？　これからも、こうやって一緒に出かけたり、ご飯を食べたり、ふたりとはずっと仲よくしたい！」

　アルベルトはホッとしたように、表情を穏やかにした。口もとも、やわらかに綻んで弧を描く。

「もちろんさ！　リリー嬢は俺の賓客だ。いつだって大歓迎さ」

「僕も！　リリー、僕、君が遊びに来てくれるのを待ってるよ！」

　ロベールとダグラスは微笑んで、快諾してくれた。

「うんっ！　ありがとうふたりとも！」

「リリーちゃんと一緒に出かけたり、ご飯を食べたり、ずっと仲よく……？　なんだか妬けてしまいますわね」

「はははっ。リリーちゃんの中では、言うまでもなくヴィオラ嬢もそんな仲良しのひとりッスよ」

　一連のやり取りを見ていたヴィオラがポツリとこぼしたら、すかさずバイアスがフォローする。

「まぁ、だったらうれしいですわ！」

「俺もヴィオラ嬢とまたこうして一緒に出かけたり、食事に行ったり、仲よくできたらうれしいッス」

「え？」

　ヴィオラがキョトンとした顔をしてバイアスを見る。リリーもなんとなく気になって、目線を向ける。

「また、お誘いしてもいいッスか？」

　こ、これは――！　リリーの死亡エンドが回避されたことで、アルベルトと正ヒロイン・ヴィオラの恋愛ルートもお友達エンドになった。そこに、待ってましたとばかりにヴィオラを狙う伏兵バイアスが現れた……！

　普段、飄々としたバイアスが、今は引きしまった表情で一心にヴィオラを見つめていた。その目は真剣そのもので、彼の思いの丈がひしひしと伝わってくる。

　全員が息をのんで見守る中、ヴィオラがにっこりと微笑み、さくらんぼみたいに色づくかわいらしい唇を開く。

「そうですわね。もしお誘いいただいた時、リリーちゃんとの予定がなくて暇ならば、考えますわ」

　ヴィオラの回答が、その笑顔とは裏腹にものすごく辛い。この場にいる全員が、苦虫を噛みつぶしたような顔をしていた。

「そ、そッスか」

　ヴィオラの中での方程式は、今のところ『リリー＞バイアス』。バイアスはなんとか貼りつけた笑みで答えていたが、ちょっと泣きそうになっていた。

　バイアスの恋は前途多難である。

「がんばって、バイアスさん！」

　リリーが小さくエールをつぶやくと、なぜかバイアスにジト目で見られた。

（え？）

「せっかくッスけど、リリーちゃんから塩は受け取れないッス。今日から俺と君はライバルッス！」

「え!?　え、ぇええええ――っ!?」

　バイアスからされたまさかのライバル宣言に、リリーの素っ頓狂な叫び声が周囲にとどろいた。

　アルベルトが、慰めるようにポフポフとリリーの頭をなでてくれた。

《やれやれ、大人げないのぉ》

　ここで、今まで足もとで静かに丸まっていたベルが、肩をそびやかし、ポツリとこぼした。

《古より恋は盲目と言うからのう。ところでベルベリヴァウンゼン、お主いつあちらに帰ってくるのだ？》

《ふむ、まだしばらくは帰らん。もう少しこっちを満喫してからにするわい。リリーとおると退屈せんのじゃ》

《それはなりません！》

　ベルが《しばらくは帰らない》宣言をした次の瞬間、白いウサギとリスがしゅたたっと現れた。同時にリリーの脳内に、直接二匹の声が響いた。

「え!?　白いウサギさんにリスさん？」

（……あ！　そういえばこの二匹、リスのふれあい広場でもベルの脇にいたよね!?）

《筆頭大臣も長老も、どうか我らとお帰りください！》

　二匹はベルに向かって、ブンブンと首を横に振りながら声を揃えた。

「ふたりとも、どうしてここに!?」

《我らはベルベリヴァウンゼン大臣の部下でして、大臣の迎えにやって来た次第です》

「えー！　それじゃ、紛れ込んでいただけで動物園の子じゃなかったんだね！」

《はい。先ほど挨拶をして動物園を出てまいりました》

　動物園の所有ではないのだから、当然、二匹の行動は自由だ。

《ふん。聞こえんな》

　ベルはわざとそっぽを向いて、白々しく口にした。

《……そうか。ベルベリヴァウンゼンが残るのなら、我もこっちでしばらくやっかいになるとするか》

《なっ!?　長老までなにをおっしゃっているのですか!?》

　黒ちゃんのつぶやきに白リスが、すかさずクワッと牙をむく。

《なんと、そなたはサッサと帰ればよかろう？》

《馬鹿を言え。お主だけにいい思いはさせんぞ。我とてあの嬢ちゃんとおると、まるで本来の居場所を見つけたかのように、しっくりする。かつてなく心がほっこりと和んで心地いいのだ》

（……本来の居場所？）

　黒ちゃんが口にしたこの台詞を耳にした瞬間、ゲーム内でいつもリリーのそばにいた黒ネコを思い出した。

　いったんは、ぬいぐるみかなにかが映り込んでいたのだろうと割りきったが、よくよく思い返してみるとそのネコと黒ちゃんの見た目はそっくりだった。

　おそらく黒ちゃんは、本来ならリリーのペットになる予定の子だったのだ。

　前世の記憶を持つリリーが筋書きをいろいろ変えてしまったせいで、黒ちゃんは登場がうしろ倒しになり、あげくに割を食う形でストーリー上の事件イベントまで回収させられてしまった。

（……今からでも、黒ちゃんのことを飼ってあげられないかな）

　リリーは急に黒ちゃんのことが愛おしくてたまらなくなった。同時に、本来黒ちゃんが得るはずだった居場所を与えてあげたいと思った。

　アルベルトとつないだ手に、無意識に力が入った。

《おふたりとも、いい加減にしてください！　おふたりを人間界に野放しにしておけるわけがないでしょうが》

《ん？　野放しがいかんのじゃったら、そなたらもここにとどまれば問題なかろう？》

《そういう問題では――いや？　そういう問題なのか？》

《ふむ。たしかに、我らが共に人間界にとどまり、筆頭大臣と長老を見張っておればよいのか》

　今もベルと黒ちゃん、白いウサギとリスの四匹はああだこうだ言い合っている。それらを横に聞きながら、リリーの心が決まる。

　リリーはアルベルトとつないだ手を胸の前に持ってきて、ギュッと両手で包み込むと、意を決して口を開いた。

「パパ。わたし、みんなをうちで飼いたい！　……お願いっ、パパ！」

　裁可を待つような思いで、真っ直ぐにアルベルトを見つめる。

「っ、わかった。まとめてみんな、うちで飼うことにしよう」

「や、やったーっっ!!　ありがとう、パパっ！」

　リリーは大喜びでアルベルトの肩にギュッと抱きつき、頬ずりする。アルベルトはいとしげにリリーの頭をポンポンッとなでた。

《おぉ、嬢ちゃんナイスだ！》

《うーむ。そなたらと共同生活することになるとは……》

　黒ちゃんは喜びをあらわにし、ベルはちょっぴり不服そうに何事かゴニョゴニョとこぼしていた。

　うれしすぎる結末に胸が詰まり、リリーの目尻から涙がひと滴ホロリとこぼれた。

「これでベルも黒ちゃんも、みんな一緒だね！　みんなで帰ろう！」

　リリーはバレないように、アルベルトとつなぐのと逆の手で涙をこっそりぬぐった。そうしてアルベルトの手を引いたまま、みんなの先頭に立って駆けだした。

「こら、リリー。走ると転ぶぞ」

　アルベルトの制止で足を緩め、えへへっと照れ笑い。

「そうだった！」

　今日は目が回りそうな一日だったけれど、リリーにとっては最高の日――！

　アルベルトと暮らし始めてちょうど一カ月になるこの日。リリーは無事に死亡エンドを回避して、シナリオのない新たな人生へと、第一歩を踏み出した。




＊　＊　＊




　移動動物園に行ったあの日から一週間が経った。

「パパ！　おかえりなさい！」

　帰宅した俺が玄関をくぐると、待ち構えていたようなすばやさでリリーが飛び出してくる。

「あぁ、ただいまリリー」

　俺が腰を低くして両手を広げれば、リリーがバフッと飛び込んだ。

　その時、腕の中のリリーから心地のいい香りがふわりと立ちのぼって鼻腔をかすめる。

「……ん？　この匂いは、ラベンダーか？」

「え？　パパすごい、よくわかったね！　実は今日ね、ヴィオラさんと一緒にラベンダーでポプリを作ったの」

「ほう、そうだったか」

「これ、パパにあげる！」

　そう言ってリリーが、俺の目の前に手のひらを差し出す。手の上には、若草色のオーガンジーで作られた小さな巾着袋がのっていた。

　認めた瞬間、目が釘づけになった。

　巾着の口を留めているリボンは結びが縦になっており、巾着袋の縫い目はジグザグ。さらに縫い目が大きくなってしまっている部分からは、ちょろんとラベンダーが飛び出している。

　リリーがどんなに一生懸命に作ってくれたのかが、目に浮かぶようだった。

　グッと胸が詰まってしまい、咄嗟に声が出ない。

　すると、そんな俺の態度になにを思ったか、リリーの表情がサッと陰りを帯びる。

「っ、やっぱりこれはダメ！　明日もう一度作りなおして――」

「これがいい」

　慌てた様子で手を引っ込めようとするリリーを止め、ポプリごとキュッと彼女の手を握り込む。

「え？」

「リリーが一生懸命作ってくれたこれが欲しい。パパにこれをくれないか？」

　真っ直ぐにリリーを見つめて告げたら、リリーは顔をクシャリとさせて微笑んだ。

「……どうぞ、パパ。枕もとに置くと、よく眠れるんだって」

「ありがとうリリー、大事にする。さっそく今晩から枕の脇に置いて寝よう」

　はにかみながら差し出されたポプリを、今度こそしっかりと受け取る。

「へへっ。本当はね、わたしもパパにもらってほしかったんだ。こんなだけど、今日作った中で一番上手にできたやつなんだよ？」

「こんな、などと卑下するものじゃない。リリーの思いが詰まったポプリだ。今夜はきっといい夢が見られるな」

「うんっ！」

　大切にポプリをポケットにしまう。リリーを抱いたまま食堂に足を向けながら、俺たちの距離がグッと縮まったのを感じていた。

　……かわいらしく俺を呼ぶ『パパ』の声も、その笑顔も一見すれば同じ。しかし、そこには俺への親愛の情が惜しみなく滲んでいる。

　これまでリリーは、笑ってはいてもどことなく憂いのような影があった。それが、一週間前のあの日を境にして完全に消えた。

　心から笑い、俺を頼りにし、甘えてくる。さらにリリーは、笑顔のほかにも喜怒哀楽の感情を遠慮なく見せてくれるようになった。

　ふくれっ面がかわいくて、小さなワガママはいとしくて。そして、さくらんぼ色の唇が紡ぐ『お願い』は全部聞き入れてやりたくなる。

《ゥオロミャーゴ（やれやれ。とんだ親馬鹿っぷりじゃ。恥ずかしくて見ていられんわ）》

《ニィヤャーォ（これこれ、そう言うでない。親とはそういうものだ。お主も親になればわかる）》

《ゥオロミャーゴ（なんだその上から目線の物言いは？　そもそも、そなたにも子などおらんじゃろうが）》

　……いや、『聞き入れてやりたくなる』は正しくない。俺は現状、リリーの『お願い』を漏れなく聞き入れているのだから。

　リリーの『お願い』によって四匹に増え、騒々しさを増した我が家のペットたちを見やる。

《ニィヤャーォ（我が子がなくとも、我は聖獣世界の長老だ。聖獣世界に生きるすべての父と心得ておる）》

《ゥオロミャーゴ（ほざけ！　そのポジションならば、そなたよりもむしろ筆頭大臣たるわしにふさわしいわい）》

《ニィヤャーォ（なーにーをー!?）》

《キィーィキィ（筆頭大臣、長老！　おやめくださいませ！）》

　……やれやれ、なんと騒がしい。しかも、奴らはこぞって妙な声で鳴く。

「ねぇパパ？　黒ちゃんたちが来てから、とっても賑やかね。うちが一気に楽しくなったわ！」

「ああ、そうだな。楽しいな」

　不快感から皺が寄りかけていた眉間は、リリーのひと言で真っ平らに伸び、口もとには笑みが浮かぶ。

　リリーが奴らと一緒で楽しいのなら、俺に異論などない。

　……そう、奴らが廊下の真ん中を我が物顔でドドンと陣取り、往来を妨げていようとも不満はないのだ。

　横を通りざまに、やたらボリュームのある白い毛先とちょろんと伸びた長く黒い尻尾の先を踏んずけてしまったのは不幸な事故。不可抗力というものだ。

《ゥオロミャッッ（あぎゃっ!?　おい若造、わしの脇腹の毛を踏んでおるぞっ!!）》

《ニィヤャッッ（アダッ!!　我の尾っぽもだ！）》

「おっと、すまんな。避けきれなかったようだ。許せよ」

「ごめんね、みんな。だけどパパに悪気はなかったの、許してあげて」

　二匹は納得いかない様子で俺に食ってかかろうとするが、リリーが乞うと不承不承に口を引き結んだ。

　俺はその隙に足早に食堂に続く扉をくぐり、しっかりと閉める。

　かしましい奴らを締め出し、リリーと並んで食卓に着く。外套をジェームズに預け、料理を運ぶよう指示をする。

「さぁリリー、パパに今日あったことをもっといろいろ教えてくれ。ポプリ作りのほかにはなにをしていた？」

　そうして料理を待ちながら、今日あったことを話すのが、すっかり俺たちの習慣になっていた。

「ええっとね、ヴィオラさんと一緒にお庭をお散歩したよ。かわいいハート形の花びらをしたお花を見つけてね、……そうだ！　まだ、蕾つぼみもあったの！　今度パパも見に行かない？」

「いいな。ぜひ、見に行こう。蕾はいつ頃開きそうだ？」

「えっとね、明日はきっとまだだから、明後日あさってくらいかな！　……って、ふふふっ。やだパーパ、くすぐったいよ？」

　キラキラと目を輝かせるリリーはどんな花よりも、もっともっとかわいい。引き寄せられるように、ニコニコと語るピンクのほっぺたをツンとつつけば、リリーがくすぐったそうに笑う。

　その笑みにつられるように、俺の口もとにも笑みが浮かぶ。

　こんなにも愛おしい存在があるなど、リリーと出会わなければ知らなかった。兄の死と同時に聞かされたこの子の存在を持てあまし、修道院に生涯幽閉しようと半ば本気で考えていたあの時の自分が信じられない。

　リリーをよそにやるなど、あり得ないことだ。仮に今、この子の祖父母が引き取りを申し出ても、俺は絶対に首を縦に振らない。

「ちょうど明後日は公休だ。庭の花を一緒に見て回ろう。その後はまた中央公園に行ってもいいし、ほかの場所に遊びに行くのもいいな。リリーはどうしたい？」

「パパ、お休みなの!?　うれしいっ！　パパと一緒ならどこでも楽しいに決まってる。……でも、またあのホットドッグが食べたい！」

　もしも、リリーの宝石みたいなブルーの瞳が涙で滲むなら、俺がこの手でぬぐってやりたい。その表情が不安げに陰るなら、優しく語りかけて安堵の笑みに変えてやりたい。

　もう、リリーを手放すなんて無理だ。

　リリーは俺の娘だ。俺が、守ってやる――。

「よし。明後日はホットドッグを食いに行こう。それから、前回乗り損ねた観覧車にも乗ろう」

「うんっ！　楽しみ！」

　食事が運ばれてきて、食べ始めてからもふたりの会話と笑顔は尽きることがない。俺とリリーの楽しい夕食は、まだまだ続いたのだった。










最終章　パパとみんなと幸せに暮らしています




　リリーがアルベルトの娘になって二カ月が経った。

「わぁ～！　どれもとってもおいしそう！」

　今日はやわらかに降り注ぐ陽光の下、屋敷にみんなを招いて、うれし楽しのガーデンパーティーの開催中。

　リリーはアルベルトの膝に抱かれ、庭の円形テーブルの上にあふれんばかりに並べられた色とりどりのケーキやお菓子、季節のフルーツにキラキラと目を輝かせていた。

「リリーはどれから食べる？」

「うーんと……」

（やっぱり、まずはティースタンドのてっぺんのチョコタルト？　……ううん、その隣のベリーのムースも捨てがたい。いやいや、ガラスの大皿にのったフルーツだって、あんなにツヤツヤでおいしそう……迷っちゃうな、なにから食べよう!?）

「ブドウにする！」

　アルベルトに問われたリリーは、悩みつつフルーツの盛り合わせの中でひと際存在感を放つ宝石みたいなブドウを指差した。

「よし」

　アルベルトは皿にひと房取ると、器用に皮をむき始める。

「ほら、むけたぞ」

「うん！　ありがとう」

　アルベルトの声を受け、リリーが手を伸ばそうとしたら、それよりも早く丁寧に皮がむかれたブドウが口もとに運ばれる。

「え？」

「リリー、あーんだ」

　戸惑うリリーに、アルベルトが促す。

　言われるまま、リリーはお口を大きく開けて、アルベルトの指につままれたみずみずしい果汁を滴らせたブドウをパクリと頬張る。芳ほう醇じゅんな香りが鼻に抜け、口内で果汁が弾ける。果肉を噛みしめるたび、甘さが口いっぱいに広がった。

「うまいか？」

「うん、おいしい！　このブドウ、すごく甘い！」

「そうか。……ん？　口の周りに果汁がついている」

　アルベルトは手指をナプキンで拭きながら、ふと気づいた様子でリリーの口にもそっとナプキンをあててくれる。

「ありがとう、パパ」

　リリーがうしろを振り返ってお礼を言うと、アルベルトはやわらかに微笑んでポンポンッと頭をなでてくれた。

（へへへっ）

　リリーはアルベルトにされるこのポンポンが大好き。自ずと頭をすり寄せるような格好になった。

「……あり得ない甘さッス」

　円卓を挟んでリリーたちのちょうど真向かいに座り、先にブドウを食べていたバイアスがポツリとこぼす。

「うん！　わたしもこんなに甘いブドウは初めて！」

「まぁ、たしかにブドウもめっちゃ甘いッスけど」

　リリーがすかさず同意したら、なぜかバイアスは苦笑して、チラリとアルベルトの方を見た。

　アルベルトは涼しい顔で次のブドウをむいており、バイアスに目線を向けることはなかった。

「嬢ちゃんが気に入ったようでよかった。そのブドウは昨日アルザス地方から王宮に献上されたばかりで、まだ市場に出回っていない品だ。なんでも、量産が難しい希少な新種だそうだ」

　隣から聞こえてきたロベールの台詞に、リリーは目を丸くした。

「そっか！　このブドウは王様とダグラスからのお土産だったんだ！」

　そういえば、パーティーに公園で会った時と同じように護衛もつけず、ふらりとやって来たふたりが、アルベルトになにかを手渡していた。ちょうどヴィオラの来訪と重なって、リリーは後からふたりに挨拶をしたからお土産のことを知らず、お礼もまだ伝えられていなかった。

「ふたりとも、おいしいブドウをありがとう！」

「おう。喜んでもらえたようでなによりだ」

「どういたしまして。ブドウはまだまだあるから、どんどん食べて」

　リリーがお礼を言うと、ふたりは笑顔で答えた。

　中央公園での一件以降、ロベールたちとは家族ぐるみの付き合いが続いていた。

　パーティーの開催にあたり、多忙なふたりは参加が難しいだろうと思いつつ、一応招待状を送ってみた。すると、ロベールたちが一番に参加の意思を伝えてきたのだ。

　これには、アルベルトもリリーも驚きが隠せなかった。

「へへへっ。ブドウもだけど、こうしてふたりが来てくれたのが一番うれしい。でもさ、こんな貴重な物をもらっちゃってよかったの？」

「なーに。嬢ちゃんには先日の大雨の時、河川周辺の集落の浸水被害を未然に防いでもらった恩があるからな。こんなのは安いものだ」

「そんな。わたしはただ、ベルたちの声を伝えただけ。パパや王様がわたしの話を信じて、事前に部隊を派遣して土ど嚢のうの積み上げをしたから防げたんだよ」

　実は、ベルたち聖獣には気候などの自然事象について先見する力がある。

　本当はそれらを人に事前に知らせたり、介入したりしてはいけないらしい。だけど、いかんせんベルたちはおしゃべり。

　彼らが輪になってああだこうだ話しているのを横で聞き、リリーがそっとアルベルトに耳打ちをしたというわけだ。これまでにも、この流れで自然災害やそれにまつわる事故なんかを未然に防げたケースが幾つかあった。

「はははっ、嬢ちゃんは謙虚だな。その『声を伝える』が常人にはできんのだがな。ま、またなにか小耳に挟んだら教えてくれ」

　ちなみにそのベルたちはといえば、今日は珍しく《一度、聖獣の国の様子を見てくる》と言って、みんなで朝から屋敷を空けていた。せっかくのガーデンパーティーなのに、少し残念だ。

「あ、そうだリリー！」

　ここで、ダグラスが名案を思いついたとばかりに声をあげた。

「どうしたの、ダグラス？」

「このブドウだけどさ、もしリリーが気に入ったなら、王家の専売品に指定して、来年以降の流通に制限をかけたらいいよね！」

「え？」

　一瞬、言われたことの意味がわからずに首をかしげる。

　アルベルトやロベールの視線も、ダグラスに釘づけになっていた。

「市場に出さずに、王家がすべて買い上げれば、毎年リリーにたっぷり食べさせてあげられる！　農園にしたって、王家の専売指定は名誉だしね！」

「ダグラス、それはダメっ！」

　ダグラスが口にしたとんでもない提案に、リリーは慌てて首を横に振る。ロベールも表情を険しくして口を開きかけていたけれど、リリーの声の方が少し早かった。

「え、どうして？」

「だって、こんなにおいしいんだもん！　独り占めしちゃうより、多くの人にこの味を知ってほしい！」

　表情を曇らせるダグラスに、リリーは力強く訴えた。

「そっか、それもそうだね」

　ダグラスは納得した様子でうなずき、それを見てリリーはホッと胸をなで下ろす。

「それに、王家の専売にしなくたって、市場に出回ったら僕が一番に買ってしまえばいいだけの話か。……よしリリー、来年もこのブドウをどっさりお土産に持ってくるから、楽しみにしていてね！」

　顔を上げたダグラスが、満面の笑みで告げる。

「……あ、ありがとう。でも、どっさりじゃなくて、食べる分だけお願いね？」

「うん、もちろん！」

「ダグラス王子は間違いなく貢ぐタイプッスね」

　バイアスが何事かボソッとこぼす。それにバイアスの隣のヴィオラが反応する。

「ええ、なまじ富と権力を持っている分、なおさら質が悪いですわ。そして幼児でありながら、あれは相当な腹黒予備軍と見ましたわ。間違ってもリリーちゃんがダグラス王子の魔手に落ちないよう、私が目を光らせておきませんと」

　残念ながらリリーには、小声で交わされるふたりの会話の内容までは聞こえてこなかった。

「俺としては幼児の恋路よりご自分の恋に目を向けてほしいッス……って、ヴィオラ嬢!?　俺の話聞いてるッスか!?」

　その時、バイアスとの会話を強引に中断したヴィオラが身を乗り出し、リリーの前にスッとなにかを差し出す。

「リリーちゃん。ブドウもいいですけれど、こちらも召し上がってみてくださいな。私の手作りですの」

　ふわりとした笑みでリリーの目の前に置かれたのは、白いお皿にのった香ばしい焼き色が美しい拳大のチョコレートのケーキ。

「え!?　これってもしかして、フォンダンショコラ!?」

「はい。リリーちゃんが好きだとお聞きしたので、腕を振るいましたわ。こちらのシェフにお願いして、先ほど温めなおしていただきましたから、中から溶け出す熱々のチョコレートを楽しんでいただけますわ」

　なんとヴィオラは、リリーが以前にチョコレートケーキの中でも、とろっとチョコレートがとろけるフォンダンショコラが一番好きだと話していたのを覚えていて、わざわざ作ってきてくれたのだ。

「わぁっ、うれしいっ！　いただきます！」

「はい、召し上がれ」

　リリーは銀のフォークを取ると、フォンダンショコラにスッと刺し入れる。そのままひと口分をすくえば、断面から熱々のチョコレートがとろーっとあふれ出た。

「うわぁ～っ！　とろとろっ！」

「へー、うまそうッスね。どれ、俺もフォンダンショコラをいただくッス」

　リリーたちの会話を聞いていたバイアスもフォンダンショコラのお皿をヒョイと寄せ、さっそくフォークを入れていた。

　それを横目に、リリーは溶け出したチョコレートをたっぷりつけて、あーんっと口に――。

「こら、リリー。そのまま口に入れては火傷する」

「ッ、アチチチッ!!」

　リリーが口に入れる直前でアルベルトにそっと手を取られるのと、バイアスから悲痛な声があがったのは同時だった。

　リリーはすぐ目の前でとろーんとチョコレートを滴らせるフォンダンショコラと、向かいで口を押さえて悶絶しているバイアスを交互に見て、目をパチパチさせた。

「冷ましてから食べんとああなるぞ」

　状況を認識し、バイアスに憐れな目を向けるリリーだったが、彼女とて他ひ人と事ごとではない。アルベルトが止めてくれなかったらああなっていたのだ。

「パパ！　止めてくれてありがとう！」

「あぁ」

　アルベルトは、コップに入った水で必死に口を冷やしているバイアスを一瞥すると、それとは対極の温かな眼差しでリリーを見た。そしてフォークを持つリリーの手を自分の手ですっぽりと包み込む。そのままフォンダンショコラを口もとに寄せ、ふぅふぅと息を吹きかける。

「……ほら、リリー。あーんだ」

「うん、あーん」

　言われるまま大きく開けた口に、フォンダンショコラを頬張れば、口の中にチョコレートの優しい甘みとショコラの香ばしさが広がる。

　アルベルトにふぅふぅしてもらったおかげで、チョコレートはちょうどよい温度になっていた。

「チョコレートがあったかくてとろとろ！　すっごくおいしい！」

　リリーがもぐもぐしながら伝えたら、アルベルトがよしよしと頭をなでてくれる。

（わぁ～！　ダブルで幸せっ！）

「リリーちゃんにおいしく食べてもらえてよかったですわ。でも、アルベルト様が気づいてくださったからよかったようなものの、最初に冷まして食べるように伝えなかったのはうっかりでしたわ」

　ヴィオラも笑顔で答えてくれたけど、言葉の最後で表情を曇らせた。

「ううん！　フォンダンショコラが熱いのはちゃんと知ってたのに、わたしがついつい食べるのを急いじゃったの。でもね、これほんとにおいしいの！　チョコレートがほかほかのとろとろで、口の中が天国！　こんなにおいしいのが作れちゃうなんて、ヴィオラさんはお菓子作りの天才ね！」

「まぁ、リリーちゃんったら褒めすぎですわ。でも、うれしいですわ。おかわりもありますから、どんどん召し上がってくださいませ！」

「口の中が天国？　……灼しゃく熱ねつ地獄の間違いだと思うッス」

　恨みがましくこぼされたバイアスの台詞は、残りのフォンダンショコラをアルベルトにふぅふぅしてもらい「あーん」するのに大忙しのリリーの耳を素通りした。

「……さて、甘いものが続いたからな。口直しに塩気のあるものが欲しいな……おぉ、バイアスの土産の唐辛子ライスクラッカーがあったか」

　アルベルトの言葉に、リリーの耳がピクンと揺れる。

「え？　バイアスさんのお土産？　唐辛子ライスクラッカーなんて、初めて聞くお菓子ね」

「あぁ、前に騎士団の地方巡回で行った土地の名産なんだが、これがなかなかうまい。ただし、結構な辛さだから、リリーはまずはひと口味見してみるといい」

　そう言ってアルベルトが籠から取り上げたのは――。

（あれ？　これ、なんか知ってる気がする……）

　リリーが既視感を覚えたのは、百合の記憶で知っていたから。そう、唐辛子ライスクラッカーとは、唐辛子せんべいのことなのだ。しかも、アルベルトが持つ円形の手焼きせんべいは、日本のそれと見た目もピッタリ同じだった。

「リリー、あーんだ」

　アルベルトは大きな唐辛子せんべいを器用にひと口大に割り砕き、リリーの口もとに運ぶ。

「あーん」

　リリーがワクワクしながら口を開くと、アルベルトがひと口サイズになった唐辛子せんべいを入れてくれる。

　――バリッ、バリッ。

　硬い歯ごたえの唐辛子せんべいは、噛みしめるごとに唐辛子のピリリとした辛みとうま味の利いたタレ、せんべいの香ばしさが口いっぱいに染み渡る。

「なにこれ、おいしい！」

　リリーは初めて食べたせんべいの食感と風味、そして唐辛子の小気味いい刺激に、すっかり虜になった。

「辛くなかったか？」

「もちろんピリッとするけど、それがまたクセになっちゃうの！　これ、もっと食べたい！」

「そうか。ほら、もうひとつだ」

　アルベルトが次のひと欠片かけらを口に運んでくれる。

　パクッと頬張ると、おいしい唐辛子せんべいにリリーの頬が緩む。

「ん～、おいしい～ぃ！」

「どれ、そんなにうまいなら食わないわけにはいかないな」

「僕も！」

「私も一枚いただきますわ」

　皆の手が、次々に唐辛子せんべいが入った籠に伸びる。

「お、うまいな！」

「うん！　リリーが言ってた通りだ。ピリッとするんだけど、それがまたクセになるね！」

「でしょう!?」

「おいバイアス、お前の土産が大好評だ。お前も一枚どうだ？」

　アルベルトが籠を寄せると、バイアスは遠い目をして首を横に振った。

「……舌を火傷した人間に唐辛子を勧めるって鬼の所業ッス」

「ん？　なにか言ったか？」

「なんでもないッス」

　唐辛子せんべいで予想外の盛り上がりを見せる周囲をよそに、バイアスだけはせんべいに手を伸ばさず、ちびちびとコップの水を飲んでいた。

　覇気のない消沈した姿に、リリーは同情心を募らせた。

「本当にいいお味ですわ。バイアスさん、今度祖父母のところに行く時にこのおせんべいを手土産にしたいのですが、現地でないと買えませんの？」

　ヴィオラがそっと口もとをぬぐいながら、バイアスに尋ねた。

「基本は現地でしか買えないんッスけど、今なら中央公園で物産展が開かれてて、そこで買えるッス。ただ、人気商品ですぐに売り切れちゃうんッスよ」

「まぁ、そうですの。明日、朝一番で行ったら買えますかしらね」

「大丈夫ッス！　俺、そこの店主とは顔見知りで、俺と行けば融通してもらえるッスよ。俺、ちょうど連休になってて、明日も休みなんで一緒にどうッスか？　もちろん、馬車で迎えに行くッス」

　バイアスはさっきまでの消沈ぶりが嘘のように、水を得た魚のようにキラキラとした目で提案した。

（なんでか知らないけど、バイアスさんが元気になってる！　よかったぁ～）

「あら、うれしい。ちょうど明日は、リリーちゃんと中央公園に遊びに行く予定でしたの。乗合馬車で行ってみようかと話していたのですが、バイアスさんが送り迎えしてくださるならちょうどいいですわ」

「なっ!?　えっ、いや……あの」

「ふたりとも、よかったな。便利な足ができて」

「うんっ！」

　アルベルトの言葉に、リリーは元気にうなずいた。

「ええ、本当に助かりましたわ。明日はよろしくお願いしますね、バイアスさん」

「……りょ、了解ッス」

　ヴィオラに笑顔を向けられたバイアスは、泣き笑いみたいな表情で答えた。

　その後は、おいしいお茶とお菓子をつまみながら、みんなでたわいのないおしゃべりで盛り上がった。

「アルベルト、嬢ちゃん、ご馳走さん。今日は楽しかったよ」

「リリー、またね！」

「アルベルト様、今日はお招きありがとうございました。リリーちゃんは、また明日ね」

「リリーちゃん、明日は今日と同じくらいの時間に迎えに来るッスから」

　夕方になって、ガーデンパーティーは惜しまれながらお開きになった。

　リリーはアルベルトと手をつないで庭先に立ち、みんなを見送る。

「みんな、今日は来てくれてありがとう！　またね！」

　リリーがアルベルトとつないでいるのと反対の手を大きく振ると、みんなも手を振り返してくれた。

　みんなの背中が見えなくなってから、リリーはアルベルトの手をキュッと握って感謝を伝えた。

「パパ、ありがとうね」

「ん？　それはなにに対する礼だ？」

「もちろん、ガーデンパーティーよ。わたしがみんなを招いて開催したいって言ったら、パパはこんなにすぐに叶えてくれた。それに、パパが今日のためにお庭に作ってくれたウッドテーブルとチェアも！　パパのおかげで、今日はすっごくうれしかった」

「はははっ。今日の礼なら、もう何度も聞かせてもらっている。テーブルとチェアもだな。だが、リリーが喜んでくれたならよかった」

　アルベルトは大きな手をリリーの頭にポンッとのせると、優しくなで始める。リリーは手のひら越しに伝わってくるぬくもりに、スッと目を細くした。

　……本当は、ガーデンパーティーやテーブルのことだけではない。むしろ、リリーが本当に伝えたい『ありがとう』はもっと別――。

　パパになってくれたこと。優しい言葉をかけて、頭をなでてくれること。逞しい腕でギュッと抱きしめてくれること。

　アルベルトがくれる全部に、『ありがとう』の思いがあふれていた。

　リリーは物心ついた時からずっと実の両親や使用人たちから疎まれてきて、悲しいのも、寒いのも、ひもじいのだって慣れっこだった。でも、寂しいのだけは慣れなかった。

　そこに庇護者として現れたアルベルトが、リリーの心の隙間を埋め温かな感情でいっぱいにしてくれた。

　アルベルトが与えてくれる絶対的な安心感は、束の間の遊び相手を務めてくれた魔粒子たちとはまるで違うものだった。

　アルベルトが来て、初めて屋敷が『自分の家』になり、心安らぐ場所になった。アルベルトのおかげで、以前とは打って変わって毎日が楽しい。

　それら全部が『ありがとう』で、心の中にはアルベルトへの感謝があふれていた。それなのに、いざ言葉にして伝えようとすると、五歳の口ではどうしてもうまく伝えきれないのがもどかしい……。

「……パパ、大好き」

　そんな思いを埋めるように、リリーは両腕で力いっぱいギューッとアルベルトに抱きついた。

　するとアルベルトが、そっとリリーを腕に抱き上げて、目線の高さを同じにする。アルベルトのグリーンの瞳に、リリーの姿が映っていた。

「なぁリリー、パパも今日は楽しかった。だがな、パパが楽しいのは今日だけじゃないんだ」

「え？」

「君のパパになってから、目にするすべてが新鮮で、俺の日常がこれまでとは段違いに充実しているんだ。いとしいリリー、俺の娘になってくれてありがとう。俺の娘が君でよかった。リリーはパパの自慢だ。そして君の存在は、パパにとって宝だ」

　耳にした瞬間、ありあまるうれしさに胸が詰まり、ポロポロとあふれる涙が止まらない。

「おいリリー、なにを泣くことがある？　そんなに泣くと瞳が溶けてしまうぞ」

　もう、リリーが寂しさに涙を流すことはない。だけど、湧き上がるうれしい思いがリリーの胸を熱くして、新たな涙が後から後からあふれ出て止まらない。

　泣きやもうと思うのに、意思に反してうれしい涙はまだまだ治まる気配がなかった。

「へへへっ、おかしいね。なんでか涙が止まらないの」

「……そうか。なら、好きなだけパパの腕の中で泣いたらいい」

　アルベルトはリリーの後頭部を優しくなでながら、トンッと肩にもたれさせる。

　そのまま赤ん坊でもあやすように、アルベルトが大きな手でよしよしと優しく背中をさすってくれる。

　どのくらい経っただろう。安定感のある逞しい腕に抱かれ、人肌のぬくもりとトクントクンと響く鼓動を感じていたら、いつしか涙は止まっていた。

　そっと頭を上げると、アルベルトがやわらかな眼差しでリリーを見つめていた。

「これからも、泣きたい時はパパのところにおいで。そうすれば君の涙が止まるまで、パパがいつまでだって背中をさすってやる」

「うん、パパっ」

　リリーは再びアルベルトの首のうしろに手を回し、言葉で言い尽くせない『ありがとう』の思いをこめてギューッと抱きしめた。

「さぁ、屋敷に戻るか」

「うん」

　アルベルトがリリーを抱っこするのと反対の手を玄関の扉にかけた。

　その時、ふたりの背後に濃密な魔力の渦が巻き起こる。

　リリーが慌てて振り返ると、魔力によって割れた空間から、のんきな声があがる。

《今戻ったぞ～》

　直後、重そうな風呂敷包みを背負ったベルたちが、空間を割って現れた。

「ベル！　黒ちゃんに、みんなも！」

　キラキラとした光をまといながら玄関先に降り立つみんなを、リリーは目を丸くして見つめていた。

（……本当は、ベルたちは聖獣の国に行ったきりもう帰ってこないんじゃないかって、少しだけ思ってた。だけど、ちゃんと帰ってきてくれた！）

「みんな、おかえりなさい！」

　アルベルトの腕から地面に下ろしてもらい、みんなを出迎える。

《ふーぅ、大荷物だわい》

《ほれ若造、サッサと扉を開けんか。重くてかなわんわ》

　アルベルトはベルたちの言葉がわからないはずだけど、なにか感じるところがあったのか、眉間に皺を寄せつつ扉を開く。

　するとベルたちがすかさずわらわらと玄関に上がり、どっこいしょ、どっこいしょと、玄関先に風呂敷包みを下ろしていく。

「それにしても、すごい荷物ね」

《まったく、大臣連中があれもこれも持ってゆけと聞かんのじゃ。そのせいでこんなに大荷物になってしまったわい》

《これらは全部、嬢ちゃんへの土産だよ》

　ギョッとして、目の前に積まれた大量の荷物を見下ろす。

「これが全部、わたしへのお土産なの!?　わぁああ、ありがとうみんな！　重かったでしょう!?　中でゆっくり休んで！」

《リリー殿、アルベルト殿。聖獣王より、引き続き筆頭大臣と長老のお目付け役を申しつかりましたので、我らも引き続きこちらでごやっかいになります》

《申し訳ありませんが、よろしくお願いいたします》

　白いウサギとリスは、恐縮しきりで頭を下げた。

「ううん、申し訳なくなんてないよ！　またみんなで一緒に暮らせてうれしい！　ねぇ、パパ？」

「そうだな。賑やかで悪くない」

　リリーが同意を求めたら、アルベルトはフッと口もとを緩ませてうなずいた。

　アルベルトが微笑むのを目にして、リリーはうれしくてたまらなくなる。

「へへへっ！」

　うずうずが抑えきれなくて、アルベルトの腰にバフンッと抱きついた。

「どうした、どうした。この甘えん坊さん？」

　アルベルトはリリーの頭や腕をよしよししながら、温かな目を向ける。

「へへへっ！　どうもしないけど、甘えん坊さんなの」

「そうか。こんなにかわいい甘えん坊さんなら、いつだって大歓迎だ」

「きゃーっ！」

　ほっぺたを両手で挟んでワシャワシャ～っとなでられて、リリーはきゃっきゃと笑顔を弾けさせた。

　永久凍土だって溶けだしそうなアツアツぶりではあるが、ひと月以上共に暮らしてきた聖獣一同は慣れたもの。生温い目で、父子のイチャコラを見守っていた。

　リリーはいっぱい甘やかしてもらって大満足でアルベルトから離れると、ご機嫌のままベルたちに視線を移す。

「ねぇみんな、居間でお茶でも飲みながら聖獣の国であったことを教えて!?」

《ふむ、かまわんぞ》

《我もちょうど茶で一服したいところだった》

《ご相伴に預かります》

《わたくしめも》

　みんなで一緒にわらわらと居間へと移動する。

「そうだ！　ガーデンパーティーで食べたブドウやフォンダンショコラ、唐辛子せんべいがまだ残ってるから、それも出してもらおう！　……あ、シェフにフォンダンショコラの温めなおしもお願いしてこなくっちゃ！」

「こらリリー、そんなのは全部ジェームズに任せておけばいい！　走ると転ぶぞ！」

　アルベルトのちょっと焦った声を背中に聞く。

「だーいじょうぶ！　家の中で転んだりしないよ。パパは先に、みんなと座ってて！」

　アルベルトに笑顔で返し、屋敷の廊下を駆けだす。

「お、おい！　……まったく、しょうがないおてんば娘だ。そこがまた、かわいいのだがな」

　アルベルトのつぶやきを聞くともなしに耳にしながら、リリーの心は幸せがあふれていた。

　なにより、ゲームのシナリオから解放されたリリーの人生の第二章は、まだ始まったばかり。大好きなアルベルトやみんなと一緒に過ごす未来には、もっともっといっぱいの幸せが待っているはず――！

（ふふふっ。これからパパやみんなと一緒にこの世界でいろんなことを楽しんで、楽しみつくしてやるぞ――っ♪　やっほー！）

　リリーは弾む心で両手を大きく広げ、明るい未来に向かってピョーンと大きくジャンプした。
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　わたしがお風呂に向かっていたら、廊下の途中でパパから声をかけられた。

「リリー、よかったら今日はパパと一緒に入らないか？」

　うれしすぎるお誘いに「入るー!!」と、ウキウキでパパの腕に飛び込んだ。パパの抱っこで脱衣所に着くと手早くワンピースを脱いで、潤沢にお湯が張られたバスタブ目がけてテテテテッと走りだす。ところが、飛び込む直前でむんずと腕を掴まれた。

「こーら、体を洗うのが先だ」

　パパの指摘に「そうだった！」と苦笑い。いつもはちゃんと体を洗ってから入るのだけど、今日はパパと一緒のお風呂ではしゃいでしまい、すっかり忘れていた。

「ふふふっ、くすぐったーい」

「ほら、じっとしていないと泡が目に入るぞ」

　パパの手で全身を洗ってもらうと、今度はわたしがパパの背中を洗ってあげる。

「パパ、どう？　気持ちいい？」

　パパの「あぁ、極楽だ」という答えにうれしくなって、ますます張りきってゴシゴシと背中をこすれば、仕上げに泡をお湯で流した時には、肌がちょっと赤くなってしまっていた。……ありゃぁ、ごめんね。それからわたしは、パパの抱っこで広いバスタブに浸かった。心地よさに気が緩み、吐息と一緒に思わず心の声も漏れる。

「ふぅ～、いい気持ち～！　やっぱりお風呂はこうでなくっちゃ。この世界にも、バスタブに浸かる習慣があってよかった。シャワーだけだと、ちょっと寂しいもん」

「はははっ。まるで別世界から来た人間みたいな口ぶりだな」

「もしもの話よ。わたしが別の世界で暮らした記憶があるって言ったらどうする？」

「おもしろいたとえ話だな。ふむ。べつにどうということもないが……ただ、その世界でも俺が君のパパだったらいいと、そう思うよ」

「わたしも！　どんな世界でも、わたしのパパはパパがいい！　大好きよ、パーパ！」

　勢いよく胸に飛び込んで、大好きなパパとお風呂を目いっぱい堪能したのだった。




　リリーとパパのうれし楽しのお風呂タイムはまだまだ続きそうですが、本作はこれにて大団円。皆様、最後までお読みいただきありがとうございました。




友とも野の紅こう子こ










【リリーの木と十年後の約束】




　ポカポカ陽気がとっても気持ちのいい、ある日の朝。

　リリーは、カーテンの隙間から差し込む朝日を受けながら目覚めた。

「ふぁ～」

　チラリとベッドの下のラグへ視線を向けると、ベルと黒ちゃん、白いウサギとリスが思い思いの格好で丸くなり、すやすやと寝息を立てていた。

（ふふっ。ベルと黒ちゃんったら、ピッタリくっついてる）

　二匹は喧嘩も多いけれど、なんだかんだでとっても仲良し。リリーは気持ちよさそうに眠っている四匹を起こさぬよう、そーっとベッドから抜け出した。

　足音を忍ばせて窓に向かい、シャッとカーテンを引き開ける。おもむろに、窓の下に目を向けて――。

「あ、パパだ！」

　庭にアルベルトの姿を見つけ、思わず声をあげた。

　アルベルトは右手にスコップを握り、左手にも大事そうになにかを抱えて歩いている。さらに、アルベルトの脇には、にこやかな表情のグリッグスがいるではないか。

（えー、グリッグスが一緒だ！　ふたりで、なにをしてるんだろう？）

　珍しい取り合わせに、リリーは興味津々で窓に張りつく。しかし、リリーの場所からだといまいち様子が見にくい。

　そうこうしているうちに、ふたりは観葉樹が茂る庭の奥へ行ってしまった。

「よーしっ！　急げっ、いーそーげ～♪」

　リリーはふたりと合流するべく、ネグリジェからワンピースに着替えると一目散に子供部屋を飛び出した。







「たしか、ふたりはこっちの方に向かったはず……あっ！　いたーっ！」

　庭に出ると幾らもせずに、アルベルトたちの姿を見つけた。

　観葉樹が茂るエリアの一番目立つ場所にふたりはいた。リリーは一直線に、ふたりに向かって走りだす。

「パパー！」

「起きたのか、リリー。おはよう」

　リリーに気づいたアルベルトは、握っていたスコップを地面に置き、腰を低くして腕を広げた。

「おはよう、パパ。今起きたところよ」

　リリーが腕の中にバフンッと飛び込むと、アルベルトは片腕で軽々と彼女を抱いて立ち上がる。視線が一気に高くなり、リリーは慌ててアルベルトの肩をキュッと掴んだ。

「グリッグスも、おはよう」

「おはようございます、リリーお嬢様」

　グリッグスにも挨拶して、さっそく気になっていたことを尋ねる。

「ふたりはなにをしてるの？」

「木を植えようと思ってな。いい場所がないかと、グリッグスに相談していたんだ」

　思いもよらない答えに、リリーは目をパチクリと瞬く。

　アルベルトは庭の管理をグリッグスに一任しており、手ずから庭いじりをいているのなんて見たこともなかった。

「パパが、木を？」

　首をかしげるリリーに、アルベルトはスッと足元を示す。

　そこには、ポットに入った高さ三十センチほどの苗木があった。左右対称に切れ込みが入った特徴的な形の葉っぱは、初めて目にするものだった。

「……これ、なんの木？　うちにはないよね？」

「この木は、学名をリリオデンドロン・ツリピフェラと言う」

「りりお……どろん……？」

　長い上に難しい名前に、舌が回らない。

　かわいらしいリリーの様子にアルベルトは白い歯をこぼし、抱っこするのと逆の手でやわらかな亜麻色の髪をなでながら告げる。

「はははっ。これは〝リリーの木〟。君の名前を冠した木だ」

「え!?　私の名前と同じなの？」

「ああ。成長すると三十メートルにもなる大きな木だ。カップのような形をしたオレンジ色の花が咲くぞ」

　百合がこの木を知っていたかは定かでないが、日本でも〝百合の木〟と呼ばれている落葉樹である。

「そうなの!?　早く見たい！」

　リリーは目をキラキラと輝かせた。

「すぐには無理だな。花が咲くには、十年くらいかかるそうだ」

「えー、そんなにかかるの？　もっと早く咲いたらいいのに。ねぇ、パパ？」

　リリーは肩を落としながら、なんの気なくアルベルトに同意を求めた。

「ふむ、パパはそうは思わんがな」

　アルベルトの答えは、リリーにとって予想外のものだった。

「えー？　早く見られた方がよくないの!?」

「気長に見守るのも、また一興だ」

　アルベルトはここで一旦言葉を区切ると、片腕抱っこで同じ高さに揃うリリーの目を真っ直ぐに見つめ、再び口を開いた。

「パパは、君がどんな大人になるのか楽しみでならない。この木もそれと同じだ。リリーも、リリーの木も、急がなくていいんだ。多くの笑顔に触れ、燦々と注ぐ太陽の光を受けながら、ゆっくり大人におなり」

「パパ……」

　アルベルトの言葉が優しくて。だけど、それ以上にリリーを見つめるグリーンの瞳が、もっともっと包み込むように優しくて。

　胸が熱いもので詰まり、苦しいくらいだった。

「とはいえ、一緒に暮らしてもう半年にもなるというのに、君のパパになった日がまるで昨日のことのようにも思える。十年だって、きっとあっという間さ」

　アルベルトは最後に軽い口調で、こんなふうに付け加えた。

（……花は早く見たいけど、パパと一緒の時間があっという間に終わっちゃうのは寂しいな）

　リリーはうなずいて答えながら、やっぱり時間はできるだけゆっくり流れてくれた方がいいと思った。

「さて、リリーもパパと一緒に苗を植えるのを手伝ってくれるか？」

「うんっ！」

　リリーが元気よく答えたら、アルベルトは頭をクシャリとひとなでしてから、トンッと地面に下ろしてくれた。

「グリッグス、いい場所を用意してくれたな。あとは、リリーとふたりで大丈夫だ。ご苦労だった」

「とんでもない。リリーお嬢様の木にピッタリの場所をご案内できて、ようございました。植樹の手順については先ほどお話しした通りですが、なにかあれば奥におりますのでお声がけください」

「ああ、わかった」

　グリッグスは剪定鋏を手に、観葉樹が茂る奥の方へと歩いていった。

　さっそくリリーは、アルベルトと一緒に穴を掘り始めた。

「ねぇパパ、深さはどのくらい……っ、きゃーっ！　ミミズが出たっ！」

　地中からニョロッと現れたミミズに驚いて、叫びながらうしろにボテンと尻もちをつく。

「そんなに怖がらなくて大丈夫だ。ミミズは噛んだり刺したりしないからな」

　アルベルトはそう言って、リリーの前からミミズをヒョイッと掴み上げると、うしろにポイッと放る。

　そうしてリリーの手を引いて起こしながら、ミミズについての豆知識を語る。

「その上、奴らはなかなか優秀だ。奴らが地中を這うことで、土が栄養豊かになるからな」

「へー！　そうなんだ！」

　ウニョッとしたルックスは苦手だけれど、すっかり見直した。そういうことなら、どんどん庭に住み着いてもらってかまわない。

「ごめんね、ミミズさん。次は、いきなり出てきても叫ばないから、よそに行っちゃわないでうちにいてね」

「はははっ！」

　愛らしいリリーの言葉に、アルベルトは声をあげて笑う。

（わぁ～っ！　パパが声を出して笑ってる！　すごく素敵っ！）

　リリーの目が、アルベルトに釘づけになる。

　リリーと出会ったばかりの頃、アルベルトは眉間に皺を寄せ、唇を真一文字に結んだ般若みたいな形相がデフォルトだった。笑い声はおろか、口もとを緩めたところすら、ほとんど見たことがなかった。

　そのアルベルトが、今はこんなに優しい目をして、白い歯をこぼして笑っていた。

　だたし、これはリリーだけが知っている〝パパの顔〟で、みんなはこの笑顔を知らない。この特別感がリリーはこそばゆくも嬉しくて、ひとりドキドキと胸を高鳴らせた。

「よし、これくらい掘れば十分だろう。ポットから苗を取ってくれるか？」

「うんっ！」

　アルベルトの声を受け、リリーは苗をポットから外し、両手で丁寧に取り上げる。

　それを堀った穴の真ん中に置き、土をかけていく。

「いい感じだ。あとは、水をかけて……おっと。じょうろを忘れてきたか」

　アルベルトは言葉の途中で、はたと思い至った様子で立ち上がる。

「仕方ない。グリッグスに言って、借りてこよう」

「待って、パパ！　じょうろはなくて大丈夫だよ」

　リリーはアルベルトを引き止めて、周囲を浮遊する水の魔粒子に語りかける。

「水の魔粒子さん、リリーの木にお水をあげてほしいの」

　アルベルトは『なるほど』といった様子で踏み出しかけた足を止め、リリーを見つめた。

　以前のアルベルトは魔力の使用について否定的だったが、今はリリーの裁量に任せてくれていた。だからリリーは、悪戯や悪いことに使わないのを大前提に、アルベルトの前でも魔力を使うようになっていた。

《任せて》

　リリーのお願いに、水の魔粒子のリーダーがすぐに答えてくれた。

　さらに、水の魔粒子は青く発光しながら、いつになく弾んだ様子で続ける。

《ついでにオイラから、リリーの木に祝福を与えておくよ》

「え？」

　リリーが耳慣れない《祝福》のひと言に首をかしげていると、周囲が赤、黄、緑にポポポッと光りだす。

《あら、抜け駆けはズルいわよ》

《ぜひ、俺からも祝福を与えたい》

《もちろん、私だって》

　火、土、風の魔粒子が現れて、淡い発光を繰り返しながら主張した。

「みんな……！」

　魔粒子のみんなは、いつだってリリーが呼べば応えてくれる。だけど、彼らが自ら声をあげるというのは、とても珍しいことだった。

《今日は特別よ》

《リリーの木の健やかな成長を願って、俺たち全員で祝福させてもらおう》

《リリーとリリーの木が、元気に育つように願いをこめるわ》

《チェッ。オイラが祝福してやろうと思ったけど、仕方ないな》

　みんなは驚くリリーに口々に告げ、リリーの木の上空に集まると、手を取り合って輪になった。

　すると、見る間に赤、黄、緑、青の四つの光が混じり合い、真っ白な光に変わる。その光は上空でふわりと帯状に広がって、折り重なるようにしながらゆっくり地上へと降りてくる。

「わぁっ、綺麗！　それに、とってもいい気持ち！」

　やわらかな光のシャワーがリリーの木を中心に、リリーやアルベルトの頭上にも心地よく注ぐ。これを受けながら、リリーは体の内側から力が湧いてくるような不思議な心地を覚えていた。

　そうして、さらに驚くべきことに――。

「あれっ!?　私、全然濡れてないのに、リリーの木には水滴がついてる……！」

　アルベルトも自身の袖から覗く手の甲と、水を吸って色を濃くした木の周りの土を交互に見ながら、驚きが隠しきれない様子だった。

「どうやら、リリーの木だけが祝福と共に実際の水も受けたようだ」

「すごいっ！　同じ光のシャワーを浴びてるのに、面白ーいっ♪」

　リリーは不思議な光のシャワーにはしゃぎ、両手を広げてリリーの木の周りをくるくると回った。

　その様子を目を細くして眺めながら、ふいにアルベルトがなにかに気づいたように目を見張る。

「これは……！　リリー、上を見てごらん」

「え？」

　アルベルトの声を受け、リリーが足を止めて見上げたら、青空にキラキラと白く光る大きなアーチがかかっていた。

「わぁ～っ！　白い虹だ！」

　リリーは『虹』と表したが、清廉な光を放つ白いアーチは、魔粒子のみんながかけてくれた幸福な未来への懸け橋――。

　リリーとアルベルトはしっかりと手を繋ぎ、同じ景色を見つめていた。

　白いアーチは、しばらく陽光を受けながらまばゆい光を放ち、やがてキラキラとした光の残像を残して空に溶けた。

「魔粒子のみんな、ありがとう！」

　リリーが心からのお礼を叫ぶと、みんなはポポポッと光ってから、スーッと四方に飛び去っていった。

「……君は素晴らしい贈り物をもらったな」

　アルベルトがリリーの頭をクシャクシャとなでながら口にした。

「うん。パパと一緒にこんなに綺麗な虹が見られて最高に幸せ！」

　大きな手に頭をすり寄せるようにして答えながら、アルベルトの言う『贈り物』は、今回魔粒子のみんなにもらった祝福のことだけじゃなく、もっと色んなものを含んでいるような気がした。

「リリー。十年後も、ここで一緒にリリーの木を見よう」

「うんっ！　きっと、その時は綺麗な花が咲いてるね。約束よ、パパ？」

　リリーが小指を差し出すと、アルベルトは腰を低くして目線の高さを揃え、自分の小指を絡ませた。

「あぁ、約束だ」

　リリーはその日が待ち遠しいような、ずっと先でいいような、不思議な心地でアルベルトの小指をキュッと握った。

　今はまだ、見下ろす高さのリリーの木。その木が、リリーたちのはるか頭上へ伸び、オレンジ色の花を咲かせる十年後。果たしてふたりは、どうなふうになっているのだろう。

「ねぇパパ！　私、今も十年後も、ずっとずっとパパが好き！」

　指をほどいたリリーが、伸び上がってアルベルトの耳もとで伝えた。

「パパもリリーが大好きだ」

　アルベルトは破顔して答えるとリリーのほっぺたを両手で挟み、わちゃわちゃとなでる。

「きゃーっ！　くすぐった～い」

　楽しげに笑い合うふたりの様子を、お天道様とリリーの木がそっと見つめていた――。
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